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『本日の魔ま王おう復活の確率は一％未満。武装レベルは〝スライム級〟で大だい丈じよう夫ぶでしょう。それではみなさま本日もよい冒ぼう険けん日和びよりを──』

　ラジオから、いつも通り人気の女子魔王予報士の声が聞こえてきたその日。

「ハァ……」

　オレは母さんの操あやつる馬車に揺ゆられ、憂ゆう鬱うつな気分で王都・ルスキニアの街道を爆ばく走そうしていた。

「がんばって、リュクス」

　そんな中、御ぎよ者しや席から、緊きん張ちようしまくった声で、まだ若いせいか、そっちのほうが受験生に見えなくもない母さんがいう。

「今日はきっと合格するって。なんてったってアンタは……私とパパのスペシャルなんだから！」

「う、うん、まぁ……」

　母さんの言葉を、オレは適当に流しつつ、内心ではこう思っていた。

（う、受かるわけないだろ！　オレみたいなしょーもない人間が〝冒険者〟試験なんか！）

　オレは一五歳にして知っている。

　オレみたいな人間に、人生は、微笑ほほえまない！




　世は、魔王復活前夜──。

　高名な予報士により、五年以内に『魔王』が出現する可能性が九九・九％といわれている時代。

　中等学校を卒業したオレ達少年少女は、国が定める法令により、ある学校の試験をタダで受けることが出来るようになっていた。

　具体的には、将来魔王を倒たおす為ための存在『冒険者』を育成する為の学校『冒険者学校』。

　冒険者学校のみ、オレ達は上限なく何校でも無料で受験することが出来たのである。

　が、どんな学校にも、そこに入れるやつと、入れないやつがでてくる……。

　本日は、今年の冒険者学校の受験期間最終日。

　今年、九つの冒険者学校を受験し、その全てで『適性ナシ』『Ｅ判定』『つまり不合格』の烙らく印いんを押おされたオレ──リュクス・ドーファンは、〝母親〟に無理やり連れられ、最後の最後の受験会場、〝一○校目の冒険者学校〟に来ていた。




「じゃがんばってねー☆　終わった頃ころに迎むかえにくるから」

　がんばる気が全くないオレを、母さんはまた新たな学園前に降ろし馬車で去っていった。

「はぁぁぁ……。もう、今度はなんの学校だよ？」

　オレは力なく呟つぶやく。

『冒険者』学校にはバリエーションがある。

　一昔前、「そのうち魔王が甦よみがえるらしい」となった時、今後どういう人材を育てるべきなのか、対策委員の人らの意見が纏まとまらなかったことがきっかけだったらしい。

『戦いは結局殴なぐり合いなんだから筋肉ムキムキの〝戦士〟を育てるべき』

『いやいや、せっかく、一部には〝魔ま法ほう〟なんて奇き跡せきのチカラを操れる人間もいるんだから、そういうまるで〝魔法使い〟みたいな人間をできるだけ増やしたほうが得策でしょう』

『いえいえ、それより総合的に優ゆう秀しゆうで、リーダーシップがある……そうだな……いうなれば〝勇者〟のような人材こそ必要なのでは？』

　そんな感じで結局そのまま会議は喧けん嘩か別わかれになり、意見を出した人間達は、世界に様々な冒険者学校を勝手に設立──。

　今じゃ、勇者学校に、戦士学校、武道家学校に、魔法使い学校。

　ニンジャ学校に、僧そう侶りよ学校、商人学校、盗とう賊ぞく学校、召しよう喚かん士し学校……

　全部で数十の、色んな冒険者学校が普ふ通つうに世界中で共存する事態になっていた。

　おかげで冒険者学校業界は活かつ況きようである。

　まあそらそうだよな。

　これだけバリエーションがあれば、一つくらい、その人の適性に適かなった冒険者職があるし、冒険者になれれば、保障も充じゆう実じつ、一いつ攫かく千せん金きんも狙ねらえる──！

　そんな薔ば薇ら色いろの理論の後押しを受け、オレの同級生なんかも皆みな、目を輝かがやかせて冒険者を目指していた。

　けどオレは違ちがった。

　何な故ぜならオレには、〝一○○％冒険者学校試験に落ちる理由〟があるし、だからオレなんか今日、自分がなんの冒険者学校を受験することになったのか、それすら把は握あくせずここに来ているくらいだ。

（はぁ～あ……さっさと落ちて、さっさと帰ろ）

　というわけで、オレは校門をくぐり、試験待ちの受験生の列の最さい後こう尾びに並ぶ。

（こんなモチベーション低い受験生、たぶんオレだけなんだろうなぁ……）

　情けない気分で嘆たん息そくしつつ、なんとなく、列の前に並ぶ生徒を見てみる。

　すると──

「おれはぜってー受かるおれはぜってー受かるおれはぜってー受かる……今日の為に山やま篭ごもりもしたし乾かん布ぷ摩ま擦さつも毎日やってきた……こんなおれが受からねぇで誰だれが受かるってんだ……！」

　皆が立ってる中、ドカッと男らしい胡坐あぐらで堂々と座り、ブツブツ自分を鼓こ舞ぶするように唱える目つきの悪い赤あか髪がみの少女が見えた。

（い、いきなりやる気満々な奴やつ発見……！）

　驚おどろきつつ、ほかを見てみると、

「あ、暴れるな──今日は大事な本命試験なんだ……今だけはおとなしくしていてくれ！」

　両手の中で、ガタガタ震ふるえる鞘さやに入った巨きよ大だいな剣けんにブツブツ懇こん願がんしている、二メートル近い筋骨隆りゆう々りゆうの身体からだ付きの、左目に眼帯をした銀ぎん髪ぱつオールバックの男の姿もある。

（なんかちょっとヤバそうな人だけど……でもやる気満々だよなぁ）

　驚いてると、

「き、緊張してきたな……頭の中の数式が、飛んでしまわなければいいんだけれど……」

　涼すずしい顔で眼鏡を押し上げつつ、目の前に積まれた自分の身長より高い受験対策本のようなものに片かたっ端ぱしから目を通していく蒼あお髪がみ眼鏡の青年の姿もあった。

（す、すげぇ勉強量…………この人もやる気満々だ！）

　さらにさらにその前を見てみると、

「だ、だから……！　私わたくしはルスキニア王国の王女、アナトラ・ルスキニア──じゃないっていっているでしょ!?　私はこの辺の平民の出の一いつ般ぱん人少女──アナ・ナトラですわ！　頼たのみますから静かに受験させてくださいな!?」

　何やら周囲を取り囲む大人達に、毅き然ぜんと言い返している、品の良いドレス姿で頭に王おう冠かんを載のせた金髪少女の姿もあった。

（って……ええ!?　いや、あれ、否定してるけど、うちの国の第一王女のアナトラ様だよな!?）

　オレは思わず二度見してしまう。周囲を取り囲む大人以外は何故か無反応だけど、なんで王女が冒険者学校の試験受けに来てるんだ!?

（けど、まぁ、少なくとも、やる気は満々か……！　こんな騒そう動どうになるって分かってて、来てるんだから）

　右を見ても左を見てもやる気満々の生徒ばかりだった現実に、オレは思わず空を見上げた。

「みんなすげぇな……！」

　そしてつい、引け目を感じてしまう。

（どれだけ自分の事が好きだったら、こんな風に自分を肯こう定ていできるんだろ……？）

　オレはあそこまで何かに自分を懸かけたこともないし、そもそも、そこまで自分を大層な存在だと思えない。

　だってオレ、欠けつ陥かん品みたいな人間だしなぁ……。

　別にもう、それで良いと思ってはいるけど……。

　ちょっとだけ思う。

　あんな風に自分を肯定して生きられたら、きっと、気持ちいいんだろうなぁ……。




　　　　　　　※




「はい。じゃあ、次は、君……リュクス・ドーファン君ね」

　とか引け目を感じてるうちに、あっという間に自分の順番になり、オレは顔をあげた。

「君には、今から、この校舎の二階の廊ろう下かに上がって、その先にあるゴールを目指してもらいます」

　背後を指し示しながら、試験官。

　試験官の背後には、年季の入った古い校舎。

「廊下は全長五○メートル程度ですが、途と中ちゆうに魔ま獣じゆう、トラップ、様々な障害が用意されていて、その廊下をゴールするまでのタイムとプロセスで、君がウチの学校に入れるかどうかの資質を測ります。いいですか？」

（はいはい、どうぞご勝手に）

　その説明を、オレは適当に聞き流した。

　冒険者学校試験自体も一○校目だし、緊きん張ちよう感かんもクソもないよ、もう。しかもどうせ落ちるし。

　が、そんなオレの投げやりな態度に気づくこともなく、試験官はノリノリで腕うでを交差させ、

「では自分を全部出しきって、自分の長所を全部見せて、後こう悔かいの残らない受験にしてください──始めぇぇッッ！」

　ドォン！　と銅ど鑼らを鳴らし、校舎の入り口へ続く道をオレに明け渡わたす。

　目の前に、校舎の入り口、そして二階廊下へ続く大階段が現われた。

（さ、いきますか）

　オレは嘆息混じりに校舎に向かって走り出す。

　絶対に冒ぼう険けん者になれない欠陥品、リュクス・ドーファンの、一○回目の冒険者学校試験の幕が開いた！




　欠陥品──。

　自分がそういう存在であることに気づいたのは、オレが五歳の時だった。

　その日、オレは家を離はなれ、好こう奇き心しんの赴おもむくままに、近寄るなといわれていた郊こう外がいの雑ぞう木き林へ出かけていた。そういうことがしたい年とし頃ごろだったのだ。

　オレはそこで、とんでもないものと、人生初遭そう遇ぐうしてしまう。

　魔獣。しかもドラゴンの子供──。

　魔獣っていうのは魔ま王おうの尖せん兵ぺいで、ドラゴンは、その中でも最強と呼ばれている魔獣だ。ただそこにいたのは、何やら黄色がかった毛色の、まだ抱だきかかえられるくらいの大きさのものだった。

　近くに、卵の殻からみたいなものも落ちていたので、もしかしたら生まれたてだったのかもしれない。

　この時のオレは、そのドラゴンに対して、とんでもない感情を抱いだいてしまったのだ。

（か…………可愛かわいぃぃぃぃっ）

　木こ漏もれ日を浴びてすやすや眠ねむる子ドラゴンの寝ね顔がおや、キュートな手足や尻尾しつぽ、自分でも信じられないことに、オレはそれらにホッコリと癒いやされてしまったのだ。

（えぇぇぇ……!?）

　五歳のオレは困こん惑わくした。

　というのも、世は魔王復活前夜──。

　年々増える魔ま獣じゆうにたくさんの人間が苦しめられており、魔獣は憎にくむべきものだと、散々大人に教えられてきていたからだ。

　現にその頃、オレと同じく人生初の魔獣遭遇を済ませた同年代の友達もたまにいたんだけど、そいつらは誰も、魔獣を可愛いとはいってなかったし、思ったそぶりもなさそうだった。

　その話をする時彼らは露ろ骨こつに嫌けん悪お感かん全開で顔をしかめ、

「この前魔獣見たら、予想してた以上にキモくてさー……」

「あー、私も見た。まじ死んで欲しいよね？」

　こんな感じである。

（えぇ……やばい……この感じは、やばい！）

　だからオレは、そのドラゴンと接せつ触しよくした時、本能で察知した。

　オレはこの頃は明るく冗じよう談だんもうまかったし、体格もそこそこ良かったし、喧けん嘩かもクラスでは出来るほうだった。

　自分でいうのもなんだけど、こう、リーダー的存在というか……。

　いつでもみんなの中心にいる生徒だった。

　むしろその時の作文の授業なんかで、〝将来の夢〟をこう書いていたくらいだ。

『僕の夢は、将来、プロの冒険者──例えば『勇者』とかになって、魔王を倒たおすことです。

　わるい魔獣をやっつけて、魔王も倒して、世界中の人を魔王の脅きよう威いから救って、クラスだけじゃなく、世界のみんなを笑え顔がおにしたいです！』

　そんな人間が、魔王の尖兵たる魔獣を可愛いと思い……ましてやホッコリすることなんて許されない……！

　なのでオレはそこから、必死に〝普通の人〟になろうとした。

　まずは勿もち論ろん、目の前のベビードラゴンに、そこら中にある石で先制攻こう撃げきをしかけ、追い払はらおうとしてみた。

　……ダメだった。

　めちゃくちゃ可愛くて、どうしても腕が動かず……石を投げることすらできなかった。

　それどころか、そうこうしてる間に、ますますまずい展開が起こる。

　逡しゆん巡じゆんするオレを見て、いつのまにか子ドラゴンが目を覚まし、オレに近寄ってきたのだ。

「え……？」

　そしてその子ドラゴンは、目ざとく、オレが下げていた肩かた掛かけかばんを開き、その中に入っていた、母さんが作ったハムサンドが入ったバスケットを見つけ、それを小さな口で咥くわえ、ひっこぬく。

　そしてそれをオレに、何かを訴うつたえるように突つき出してきた。

「え……？　ハムサンド……食べたいの？」

　その仕草に完全にメロメロになったオレは、すぐさまそのハムサンドを一つ残らずその子ドラゴンに与あたえた。子ドラゴンは瞬またたく間にそれを喰くらい──それが終わると、とろけるような笑顔で目を細め、オレの頰ほおを舌で舐なめてくる。

（ぐはぁぁ……！　つか……む……無茶苦茶可愛いんですけど!?）

　完全に負けた。

　結局その後数ヶ月、オレはこの子ドラゴンにポチという名前をつけて、毎日のようにこの森で遊ぶようになってしまう。




　そこから、オレの転落人生は始まってしまった。

　初めは、まだ、もしかしたら可愛いとかほっこりしてしまうのは、たまたまあの子ドラゴンに対してだけなのかもしれない……そんな一いち縷るの望みを抱き、なんとか普ふ通つうの子に戻もどろうとしたりしてたんだけど。

　……ダメだった。

　初めて知った魔獣は、あの子ドラゴンだったけど。

　そこから知った魔獣も、オレには、悉ことごとく、可愛かった。

　歩く腐乱死体リビングデツドはあれはあれでどこか昔のぜんまい仕じ掛かけの人形みたいな緩かん慢まんな動きが可愛くてホッコリしたし……。

　三つ目カラスはよく見たら滅め茶ちや苦く茶ちやシャープなデザインしてて格好よくてドキドキしたし……。

　オークは意外に髪かみ型がたとかファッションとか気にしてる場面を目もく撃げきしてしまってキュンとしたし、見る魔獣見る魔獣、全部に、オレは、ときめいてしまった。

（マジか……オレってちょっとおかしい人間だったのか……）

　知れば知るほど、突きつけられるその現実。

　また苦しいのが、今が魔王復活前夜である、ってことだ。

　どんどん魔獣の数は増えるし、当然の備えとして、将来の為ために、冒険者学校ではない初等部や中等部の通常学校でも、魔獣と戦う訓練のような授業が導入される。

　オレは勿論、そういう授業の時、魔獣と全く戦えず最低点を取り続けた。

　だってそうだろ？　みんなにとっては害虫みたいなもんでも、オレにとっては、他の人にとっての滅茶苦茶可愛い動物……イヌとかネコみたいなもんだぞ？　どんなにがんばっても、どんな魔獣が相手でも、魔獣を殺そうとすると、身体からだが金かな縛しばりにあったように動かなくなり、オレは動けなかった。

　そんな自分がオレはほんと毎日イヤだった。

　そしてそんな毎日を送ってるうちに、オレは、どんどん自分を肯定できなくなり……。

　クラス内では浮うくようになり……。

　そんな欠陥品のまま、一五歳になり……。

　しかし母さんはオレがそんな特とく殊しゆな葛かつ藤とうを抱かかえてることに全く気付かない（そういう微び妙みような機き微びを察する能力が全く無い）からオレは魔獣と戦う為の人間を育成する学校、冒険者学校試験に次々エントリーされ……。

　今日、またこうして、絶対受からないことがわかってる試験を受けるハメになっている、そういう次し第だいだった。




「ピギャァァァ！」

　そんな自分のこれまでの人生をぼんやり回想しながら試験官の指示通り、二階の廊ろう下かに上がると。

　案の定、オレは早さつ速そく魔獣に遭遇し、現実に引き戻された。

「はぁ……」

　現われたのは、緑色のゲル状の身体を持つ超ちようベタな軟なん体たい生物──魔獣グリーンスライム。

「はぁぁ……」

　その姿を認めた瞬しゆん間かん、オレは一段とテンションを落とす。

　さっきもいったけど、冒険者学校は、〝魔獣と戦うプロ〟冒険者を育成する学校なので、試験では一○○％魔獣が出てくる。

　そうなるとオレは窮きゆう地ちに陥おちいらざるをえなかった。

　これもさっきもいったけど、オレは五歳の時から自分の異常な嗜好を変えられていない。

　だからこういう、ちょっと逃にげられない空間で、魔獣と遭遇した時は。

　全力で逃げ出すか……

　もしくは、こういう行動を取らざるを得ない。

　オレは、二階の廊下の窓をガララと開けて、目の前のスライムに叫さけぶ。

「……逃げろっっ！」

　出し抜けに絶ぜつ叫きようするオレ。

「……ピギャッ？」

　ちょっと困惑したような波動で、スライム。オレは構わず一方的に喋しやべり続ける。

「お前……どうせ、どっかで拉ら致ちられて、無理やりこの試験の障害役やらされてるんだろ!?　あとはオレがなんとかしとくから……お前はさっさとこの場離れて家族の下もとに帰れ！」

　オレは叫ぶと、こういう時の為にと持ってきていた物を懐ふところから取り出した。

　それは、ミカンの皮。

　なんの変へん哲てつもない、オレが今朝家出る前朝食がわりに食べてきた、他の大陸から運ばれてきたせいで古びていたミカンの皮だ。

　が、それは、グリーンスライムにとってはただのミカンの皮ではない。

「ピ……ピギャッ!?」

　オレにとってのミカンの皮は、グリーンスライムにとって正気を失うほどの大好物になるのだ。

　スライムは目をハートマークのような形にし、完全に取り乱した様子になる。

　殺すどころか、餌え付づけして、窓から逃がす──。

　過去九回の冒ぼう険けん者試験でも、こうやって、オレは同じ醜しゆう態たいをさらしてきた。

　昔からそうだ。オレは魔ま獣じゆうとは戦えない。

　ただそのかわり、なんだかんだやっぱ魔獣は好きだし、嫌きらおうとしても見かけると触ふれ合ってしまうし、結果魔獣の知識は増えている。

　それどころか、そういう生活してるうちに、だんだん、この界かい隈わい……まぁ多少近きん隣りん諸国も入っちゃうけど……の魔獣の、好きな食べ物、嫌いな食べ物も、いつの間にか頭にインプットされてしまっている。

　だからそれらを使い、魔獣とコミュニケーションを取り、オレではなく、相手を逃がす──こういう場面で、オレはいつもそうしてきた。

　というわけで、

「いいか？　これ食って里に帰ったら、もう二度と人間襲おそうんじゃないぞ？」

「ピギャッ、ピギャッ、ピギャッ、ピギャッ」

　必死の表情で頷うなずくスライム。この約束が守られてるかどうか、オレは知る術すべはないんだけど……でもオレには信じるしかなかった。

「オッケー。わかった、んじゃ、行け。元気でな。身体からだに気をつけろ……よっ！」

　オレはそう言い添そえて、

　ブンッ、

　窓からミカンの皮を投げる。

「ピギャァァァ！」

　その瞬間、スライムはヨダレを流しながら全力で跳ちよう躍やくし、窓の外へ消えていった。　す、すげぇ効果……。

「けどこれで今回も、確実に落ちたな……」

　このスキル、当然冒険者業界には評価されない。

　事実、オレは過去、九校全ての冒険者学校で圧あつ倒とう的低評価を受け、不合格になったしな。

「さ、んじゃ行くか」

　それはわかりきってたことだ。

　別にショックを受けるわけでもなく、オレは再び走り出す。

　その後、さらに二、三匹びき魔獣を逃のがし、オレはいつもの冒険者試験と変わらないタイム、変わらない内容、つまり変わらない欠けつ陥かん品ぶりを全開でゴールである大広間に到とう達たつした。

　これで、オレの冒険者学校受験は終わるだろう。

　今日で冒険者学校の試験期間は終わりだし。

　さすがに母さんも浪ろう人にんしてまで冒険者目指せとはいわないだろう。

　そんなことを漠ばく然ぜんと考えながらゴールテープを切る、オレ。

　オレの人生が劇的に変わったのは──

　まさに、その瞬間だった。




　　　　　　　※




　バシャシャシャシャ──。

　間断なく明めい滅めつする、夥おびただしい数のカメラのフラッシュ。

「押すな、押すんじゃねぇ！」

「本社に連れん絡らくしろ！　特待生メンバーに変へん更こうあり！　一名変更だ！」

「リュクス君、一言いいですか!?」

　ゴールした瞬間──

　オレに殺さつ到とうしてきたのは、カメラを構えた異様な数の報ほう道どう陣じん。

「…………え？」

　オレは啞あ然ぜんとなる。

　ナニ？　コレ？

　冒険者学校の試験は、国にとっても一大事だ。

　各冒険者学校の試験会場のゴールに、大手新聞五社、その他、他国のローカル新聞の記者も来て、試験の状じよう況きようをつぶさに取材してるのは当然知っていたけど……。

　いつもはオレがゴールしたところで、良くてゴミを見るような目で「おつかれさん」、だいたいは無視、悪いと「さっさと消えろよ裏切りモン」と記者に吐はき捨てられる、そんなリアクションばっかりだったのに……。

　何で今日に限って、こんな異様にオレに食いついてんだ……!?

　何かの間ま違ちがえ？

「リュクス・ドーファン！」

　想定外の状況に面食らって立ちすくんでいると、グイッ。

　いきなり腕うでが引っ張られて、オレは報道陣から引き離はなされた。

　オレを引き離したのは、

（うおっ!?）

　オレは目を疑った。

　そこにいたのは、頭にウサギの耳、身体にはレオタードのようなピッタリ張り付く服、足にはセクシーな網あみタイツを纏まとった非常識な格好、要するに──バニーガールのお姉さんだった。

　さらにそこに知的な雰ふん囲い気きをかもしだす眼鏡をかけた、クールな容姿のお姉さんは、

「何をボヤボヤしている……？　そんなところで突つっ立っていたら、記者連中のいいカモだろ？」

　眼鏡をクイッと押し上げながら、突き放はなした口調でいってくる。

「え……？　いいカモ？」

「そうだよ。少し考えれば分かるだろう──」

　お姉さんはウンザリしたような表情になりながら紙を一枚取り出し、

「〝今期の目玉受験生〟〝黄金世代〟と呼ばれたあの四人──。

　去年の体験学習の時に、在学生百名と勝負し全員を病院送りにした、

〝千年に一度の突風ミレニアム・テンペスト〟ディア・ベナード。

　同じく百名と勝負し百名全員を自信喪そう失しつさせ退学寸前にまで追い込んだ、

〝歩く自信喪失させ機ボーン・アイデンテイテイ〟ルナル・フェイエル。

　体験学習には来ていなかったが、出張講演の時、講師四人と立ち回りを演じ最終的に何な故ぜか全員に土下座までさせたという、

〝妖剣エビルソード〟ウルフ・ゼーフント。

　そしてあらゆる意味で最問題児、うかつに扱あつかえば首が飛ぶ、

〝不可侵の王女アンタツチヤブル・プリンセス……〟自じ称しよう〝一いつ般ぱん人〟アナ・ナトラ。

　あの四人を全くのノーマークから蹴け散ちらして首席合格を果たしたんだ。

　自分にどれほどの注目が集まるかくらい想像しておけ！」

　そういうとお姉さんは、前方に目をやる。

　今まで気づかなかったが、そこに人ひと影かげがあった。

「こりゃぶったまげたぜ……おれら以外に、おれらの世代にあんなバケモノがいたとはな……！」

　そこに待ち構えていたのは、

　悔くやしさ半分、嬉うれしさ半分といったような高こう揚ようの笑みを浮うかべている、目つきの鋭するどい、どこか粗そ野やで野や獣じゆうじみた気配を感じさせる赤い髪かみの少女……！

「嬉しい誤算、としかいいようがない……！　これだ。こういう、全ての退たい屈くつを吹ふき飛ばすような、僕ですら想定外の人間が現われることを期待して僕はこの学校に入ったんだ……！」

　バササッ、手元の本を取り落としながら、熱っぽい表情でいう蒼あお髪がみ眼鏡の青年……。

「世界中、随ずい分ぶん色々なところを回ったが、まさかこんな身近にいたとはな……自分の人生を変えてくれそうな規格外の超ちよう越えつ者が」

　腕組みしたまま目を閉じ淡たん々たんといっているのは、バスタードソードを背負った、ただならぬ気配の巨きよ漢かんの青年……。

「皆みなで歓かん迎げいしましょう──新しいライバルの誕生を。そして生しよう涯がい本気でぶつかれそうな、好敵手の誕生に立ち会えたことを」

　慈じ悲ひ深い笑顔で、何な故ぜか美しい絵画を見たように、涙なみだすら流しながら惜おしみない拍はく手しゆをこっちに送ってくるのは、見るからに一般人ではない仕立ての良い服を着ているゴージャスな金きん髪ぱつの少女。

　以上四人が、大広間の隅すみに立って、オレを見ながら各おの々おののリアクションを示していた。

（え……？）

　なんか唐とう突とつに視線を集め、オレはたじろいだ。

　あれ？　この四人、試験前に、オレを羨うらやましがらせるくらい自分を肯こう定ていしていた、あの四人だよな……？

　なんでこの四人がオレのことを、あんな風に──まるでなんかオレを認めるように──見てるんだ……？

（そういえば……さっきこのお姉さん、何かいってなかったか??）

　オレは記き憶おくの中のお姉さんの言葉を手た繰ぐる。

　確かこんなこといってたよな……。




〝開校以来最高の逸いつ材ざい〟〝黄金世代〟と呼ばれたあの四人──。

　あの四人を全くのノーマークから蹴散らして首席合格を果たしたんだ。

　自分にどれほどの注目が集まるかくらい想像しておけ！




「……………………ん？」

　聞きなれない、というより、ありえない単語が一つ交じっていることに気づき、オレは声をあげた。

「しゅせき……ごうかく？」

　何をいってるんだ？

　オレは、リュクス・ドーファン。

〝欠陥品〟でおなじみ、そして今回の試験でも、いつもと変わらず、いや下手したら、これで最後ということで、いつも以上に丹たん念ねんに〝欠陥品〟ぶりを発揮した男だぞ？

　合格なんか、ましてや首席合格なんか、してるハズがない。

　そう思おうとしたんだが……。

「では条件の確認だ。契けい約やく金は一億。枠わくは特待生クラス、寮りようの部屋は最上級スイートで問題はないかな？　問題があればある程度は融ゆう通ずうを利きかせられるが……」

　お姉さんは、オレを無視して、なんかどんどんまくし立てて勝手に何かの話を締てい結けつさせようとしていく。

「い、いやいや、ちょっと待ってください！」

　さすがにオレは一回止めた。

「さっきから何の話をしてるんです？　え？　オレ、試験、不合格なんですよね？」

　分かりきったことだと思いつつ、しかし念の為ためオレは尋たずねる。

「魔ま獣じゆう殺すどころか餌え付づけして窓から逃してゴールする……。冒ぼう険けん者にあるまじき行こう為いにつき、『適性ナシ』『Ｅ判定』『つまり不合格』。

　いつも通りの結末ですよね？」

「はぁ？」

　オレのその質問に対し、お姉さんは、心底呆あきれたように口を開くのだった。

「そんなわけないだろう」

　力強くいうお姉さん。

「魔獣殺すどころか餌付けして窓から逃のがしてゴールする……。フレッシュにして空前絶後、胆たん力りよく・実行力・非常識力・発想力、そして一番大事な意外性……うちの学校の生徒に必要な五大要素全てを【Ｓ】ランク以上でクリアする、逸材中の逸材、一○○○年に一度の至宝──。

　リュクス・ドーファン。君の伝説はこれから始まるんだ」

　そしてトドメを刺すように……お姉さんは大真面目な顔でいってくるのだった。

「わかりきったことなのでいわなかったが……では改めていおう」

　こちらを振ふり返り、オレの眼をまっすぐ見ながらお姉さん。

「リュクス・ドーファン。受験番号四九八九。

　ゴールタイム一一分三三秒……【Ｄ】

　推定身体能力……【Ｄ】

　推定魔ま力りよく……【Ｅ】

　推定攻こう撃げき力【Ｆ】　推定防ぼう御ぎよ力【Ｆ】

　胆力……【Ｓ】」




　口調が変わる。熱を帯びる。




「実行力……【Ｓ】

　非常識力……【ＳＳ】

　発想力【ＳＳＳ】

　そして意外性【ＳＳＳ】

　総合適性値……【ＳＳＳ】

　それを踏ふまえて、私、リツ・テロメアの名において、君の試験の結果を発表する」

　一度息を吸い込み、お姉さん。

「合格。君を我が校の今期の〝筆頭特待生〟に任命する。

　これからは君が中心だ。

　春から、プロ目指して、うちの学校でその才能を存分に振るってくれ！」

　よどみのない口調でいってくるお姉さん。

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　うまく声が出ない。

「合格？　オレが？　しかも……筆頭特待生!?」

　さっきのは聞き間ま違ちがいじゃなかったのか!?

　身体からだが寒くもないのに凍こごえる。

「お、おかしいでしょう!?」

　オレは必死に抗こう議ぎするしかなかった。

「オレみたいな人間が評価されるって！　どんな学校なんですか!?」

　理解できずに聞くオレ。

　するとその質問に対し、お姉さんは、周囲を見み渡わたし、

「どんな学校って……」

　例の、部屋の隅でオレに熱い視線を送る四人。

　オレを最初取り囲んだ新聞記者。

　それらと顔を見合わせ、クビを傾かしげ。

　次の瞬しゆん間かん、その全員と声をあわせ、答えるのだった。

「普ふ通つうに……遊び人学校だけど？」

「…………。え？」




　これが、始まり。
















　オレ、〝欠けつ陥かん品〟リュクス・ドーファンのまさかの物語の始まりの始まり。

　そこではオレの常識は通じない。

　世界の常識も通じない。

　通用するのは、胆力と実行力と非常識力と発想力とそして意外性、のみ。




　遊び人学校。

　オレの汗あせと涙と雄お叫たけびの青春が今、始まった。










　　　一章　筆頭特待生リュクス・ドーファンの誕生







「じゃ、じゃあ、行ってきまーす……」

　一ヵ月後、自宅──。

　オレは母さんに別れを告げた。

「リュクス、ハンカチ持った!?　ティッシュは!?　パパの写真は!?」

「も、持ったよ、持った……。じゃあね」

「はいはい。しかし寂さびしいわね……全ぜん寮りよう制せいってのは」

　切なそうに嘆たん息そくしつつ母さん。

「けど仕方ないよね……だってリュクスは私とパパの子……そして今日から〝遊び人学校の筆頭特待生〟。私とパパの見込みどおり、世界を変える人間の最有力候補になっちゃったんだもんね……」

　困ってるのか恍こう惚こつとしているのかどっちかにしろよといいたくなる表情で母さん。

「いやあのさ？　母さん？」

　そんな母さんにオレはいわざるをえなかった。

「そんな期待しないほうがいいと思うよ」

　釘くぎをさしておく。

「何かよくわからないうちに筆頭特待生になっちゃったけど……オレに【遊び人】とやらの素質なんかあるとは思えないし。もしかしたら、二、三日で脱だつ落らくして帰ってくるかも……」

「そんなわけないじゃない！　あんたは私とパパのスペシャルなのよ？　初日から天才街かい道どうまっしぐらで笑いが止まらない学園生活になるに決まってるって！」

　手をパタパタさせながら超ちよう楽観的な助言をしてくる母さん。

　も、もういいや……。

　この人には何をいっても無む駄だだ。

「じゃあまぁ行ってくるんで。母さんも元気でね？」

「うん。……がんばってね、リュクス」

　最後は涙なみだぐみながら、鼻声でいってくる母さん。

「うん。じゃ」

　つられてちょっとオレも泣きそうになるけど……こらえながら。

　オレは、遊び人学校へ向けて家を出発した！




　あの日、あの時──。

　試験会場で、自分が〝遊び人学校〟の特待生になったと告げられた後。

　オレはもちろん、あの眼鏡のバニーガールさんに問いただした。

　なんとあのバニーガールさんは、遊び人学校の〝校長〟だったらしく、色々教えてくれたんだけど……。

　それでも、かなりの部分が、正直何をいってるのかわからなかった。

　曰いわく、遊び人学校は、冒険者業界全体を取り仕切る機関【冒険者強化協会】に正式に認められた王立の冒険者学校で。

　しかし歴史は浅く、開校は去年。

　敷しき地ち面積はだいたい城一個分くらいで冒険者学校としてはやや小さい。

　そして一番の特とく徴ちようは、一番重視するパラメーターが、〝力〟でも〝魔力〟でも〝素早さ〟でも〝運の良さ〟でもなく〝意外性〟であることらしい。

　曰く、冒険者強化協会の最新の研究で、魔ま王おう討とう伐ばつ時、人間側のパーティは、メンバーが画一的ではなく意外性のある人物を含ふくめたほうがしぶとく、魔王討伐の可能性も向上する、……というデータが発表されたらしい。

　それを受け、国を挙げて急ピッチで造られたのが、オレが今から通う遊び人学校。

　教育方針は〝無駄が世界を救う、かもしれない〟。

　……何回聞いてもよく分からなかったんだけど、要するに他の冒ぼう険けん者学校では絶対にやらない、他の冒険者学校では無駄と切り捨てられる技術や状じよう況きようへの対応力を養う授業を沢たく山さん受けさせられる学校──それが〝遊び人学校〟ということだった。

「ウサンくさい……ウサンくさいぜ……」

　王都の中、学校への道を歩きながら、オレはつくづく思った。

　校長がバニーガール（しかも若い）。

　創設してまだ二年目。

　謎なぞの教育方針。

〝意外性〟とかいう、よく分からない部分を異様に重視するその考え。

　そしてオレを筆頭特待生に据すえるという、わけの分からない価値観。

　どれもこれもが、オレがよく知る〝冒険者像〟とかけ離はなれすぎている。

「けどなぁ……」

　……オレはそのウサンくさい学校に行くことを、結局決めてしまった。

「だってさ……。もう、オレ、下手したら、七年とか八年、誰だれにも褒ほめられたり必要とされたりしてなかった人生だったんだぞ……」

　誰にいってるのかわからないが、オレは一人ごちた。

「それであんな風に褒められたら……たとえ間違いでも。嬉うれしくなっちゃうに決まってるじゃないか……」

　自分のことを欠陥品だ欠陥品だって言い聞かせて、自分でもすっかり板について、もうすっかり受け入れられた気でいたけど……。

　結局そうじゃなかったらしい。

　それに、

「合格。君を我が校の今期の〝筆頭特待生〟に任命する。

　これからは君が中心だ。

　春から、プロ目指して、うちの学校でその才能を存分に振ふるってくれ！」

　あの時の、あの校長の言葉を聞いた瞬間。

　自分の中に眠ねむっていた、もうなくなったと思っていた、あの想おもいがふっと自分の中で立ち上がったのだ。

『僕の夢は、将来プロの冒険者──例えば『勇者』とかになって、魔ま王おうを倒たおすことです。

　わるい魔ま獣じゆうをやっつけて、魔王も倒して、世界中の人を魔王の脅きよう威いから救って、クラスだけじゃなく、世界のみんなを笑え顔がおにしたいです！』

『勇者』は無理だったけど……もしかしたら、『遊び人』になら、なれるかもしれない。

　そしたら『遊び人』だって立派な冒険者だ……（たぶん）。

　世界救って、世界のみんなを笑顔にするって夢を叶かなえられるかもしれない。

　そんなあわよくばもオレの頭の中にちょっと浮うかんでしまったのだ。

　そうしたら、オレはまた、昔みたいに、そして、あの四人みたいに自分を肯こう定ていできる人間になれるかもしれないし……。

　ウサンくさいし、変な学校かもしれないし、そもそも、たまたま魔獣を逃のがしたことが異様に〝意外性ある〟行動として評価されただけのオレに、ほんとにちゃんと〝遊び人〟としての才能があるかどうかも分からないけど……。

　それに、勿もち論ろん、遊び人学校とはいえ、冒険者学校なんだから、たぶん、また魔獣とどう対たい峙じするか考えなきゃいけないんだろうけど……。

　とりあえず、一回やってみようとオレは決めていたのだ。




「ここか……！」

　ゴォォォォ……！

　徒歩十数分。むやみに不ふ吉きつさを煽あおるような、強い春の風が吹ふき荒あれる中、オレは遊び人学校前に到とう着ちやくした。

　外見は、思ったより普ふ通つうか？　小さめの石造りの校舎が幾いくつかあり、手入れの行き届いた草花もチラホラ見える校庭もあるくらい……。

　背後に、やたら巨きよ大だいな〝塔とう〟があったり、ちょうど隣りん接せつする場所に劇場があったりするのは気になるが、それでも、引き返して入学を断念するほどの異様さではなかった。

　ザワ……ザワ……。

　学校内に入るとすぐ、新入生に対する案内や、クラス分けの詳しよう細さいが記されている看板の前に新入生が群がっているのが見えた。

　その群れに近寄って、オレもまず、自分がどこに所属しているのか確認する。

　１─Ａ（選せん抜ばつクラス）、そう書かれたクラスの一番上に、オレの名前があった。

『リュクス・ドーファン（筆頭特待生）』

　ご丁てい寧ねいにその五文字付きである。

（うへー……馴な染じまねぇ……）

　つい最近まで欠けつ陥かん品として生きてたオレだけに、それに対する違い和わ感かんは強きよう烈れつなものがあった。

「あとは……誰がいるんだろ……」

　他に知ってる人間がいるとは思えないが、自分の名前を確認し終えたオレは、クラスメートの名前もザッと確認してみる。と、

「あ」

　次の瞬しゆん間かん。見覚えのある名前が四つ見つかってオレはちょっと顔をしかめた。

「アイツらも一いつ緒しよか……」

　オレの名前のすぐ下に四つ並んでいたのは、

　ディア・ベナード（特待生）

　ルナル・フェイエル（特待生）

　ウルフ・ゼーフント（特待生）

　アナ・ナトラ（特待生）

　入試の日、オレをやたら見てたあの四人の男女の名前である。

「はぁ……これはどっちかっていうとバッドなニュースだな」

　オレは呟つぶやかざるを得ない。

「アイツら、オレのこと、尋じん常じようじゃないくらい買い被かぶってたからなぁ……」

　あの日のことをオレは思い出す。




　校長に、オレが筆頭特待生として遊び人学校に入れることが告げられた後。

　オレは、一いつ瞬しゆんだけ、あの四人と五人だけになる時間を過ごした。

　というのも、あの四人も、クラス内で筆頭特待生の次の序列にあたる〝特待生〟枠わくで入学することがオレより前に決まっていて、オレ達五人は、先に特別な事務手続きやら記者会見やら普通の生徒が行わないような作業があるのでそれを待つ時間があったのだ。

　が──そこで、事件は起こる。

　あの四人が、やたらオレに食いついてきたのだ。

　あとで聞いて知ったのだが、この四人は、入試前から〝開校以来最高の逸いつ材ざい〟だの〝黄金世代〟だのと騒さわがれていて（そういや校長もそんなこといってたっけ）、

　今期の遊び人学校の筆頭特待生になるのも、当然、自分達の誰かだと思っていたらしい。

　なのに、この四人は、オレのことを、何な故ぜか異様に買い被っていたのだ……。

「じゃあ、少し待ってろ。記者連中と打ち合わせしてくるから」

　あの日、そういって、校長が席を外した瞬間だった。

「おうおうおう……」

　まず、いきなり、赤い髪かみの少女が声をかけてきた。

　女の子に対してどうかと思うけど、〝好戦的〟、としか形容しようがない赤い眼をしている少女だ。

　この時は知らなかったけど、今はもう知っている。後で記者の人とかに散々教えられたから。

　この子の名前はディア・ベナード。校長に、〝千年に一度の突風ミレニアム・テンペスト〟とか呼ばれてた、なんか危なそうなコだ。

「お前……何者だ？　今まで……どこに隠かくれていやがった？」

　そのディアは、なんか嬉しそうにオレと肩かたを組み、いきなりそういってきた。

「え？」

「【魔ま獣じゆう逃にがす】とか。黄金世代と呼ばれたおれらですら思いつかねぇ自己ＰＲだ。今まで表おもて舞ぶ台たいには出てなかったけど、さてはお前、今まで実力隠していやがったな？」

　ニヤリ、と笑ってなんか勝手に決め付けてくるディア。

　はい!?　隠してた!?

「いや、隠すとか隠さないとかじゃなく、さっきの試験はですね──」

「同感──だね」

　弁解するオレの言葉を遮さえぎるように、パタン、と読んでいた分厚い本を閉じ、クールに続いたのは、蒼髪に眼鏡の、恐おそろしく容姿の整った男子。

　こいつの名前は〝歩く自信喪失させ機ボーン・アイデンテイテイ〟ルナル・フェイエル。

「君、凄すごいよ。久しぶりに、読んでいる本より退たい屈くつじゃない人間に出合えた……僕らは、ずっと君のような人間の出現を待っていたんだ……僕らの遥はるか先を走る、僕らの指針となるそんな人間の出現をね」

「はぁ!?　いや、だから、遥か先走ってないから！　むしろオレは最後方を──」

「しらばっくれるな」

　さらに続いたのは、左目に眼帯をつけた銀ぎん髪ぱつの大男。

〝妖剣エビルソード〟ウルフ・ゼーフント。

「俺達には……いや、俺達だからこそ、見えるのだ。お前の後ろにある、何千、何万という、お前がこれまで遊び人を極きわめる為ために費やしてきた汗あせと苦く闘とうの時間がな──」

　い、いや、だから、俺が遊び人って職業の存在知ったのついさっきですけど!?

「これは、天の思おぼし召めしかもしれませんわね……」

　四人は止まらない。

　長い睫まつげを伏ふせ、情感たっぷりにいっているのは、服ふく飾しよくに疎うといオレでも分かるような、次元の違う仕立ての良い服を纏まとう金きん髪ぱつの少女、

〝不可侵の王女アンタツチヤブル・プリンセス……〟自じ称しよう〝一いつ般ぱん人〟アナ・ナトラ。

「私わたくし達は知らず知らず驕おごっていたのかもしれませんわ。

　自分達こそが遊び人学校の黄金世代。自分達こそが遊び人に対して一番努力してきた人間。だからこそ、自分達の誰だれかが今年度の筆頭特待生になる……そういう思い上がりを粉ふん砕さいする為、天が……遊び神が遣つかわした、天よりの破壊者クラツシヤー・エンジエル。

　それが貴方あなた、リュクス・ドーファンの正体なんですわ……」

「違うから！　いや……違いますから！　何で一瞬でオレの正体が天使にまで飛ひ躍やくするんですか!?」

　ていうか、この人、王女なのになんで冒ぼう険けん者学校試験受けて、しかも受かっちゃってんだよ……!?　安全上大だい丈じよう夫ぶなのか!?　後なんで他の四人騒いでないの!?

（えぇぇ……!?）

　オレはそんな四人の対応に本当に困こん惑わくした。

　校長に褒ほめられたのはうれしかったし、あの状じよう況きようをどこか喜んでいたけど、この事態には困った。

　オレは素人しろうとで、試験ではなんかたまたま評価されたけど、実際には、特に、なんか色々物ぶつ騒そうな二つ名とかついてるちゃんとした特待生にリスペクトされるような人間じゃないんだ！

「いや、なんか勘かん違ちがいしてるみたいだけどあなた達、」

　オレはその後も、自分の無能さを必死に説こうとしたが、

「なんて謙けん虚きよな奴やつなんだ……泣かせるぜ」

「人間的にも尊敬に値しますわ」

「努力する天才というやつだね」

「能あるヘルホークは、爪つめを隠すともいうぞ……」

　一回言い出したら聞かない人達なのか、四人は一切オレの説明に耳を貸さなかった。いや聞けよ!?

「なんとか卒業までに追いつこうぜ、おれらのリーダー……リュクス・ドーファンの背中にな！」

「ええ！」

「うん」

「あまりにも遠い背中だがな……」

　こっちが何かすればするほど、いえばいうほど、勝手にオレを神格化していく遊び人学校のオレ以外の特待生達。

　あぁぁぁ……。あぁぁぁ……。

（こんだけ持ち上げられて……これで結局、オレにほんとは遊び人の才能ないってわかった時。どれだけの高度から叩たたき落とされるんだ、オレ……!?）

　頭を抱かかえる。

　というわけで……できれば、あの四人とは距きよ離りをおきたかったんだけど……。

　目の前の、クラス分けの案内板に目をやり、もう一度溜ため息いきをつく。

　そこには、オレ以下、ディア達四人もバッチリ列記されていた。

　まぁでもよく考えれば、特待生扱あつかいの生徒は、一ひと塊かたまりにしておいたほうが教える側も都合いいだろうから、そうはいかないか……。

「はぁ。大丈夫かなぁ……オレ」

　段々期待が不安に負けていく……！

　授業内容にも、クラスメートにも不安要素がありすぎるんだよ……！




　そしてオレは、とうとう、今日から〝遊び人〟になる術すべを学ぶ、オレのクラス──『１─Ａ』の前に到着する。

　扉とびらを開いて中に足を踏ふみ入れると、それまでザワついていた教室内が、シン──。水を打ったように静まり返った。

　黒板にかかれた席順を見て、席に向かう途と中ちゆう、四方八方から好こう奇き心しんや期待や興奮に満ちた視線が無ぶ遠えん慮りよに向けられる。

「アイツがリュクス・ドーファン……」

「ほら、あの、〝黄金世代〟全員をぶっちぎったっていう……」

「なんでも試験で【ＳＳＳ】とったらしい……どんな遊技使うんだ？」

　同時にヒソヒソ聞こえてくる興味津々なオレに対する呟き。あぁぁ……！

　そして、

「よう、リュクス！」

　案の定、あの四人も絡からんできた。

「どうやら心技体、すべてにおいて準備は万ばん端たんなようだな？　さすがだぜ」

　爽さわやかな笑えみと共にいってくるのはディア。

　いや、このオレの、超ちよう不安そうな顔色のどこが心技体万全そうに見えるんだよ……。

　ちなみに、ディアはオレと同じ、学校に支給されたなんかちょっと品の良いサーカス団の団長服、みたいな制服を、胸ははだけるわへそは出すわ、身軽そうではあるけど原形をとどめないほど改造して着こなしている。

　確かに、制服貰もらった時、遊び人たる者着こなしは自由、むしろどれだけ自分なりにアレンジするかがポイント、とかいわれてたけど、ここまでやっていいもんなの!?

「当たり前だろう。奴はリュクス・ドーファン、俺達の代の不ふ滅めつのリーダーなんだからな」

　勝手に話に入ってきたのは、傍かたわらに大たい剣けんを立てかけ、腕うで組ぐみしたままニヒルにいっているウルフ。あんな風ふう貌ぼうなのにどんだけ実力見誤ってるんだコイツ……！

　ウルフも勿もち論ろん制服をアレンジしていた。アレンジっていうか、腕とか胸元が、筋肉で弾はじけたようになって鋼はがねのような筋肉がそのまま露ろ出しゆつしてる。どんな遊び人なんだよ……。

「その通り。どんな時でも、何一つおろそかにしない。だからこそ、筆頭特待生になれたのさ、彼は」

　本を読みながら、淡たん々たんと、ルナル。ルナルも勿論アレンジしていた。なんか白衣みたいなのを勝手にはおってる。いや、あの、遊び人志望……なんですよね？

「惚ほれ惚ぼれしますわね、あの姿勢、態度……！」

　うっとりしながらいってくるのは、アナ。

　アナのは……アレンジっていうか、誰よりも原形をとどめてなかった。ほとんどドレスだし……あと、頭には、王おう冠かんとか載ってる。もうただの王女じゃん……!?
















　しかし、その四人がオレにいい終えた瞬しゆん間かん、

「す、すげぇ」

　クラスからどよめきが起こった。

「あの四人が完全に心しん酔すいしているぜ……！」

「ありえねぇ……ちょっとした盗とう賊ぞく団や街の不良グループも、避よけて通るっていうあの四人だぜ……!?」

「あの四人にそうまでいわせるって……リュクス・ドーファン、どれだけのポテンシャル秘めてんだよ!?」

　さらに、

「しかも見ろよあの着こなし……！　まさかの無改造登校だぜ……！」

「逆にクールだよな」

「外見で幾いくらハジけてもただの見せ掛かけ、遊び人は中身が傾かぶいててこそナンボ……いきなり教えられた思いだぜ」

　まさかの、オレの制服の着こなしまで褒めてくるクラスメート一同。マジで!?　オレ、与あたえられた服ただの優等生かってくらい普ふ通つうに着てきただけなんだけど!?

　くっ、どうやったらオレが普通ってこと伝わるんだこのクラス!?

「ぐぅうっ……!?」

　オレは頭を抱え、この先の学生生活にますます不安を抱いだきながら席につく……。




　　　　　　　※




「ようこそ新入生の諸君」

　さて、そんな中、教師が教室に現れたのは、オレが席についてしばらくが経たった頃ころだった。

　現れたのは──すらりと背が高く、見るものをハッとさせる美び貌ぼうを持った──しかしその反面、髪はボサボサ、なんだか肌はだのお手入れもあまりされてない感じの、恐ろしくバニーガールの格好が似合っていない二十歳前後に見える女性。

　またバニーガールか……!?　この学校の女性教員全員バニースーツ着用？

「あー私はＡ講座担当、兼けん、このクラスの第一担任になるステファニー・ロデリックだ。気軽にステフって呼んでくれ」

　ぼりぼり頭を搔かきながらまったくやる気なく自己紹しよう介かいしてくるバニーガール。つか、この学校、バニーガールが担任なの!?　大丈夫!?　あ、でも、校長もバニーなんだし、おかしくないっちゃおかしくないのか……。早さつ速そく、こっちの常識が揺ゆさぶられるぜ……！

「さて、先生から、君達に一つだけお願いがある」

　そしてステフ先生は、オレ達にいった。

「今日のホームルームでは、何も質問はしないでくれ。こちとら今朝の六時半まで吞のんでてな……先生は、今、本当に微び妙みようなバランスの上で成立している。少しでも想定外の刺し激げきが加わると、私の中の〝何か〟……ちょっと、トシャっとした何かがこのクラスにばら撒まかれる可能性がある。いきなり教室を汚よごしたくはないだろう？　脅おどすわけじゃないけど……よろしく頼たのむな」

　うっぷ、とかいいながら手をひらひらさせながらいいのけてくる、先生。

　なんて学校だ……初日のホームルームで質問を封ふうじる教師がクラス担任として採用されてるなんて……!?

　つか初日ホームルームがある朝の六時半まで吞んでくるなよ!?　いや、これ、けどまさか遊び人としてはすごい優ゆう秀しゆうだって証あかしなのか……？　あぁもうわかんねぇ！

　とにかく、刺激を加えて何かがばら撒かれるのはマジ勘かん弁べんだ。結果、シン──クラスは奇き妙みような緊きん張ちよう感かんと共に静まり返った。

「うっぷ……よ、よし、いい子達だ」

　それをステファニーはグッと親指を立てて称たたえ、

「んじゃま。クラスも静かになったことだし、早速実力テストといくか～」

　……いきなりいった。

「え？」

　耳を疑うオレ。

（実力テスト？）

　オリエンテーションとか自己紹介とかそもそも入学式とかすらなく……？　実力テスト!?

　驚おどろいてると、

「ま、さすがに驚いてるよーな世間知らずはいねーか」

　ステフは苦く笑しよう気味にいう。あの、オレ……。

「お前らは遊び人候補生──もっといや冒ぼう険けん者候補生。急ピッチで魔ま王おうと戦えるとこまで行かなきゃなんねぇんだからな。それにはどれだけ階段飛ばしで授業やったとしても早すぎるなんてこたねぇ。つーわけでガンガン実じつ践せん的な訓練積ませていくぞ」

　容よう赦しやなく宣言してくるステファニー。マジか……。遊び人学校、名前とは裏腹に中々ストイック……!?

「んじゃさっそく行くぞ。ついてこい。これから在学中、散々世話になる『体育館』につれてってやる……うっぷ」

　フラフラとした足取りで教室を出て行くステファニー。

　オレ達クラス一同は顔を見合わせ、慌あわてて、その後を追いかける。




「これが……『体育館』」

　五分後。連れて行かれた遊び人学校の〝体育館〟の全容に、オレは度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

「これ……もう……〝館〟ってレベルじゃないよな……！」

　それは、今日登校してきた時にちょっと見えた、あの巨きよ大だいな塔とうだった。

　高さは五○メートル以上あるだろう。塔には窓一つなく、ただ黒くろ塗ぬりの塔が天に向かってどこまでも伸のびている光景は正直異様だった。

「うっぷ……これがウチの体育館……通つう称しよう〝バベル・タワー〟だ」

　今の少しの移動ですら堪こたえているのだろう……青い顔でゼェゼェいいながら、ステフ先生が説明してくれる。

　バベル・タワー……。なんつー冒険者学校らしからぬ施し設せつ名だ……。

「中には百を超こえるルーレット、千に迫せまるスロットマシン、三○○名のプロディーラーが常じよう駐ちゆうしてる」

　そしてさらりというステフ。ん？

「え？　百を超えるルーレット、千に迫るスロットマシン、三○○名のプロディーラー……ですか？」

　オレはさすがに聞いた。

「ああ」

「いや……それ、ただのカジノじゃないですか……」

「あぁ、カジノだけど？」

　悪びれもせずステフはいった。は!?

「遊び人にとっての体育は、カジノでギャンブル学ぶことだからな」

　そしてさらにしれっとステフはいってきた。はあ!?　体育＝ギャンブル!?　ええええ!?

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　オレはさらに聞く。

「じゃ、今日の実力テスト、この体育館……つまりカジノでやるのは」

「勿論、カジノでのギャンブルだ」

　即そく答とうだった。即答でステフはオレにいった。はあ!?　マジで!?　初日の授業内容、ギャンブル!?

「カジノほど遊び人の基き礎そ五大パラメーター……胆たん力りよく、実行力、非常識力、発想力、そして意外性が磨みがかれる場はないからな。これからお前らは基本二日に一回はカジノで授業することになるからそのつもりでいろよ」

　当たり前のようにいってくるステファニー。二日に一回カジノで授業……マジかよ!?　ちょ、もう、想定外すぎて保健室行きたいくらいなんだけど!?

「さて、んで、今日の実力テストだが……。

　まぁ初日ってことで基礎の基礎。遊び人育成カリキュラムの〝１─Ａ〟。

〝ワンコイン・ライジング〟を使って実力を測定する」

　そういうとステファニーは、ピン……と手の中でコインを弾はじくと、まるで手品のように、次々それを一枚ずつ生徒に向かって発射していった。

「うおっ!?」

　バシッ、オレの手の中にも一枚コインが納まる。

「なーに、ルールは簡単だ。持ちＧは一人一Ｇ。制限時間内に、それを使ってこのタワーでどれだけそれを増やせるか。それだけだ。

　このバベル・タワーは、下から上まで、ぜんっっっぶカジノになってる」

　塔を見上げながらステファニー。

「四エリアに分かれてて、第一層がエンジョイ・エリア。

　第二層がギャンブル・エリア。

　第三層がプロフェッショナル・エリア。

　最終、第四層がヘル・エリアだ。

　上のエリアに行けば行くほど、レートは上がり、その代わり返ってくる額も多くなってくる。

　下層階である程度稼かせいだら、上層エリアで一気に稼ぐもよし、リスクを避けて下層階で地道に増やし続けるもよし、戦略は自分の自由だ。自分で考えて、できる範はん囲いでその一Ｇを増やしてこい。

　制限時間は一時間。

　ただ、もちろん、これは実力テストなわけだから、赤点──つまり落第点をとった人間にはペナルティもあるからな」

　そしてステファニーは、まさかのことをいいだすのだった。

「特に、特待生五人。お前らは他の生徒の目標となるって名目で色々優ゆう遇ぐうされて入ってきてるんだ。情けねぇ結果出すことは許さねぇ……。そうだな。

　お前ら五人は、最低でも持ちＧを一○万Ｇ以上にしてこい」

　いきなり、とんでもないことを言い出すステファニー。

　は、はぁ!?　一○万!?　一時間で一Ｇを!?

「ノルマ達成できなかった場合、んーそうだな、退学な、退学。緊張感もっていってこい。

　それから一いつ般ぱん生徒は──」

　その後、特待生以外の一般生徒に対して何かステファニーは説明を始めたが、もはやそこからは耳に入ってこなかった。

（ヤバイ──！）

　どっと汗あせが噴ふん出しゆつする。

（退学!?　予想以上に無茶苦茶だ……！　なんで初日の授業で退学になんなきゃいけないんだよ!?　オレ、カジノなんかやったことないのに、どうすりゃいいんだ!?）

「おいおい、なんか拍ひよう子し抜ぬけじゃね？　なぁリュクス」

　しかしその時だった。

　ごく当たり前のようにオレの周りに集まってきたディア、ウルフ、ルナル、アナが、嘆たん息そくしながらオレにいってきた。

「え？」

「一○万って……さすがに初日だからって加減しすぎだろ」

「逆に腕うでがなまりそうだな」

「まぁ仕方ないさ……ここは仮にも教育機関なんだし、ある程度、クラス全体でカリキュラムの難度を近づけておかないとさ」

「歯がゆいところですわね」

　超ちようリラックスした表情で、強がりではなく心からそう思っているようにいいあう四人。え……えぇぇ!?

「ま、あんまり早く終わったら、みんなでお茶でもいこうぜ」

　気安くオレと肩かたを組みながら、気楽に約束をとりつけてくるディア。いやいやいや!?　どんだけ余よ裕ゆうなんだよ!?　絶対早くなんて終わらないよ！

「あ、あのさ、オレ、もしかしたらこの授業で退学に──」

「んじゃいくぞー」

　オレの一世一代の告白は、あっさりステフの声に塗ぬりつぶされた。おぃぃ！

「制限時間は一時間。〝ワンコイン・ライジング〟開始だ」

　ステファニーがそういい、パチンッ、と指を鳴らすと、

　ギィィィィ……それにあわせたように、バベル・タワーの入り口の扉とびらが独りでに開いた。その瞬しゆん間かん、中からカジノマシンのけたたましい音楽、コインが受け皿に落ちる音、カジノ内の騒そう音おんが外の世界に漏もれ出してくる。おいおいおい。

「ウオォォォ！」

「ヒャッハー！」

　その瞬間、オレのクラスメート達が、全く臆おくさず、むしろ水を得た魚のように躍おどるような足取りで（中には本当に踊おどってる奴やつすらいる）嬉うれしそうにカジノになだれ込んでいく。おいおいおいおい！

「ま、待ってくれ！」

（は、始まる──！）

　ノルマは一時間で一Ｇを一○万Ｇにすること。

　ペナルティは、退学。

　思った以上に過か酷こくな状じよう況きようで、オレの遊び人学校最初の授業が開始された──！




　　　　　　　※




「す、すげぇ……こ、ここがカジノ！」

　体育館……いや、バベル・タワーに足を踏ふみ入れたオレは、思わず感かん嘆たんの声を漏らした。

　そこに広がっていたのは、一いつ瞬しゆんにして現われた〝非日常〟──。

　まず部屋の明るさが人生で経験したことのないくらいの明るさだった。目を細めるくらい、今が昼なのか夜なのか分からなくなるくらい、退たい廃はい的なまでに明るく眩まばゆい──。

　そして騒そう々ぞうしい。マシンがコインを吐はき出す音、どこかでスモークが焚たかれる音、何かを称たたえるようなファンファーレ、どれもこれもがこんなにうるさくする必要があるのか疑問に思えるくらい、過か剰じような音を垂れ流していた。

　そして次々目に飛び込んでくる、ここにしかない光景──。金や銀でゴテゴテと飾かざり付けられたスロットマシン、タキシードを着込んだディーラーが待機するカード台、それらの間を縫ぬうようにトレイに飲み物を載のせて歩く露ろ出しゆつ度どの高いバニー服の女の人……。

（す、すげぇ……完全に別世界じゃないか……！）

　その、なんだか夢の中に立っているような奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに、ちょっとクラクラする。世の中には、カジノにはまって抜け出せない人もいるっていうけど……なるほど、もしかしたら、この空気がそうやって現実を忘れさせるのかもしれない……。

（ここで、オレは、勝ち上がっていかなきゃいけないのか……！）

　入ってみて改めて、その難しさを突つきつけられたような気分になる。

　が、そんな中だった。

　ザワッ！

　カジノの一角で、いきなり歓かん声せいが上がった。

　そしてオレは目まの当たりにする。

　オレみたいにまぐれでフラッと入ってきた人間ではなく──

　端はなから自分で志願して、遊び人学校の門を叩たたき試験を突とつ破ぱしてきた、〝本物〟の遊び人候補生達の実力を──！




「どけよコラッ！　おれらは、さっさとレートの高い上の階に行きてーんだよ！」

　とんでもなく怖こわい目つきで、周囲に集うギャラリーを面めん倒どうくさそうに搔かき分け大声を出しているのは、好戦的な目つきの赤あか髪がみ少女、〝千年に一度の突風ミレニアム・テンペスト〟ディア・ベナード。

　そのディアの背後を見て、オレは驚きよう愕がくした。

（え……!?）

　見み間ま違ちがいかと思ったけど、そうではなかったらしい。

　ディアの背後。そこには、つい今までディアが座っていたらしいポーカー台のディアの場所に、〝大量のコイン〟が積み上がっていた。

　そのポーカー台のディーラーは青ざめている。

（ウソだろ……!?）

　オレは戦せん慄りつする。

（入って僅わずか数分で……もうあれだけ勝ったっていうのか？）

　そして戦慄はそこで止まない。

　オレは気づくのである。

　同じような状況が、このフロアで、あと三つ同時に起こっていることを。

「こっちも急いでくれないかな？　時間を無む駄だにしたくないんだ」

「こちらもだ。もう十分上のフロアに行くくらいのコインは溜たまったからな」

「こちらもお願いしますね？」

　ルナル・フェイエル。

　ウルフ・ゼーフント。

　アナ・ナトラ。

　オレのクラスメートであり、同じ特待生枠わくでもある三人が、カードテーブル、ルーレット台、スロットマシン、それぞれで、大量のコインを自身の傍かたわらに積み上げ、それが正式に回収されるのを待っているような態度を取っているのである。

（ウソだろ……!?　どうやって!?）

　まだ入って数分しか経たってないのに、どうやったらあんなにコイン稼げるっていうんだ？

「お」

　と、その時だった。

　呆ぼう然ぜんと見ていたその先、ディアとオレの視線が中空でぶつかる。

「よう、リュクス！　余裕の観戦か？　さすがだな？」

　そしてディアは、手ぶらで突っ立ってるオレを見て、さっきのディーラーに向けていた鬼おにの形相がウソのような、ものすごいフレンドリーな笑みでこちらに近寄ってきた。

「まぁそらそうだろうな。おれらですら余裕なんだから。リュクスレベルじゃ、んなもん、多少ハンデつけなきゃやってらんねーよな」

　そしてまた何な故ぜか気安く肩を組みながら、カラカラ笑ってオレにいってくる。

「いや、だから、あのね、」

「お、そだ！」

　勿もち論ろん無視し、ディアはぴかっと表情を輝かがやかせ、

「ヒマなら、おれらのカジノへの取り組み方見て、アドバイスくれよ！」

　少年みたいな笑え顔がおで、とんでもないことをいってくる。

「はっ!?」

　驚おどろいていると、

「筆頭特待生から見て、おれらの現在地はどこか、クレバーなアドバイスが欲しいんだよ」

「なるほど……それはいい考えですわね！」

　いつの間にか寄ってきて、笑顔で賛同しているのはアナだ。ええ!?

「それに、そもそも、私わたくし達の闘たたかい方、スキルをまだリュクスには見せてませんし。

　どうです、男子二人？　ちょっとリュクスにいろいろ見てもらいませんこと？」

　そして少し離はなれたギャンブル台に座っていたルナルとウルフに気軽に声をかけた。

「大だい歓かん迎げいさ」

「忌き憚たんのない意見、求む」

　二人は親指を立て爽さわやかにオレに返してきた。えぇぇ……!?　いやたぶんわかんないよ、オレにギャンブルとか遊び人の良し悪し！

　しかし誰だれもオレの返事なんて待ってくれない。

「決まりだな。んじゃ、チトもっかいいってくるわ」

　そういうと、ディアは振ふり返り、ひぃ、と身をすくませるさっきディアに負けたらしい、換かん金きん中だったディーラーの下へ向かい……ドカッ、再びテーブルについた。

「見ててくれよな……おれ達の精せい一いつ杯ぱい！」

　するとその瞬間、それに呼応するように、ドカッ、ドカッ、ドカッ……。

　オレ達のやり取りを見ていたらしいルナル、ウルフ、アナも再び稼かせいでいた自分のギャンブル場所の椅い子すに座り直した。

「いくぜ！」

　そして始まる、オレ以外の特待生のギャンブル攻こう略りやく戦──！

　そこでオレは思い知らされるのだった。

〝本気で遊び人目指す人間〟とオレに、圧あつ倒とう的な実力の差があったことを──。




「んじゃいくぞ……オラァッ！」

　椅子に座ると同時に、カジノで出す声とは思えない声を放ったのはディアだ。

　ギンッ！

　紅玉のように赤い眼を思い切り見開き、

　声と共に、オレに向ける眼差しとは全く違ちがう──周囲の空間が歪ゆがんで見えるような、なんだろう……見るもの全てを震ふるわせ、ひれ伏ふさせるような……圧倒的な眼力で、ディーラーを睨にらみつける。

　その瞬間だった。

　ガタガタガタガタ……！

　相手のディーラーに異変が起こった。

　恐きよう怖ふに身体からだが勝手に反応してしまってるように、全身が、手元が、尋じん常じようじゃなく震えだしたのだ！

　な、なんだ？

　そしてそれを見たディアは、その途と端たんに断言するのだった。

「その震え方……テメェの手札は……♥の７と、♣の７のワンペアだな」

　ギラリッ、確信に満ちた目つきで言い放つディア。

（え？）

　意味が分からず固まっていると、

「ぐぅ……！」

　その途端、対面のディーラーの表情が歪んだ。

「な、何故分かる……!?」

　何かを諦あきらめたように、自分の手札をテーブルの上に晒さらすディーラー。そこに現われたのは……なんと♥の７と♣の７のワンペアだけが成立している、ディーラーの手札……えええええええええええええええ!?

（何で!?　どうやって!?　トリック!?）

　困こん惑わくしていると、

「いや……なんか恥はずかしいとこ見られちまったかなぁ」

　くるりと振り返り、さっきまでの威い圧あつ感かんはなんだったんだというくらい、へらへらした、気安い笑みでディアはオレにいってきた。

「あ、い、いや……」

「しょーもないだろ？　〝暗黒闘技場アサシンズ・コロシアム〟で磨みがいたスキル。これがおれが遊び人学校で使おうと思ってるスキルなんだよ」

　照れたように頭をかきながらいってくるディア。

　コ……コロシアムで磨いたスキル？

「〝暗黒闘技場アサシンズ・コロシアム〟って知ってるか？　大陸でもかなり最果てにある、まぁ、ろくでなしと行き場のねぇ人間の聖地みてぇな場所なんだけど……。

　おれさ……生まれて言葉を話す前から、そこで、勝ったら生き、負けたら死ぬ、そういう、血なまぐさい人生送っててよ」

　そして恥ずかしそうにいってくるディア。

　マジか……どんなバックボーン背負ってるんだ、この女……！

「毎日毎日生きるか死ぬかの大勝負だったぜ。

　そんな世界で生きてりゃな、否が応でも、勝負の流れを読む鼻が研とぎ澄すまされていくだろ？　今のもその応用なんだよ」

　そしてディアは、自身のカードをテーブルに投げ出す。

　そこに展開されていたのは、♣のＱと♦のＱ、♥のＡと♠のＡのツーペア。

　オォッ、とギャラリーがどよめく。

「例えば、そんな生活してるうちに、おれは、ガンつけた時、相手の微び妙みような震え方の差異で、相手の心理状態、次の一手、果ては相手が朝何食べたかや相手の家族構成……それくらいなら分かるようになった」

　さらりといってくるディア。いや、分かるようになったって、それ、とてつもない特とく殊しゆ能力に開かい眼げんしてるんじゃん!?

「それ応用すれば、相手の持ち札、相手の役、それくらいなら簡単に分かるだろ？　それが今のやつさ。

　コロシアムで磨いたスキルから派生した四七の遊び人必殺技わざのうちの一つ、ま、〝暴君睨みタイラント・アイ〟ってところか。

　お前なんかからしたら、くだらねぇ特技だと思うけどサ」

　カハッ、と笑いながらくすぐったそうにいってくるディア。

（いやいやいやいや……）

　オレは心の中でブンブン首を振っていた。

　相手の震え方で心理状態読み取れる!?

　それ、少なくとも、カジノじゃ無敵の能力じゃないか!?　何この色んな意味でバケモノな特待生！

「て、ていうかさ」

　オレは、一つ気になったことを聞く。

「ん？　何だ？」

「勝ったら生き、負けたら死ぬコロシアムにいて……今ここにいるってことは、ディアって、そこで、負けなかったってこと？」

「ん？　あぁ、まぁ、一○年ちょっといて、四三○○勝無敗。最後の四年はずっとチャンピオンだったぜ？」

　平然といってくるディア。はあ!?　チャンピオン!?

「まぁもう引退したけどな。だっておれには……プロの遊び人になるって夢があるんだからよ」

　瞳ひとみをキラキラさせながらまっすぐ語ってくるディア。いや……そこで何で〝プロの遊び人〟って選せん択たく肢しになるんだよ!?　戦士とか武道家のほうが絶対向いてるだろ!?

　しかし驚くのはまだ早かった。

　無敵の能力を保持しているのはディアだけじゃなかったのだ。

　他のテーブルでは、他の特待生達による圧巻のカジノ攻略が行われていた。

「キミの手札は九九・八九％の確率で♥と♣と♦の３のスリーカード……つまり僕の勝ちだね」

　あっさりといっているのは、ディアの隣となり、ディアと同じくポーカーテーブルで勝負している青年、ルナル。

「な、何故だ……！」

　その正面には、屈くつ辱じよくに顔をゆがめ、手札をオープンにするディーラーの姿があった。そこに現われたのは……宣言通りの♥と♣と♦の３の、スリーカード。

　対して、ルナルの手札は♦の２、♦の５、♦の７、♦のＪに♦の13……フラッシュ。

　す、すげぇ……コイツも相手の手札読みきってる……！

「簡単なことだよ」

　もはや、解き終えたテストに興味を失ったように、ディーラーではなく、持ち歩いた分厚い本に眼をむけ、

「僕はこういう事もあろうかと、遊び人学校用、そして、カジノ用の〝公式〟を幾いくつか入学前に作ってきたんだ」

　本当に、簡単そうに、そういった。

「こ、公式だと……!?」

「うん。簡単な数学の公式さ」

　ぺらり、手元の本のページをめくりながら、

「相手の性格、周囲の気温、湿しつ度ど、風向き、それから、今け朝さ自分が食べたものを数値化してあてはめれば、自おのずと相手の手札がわかるように新しく創った、僕考案のオリジナルの数学の公式。

　僕、そういう、オリジナルの公式作るのが得意だから。

　これを使えば、ほとんど一○○％相手の手札は読めるのさ。

　こんなもの、勉強すれば誰にでもできる、くだらない芸当だけどね」

　淡たん々たんというルナルに、オレだけじゃなく、ディーラー、そして周囲で野次馬としてみていたクラスメート達が同時に手を振った。

　できないから！　そんな凄すごすぎて逆にわけが分からない芸当……できないから！

「なんてこった……これまでの私の努力は一体……」

　結果、ルナルの前のディーラーは、完全に自信喪そう失しつして立ち尽つくしている……。

「さすがだぜ……！」

　それを見て、隣に立っていた、特待生じゃない前歯の大きいクラスメートの青年が呟つぶやいている。誰？

「世界で唯ゆい一いつ、独学で古代文明の文字パターンを解かい析せき、解読、世界中から次期王立研究員のエースとして期待されていた〝歩く自信喪失させ機ボーン・アイデンテイテイ〟ルナル・フェイエル──。

　何な故ぜか王立研究所からの誘さそいを断り遊び人学校へ進学したと聞いていたが……何をやらせても結局持ち前の頭脳で相手の自信を喪失させていく……！　噂うわさ通りだ……！」

　ごくりと、唾つばを飲み込みオレに教えてくれる前歯。

（マジで…………!?　アイツもそんな経歴の持ち主なの……!?）

　オレはルナルを二度見した。だから、何で、遊び人学校来ちゃうんだよ!?　そんな賢かしこいなら普ふ通つう王立研究所入所するだろ!?　むしろ国の為ためオレらの為行ってくれよ!?

　しかし驚おどろくのはまだまだ早かった。

　ルナルの隣、ルーレットやスロットマシンが並んでいる島で、

「次は俺か──。なら見せよう」

　呟き、背負っていた大たい剣けんを鞘さやごと手に取り、

「『狼ろう剣けんヴォルケイン』……母なる山から借りているこの愛剣と、俺は遊び人学校でやっていくつもりだ」

　眼前のルーレット台の前のディーラーに晒したのは〝妖剣エビルソード〟ウルフ・ゼーフント。

（お、おぉ！　あいつ……あの剣使うのか！）

　オレは不覚にもちょっとワクワクしてしまう。

（『狼剣ヴォルケイン』か……）

　聞いたことない名前の剣だけど、あれだけの大きさの剣だ。どう少なく見積もっても破は壊かい力は並じゃないはず。

「お、おいてめぇ、何するつもりだ!?　だから、カジノ内では武器厳禁だぞ!?」

　いきなり剣を晒され、あたふたしつつ注意するディーラー。

「心配するな──さっきまでと同じだ。痛みは無い」

　すると、ウルフは渋しぶくそういい捨て、

「オオオオオオオオオ！」

　ガッ！　いきなり──裂れつ帛ぱくの気合と共にその〝ヴォルケイン〟を、切っ先から、鞘ごと地面につきたてた。

　そして次の瞬しゆん間かん、ウルフは、ヴォルケインに向かって叫さけぶ。

「ヴォルケインさんヴォルケインさん教えてくださいな……！　次にルーレットの球が入るの……どーこだ!?」

　超ちよう真面目に叫ぶウルフ。

（…………え？）

　オレは目を疑うが、

　次の瞬間だった。

　フラッ……安定しないように置いたので、当然ヴォルケインが傾かたむき、そして、

　カランッ──。

　あっけなく地面に倒たおれる。

　そしてその剣の柄つかが向く方向を一いち瞥べつしたウルフは、

「俺から見て若干北北西……いや北西か……つまり……黒の３ということだな」

　何かを一人で完かん璧ぺきなまでに納なつ得とくして、

「黒の３に全額ベッドだディーラー」

　今までに稼かせいだ全てのコインを黒の３につぎ込む。

　は、はぁぁ!?

「お、おい待て！」

　さすがにオレは割って入って口を挟はさんだ。

「な、なんだドーファン？　俺、なんかダメだったか？」

「早まるな！　道迷った時にやる棒ぼう占うらないじゃないんだから!?」

　オレは止めたが、時既すでに遅おそしだったらしい。ルーレットはとっくに回ってしまってた。──が。

　次の瞬間。

　オオオオオオ！

　フロアがどよめき混じりの歓かん声せいに包まれる。

「……え？」

　まさか、と思ってルーレット台を見ると、球が落ち、ゆっくりゆっくり速度を落としていくルーレットが見えた。そして、とあるくぼみに球が入っていることに気付く。そこに書かれていた数字は……

　黒の３。

　ウオオオオオ！

　フロアが怒ど号ごうのような歓声に包まれる。

「馬ば鹿かな……」

　一番信じられないような表情をしているのはディーラーだった。

「何故何度も……確かに公平は期したが、しかし確率的にそんなことが……」

　オレも驚きである。ウソだろ……!?

「別に驚くことではない。俺とヴォルケインは信しん頼らいしあっているからな」

　そんな周囲の驚きをよそにウルフは、地面に倒れっぱなしだった『狼剣ヴォルケイン』を背負いなおし、

「真の愛剣というのは、いつだって持ち主の窮きゆう地ちを救ってくれる。俺はこの剣のおかげで何度も命拾いしてきた」

　しみじみ、何かを思い出すようにウルフはいう。

「命拾いって……あ、あのさ」

　まさかと思って、オレは聞く。

「えっと。〝妖剣エビルソード〟のウルフ・ゼーフント。お前も、もしかして、何か凄い奴やつなの？」

　なんか流れがディアとルナルと似ているので、オレは聞いたが、

「？　いや？」

　ウルフは平然と首を横に振ふった。

「俺はあの二人には遠く及およばんさ。俺はあの二人と違ちがい、体験学習に参加もしていないしな」

　しみじみといい、

「ずっと山に篭こもり剣を振っていただけの人生だったし……。勿もち論ろん、お世話になってる山の緑を守る為、人並みに、マナーのなってない冒ぼう険けん者パーティや悪徳盗とう賊ぞく団の百や二百は一人で壊かい滅めつさせ、環かん境きよう保ほ全ぜんに努めてきたが…………それくらい、この母なる大地に生きる者なら誰だれでもやることだろうしなぁ……」

　真しん剣けんに理解できないように少し首を捻ひねりながらいうウルフ。

　対照的に、オレは、何故こいつが〝妖剣エビルソード〟などと呼ばれているのか理解できてしまった気がした。

（いや……普通の人……どんだけマナーなってなくても、悪徳盗賊団の百や二百、一人で壊滅させられないから！）

　オレは絶望して地面に両手をつくように崩くずれ落ちた。

　ダメだ……また自分の凄さ自覚してない超ちよう人じん登場……。

　そして繰くり返しになるが言わせてくれ。なんで……遊び人学校来ちゃった、お前……。

　そして締しめくくり。

　最後にオレを打ちのめしたのは、自じ称しよう〝一いつ般ぱん人〟、通つう称しよう〝不可侵の王女アンタツチヤブル・プリンセス〟アナ・ナトラだった。

「見ててくださいませね、リュクス・ドーファン」

　手と手をこすりあわせ、鼻息荒あらくスロットの前に立つアナ。

「貴方あなたには到とう底てい及ばないですけれど……これが私わたくしの生き様ですわ！」

　そういい捨てると、アナはスロットマシンに飛び掛かかるように腰こし掛かけ、そのままスロットを開始。

　すると次の瞬間──ジャララララ……！　アナの触さわるマシンが、まるで決けつ壊かいして水を解き放つダムのように、洪こう水ずいのような勢いでコインを吐はき出し始めた。

（え!?　ど、どうやって!?）

　オレはその状じよう況きように息を吞のむ。

　つまり、アナの能力、ただ〝運が良い〟って事!?

　だとしたら、ディア、ルナル、ウルフよりかなりシンプルだけど、その分目立った弱点もなさそうだし、無茶苦茶強力じゃないか……!?

　と、一いつ瞬しゆんは驚いたんだけど……。

（ん？）

　──オレはすぐさま、違い和わ感かんに気付いた。

　一いつ生しよう懸けん命めいスロットに打ち込むアナの背後。

　そこに……なんだか、やけに物々しい雰ふん囲い気きの黒服に黒眼鏡の男が立っていたのだ。

　そしてその男は、何やら館内全域に伝わる魔ま法ほう道具のようなもので泡あわ食くって呟いている。

　耳をそばだててみると……男はこう呟いていた。

「ンン……こちら下層階エリアチーフディレクターのサカキだ。アナトラ様の触るマシンは全て設定を変えろ。スリーセブンが出る確率を従来の四○○倍に設定だ。王族がせっかく来てくださったんだ、できるだけおもてなしして帰ってもらうぞ！」

（えぇぇ……!?）

　オレは真相を知る。

　アナのスキル、別に〝運の良さ〟じゃなかった……。

　アナのスキル、育ちが良すぎる為に、どこ行ってもさりげなくおもてなしされる『永続おもてなしの強要』能力だった……。ま、そらそーだよな……。オレですら、正体知ってるんだし。

「て、ていうかさ」
















　オレは、まだ隣となりにいたディアに聞いた。

「ん？　何だ？」

「アナの正体って、みんな知ってるよな？」

「ん？　はは、知ってんに決まってんじゃねぇか！」

　ディアは笑顔でオレの背中をバシバシ叩たたき、

「けど、ほら。あそこの王親って親おや馬ば鹿かじゃん？　アナトラが通いやすいように、この前全会一いつ致ちで新しい法律決まったじゃねーか。アナ・ナトラとアナトラ・ルスキニアが同一人物であることを決してルスキニア国民は指し摘てきしてはいけない。

　もし指摘した場合、もしくは正体を知ってることをアナに悟さとられた場合、懲ちよう役えき三○年以下、最悪処しよ刑けいもありえるって。まぁ本人は知らねーだろうけどよぉ！」

　元気よくディアはいってくるが、えぇ……!?　あ、あぶね、それ、早く教えといてくれよ。じゃあノリで「いや同一人物だろ!?」とかツッコンでたら、オレもう処刑されてたってこと……!?

「フゥ。どうです、ドーファン！」

　そしてそんな戦おののくオレの前に、何かをやりきった表情でアナがやってくる。うっ……。

「私の能力、どうです？　やっぱり……大したことないかしら？」

　ちょっと困ったようにいうアナ。

「ただ運が良いだけですものね……貴方のような独創性、意外性で勝負する人間とはやっぱり格が違いますわよね」

「いや、もう、どっからお話しすればいいのか……」

　オレは頭を抱かかえる。

　貴方がいいのは運じゃなくむしろ育ち、ですし、独創性意外性も満点ですし、何より格といえば実際問題人間の格が貴方のほうが比べ物にならないくらい高貴なんですけど!?

（なんなんだ……なんなんだ、コイツら……！）

　オレは圧あつ倒とうされた。

（これが本物の〝遊び人学校特待生〟の実力──！）

　ガン飛ばしやオリジナル公式による計算能力でポーカーを攻こう略りやくしたディアやルナル、謎なぞのオリジナル占いでルーレットを勝ったウルフ、自覚無き後光でスロットを破竹の勢いで回すアナ……。

　滅め茶ちや苦く茶ちやだけど、結局事態を動かしている四人の遊び人としての迫はく力りよくにオレは圧倒されていた。

　こんな奴やつらにアドバイスなんか、できるわけないじゃないか……!?

「つーわけだ。どうだった？」

　しかしそんなオレに、オレを信じきった表情で尋たずねてくるディア。

「てめぇに比べりゃまだまだだってことは重々承知だけど……何かあったら聞かせてくれ」

　超ちよう謙けん虚きよな表情でオレを見つめてくるディア、ルナル、ウルフ、アナ……うぅぅ!?

「あ、いや、その、」

　なんて答えりゃいいんだ!?

　うろたえまくったオレが、追い詰つめられ、一歩、二歩と後ずさった──その瞬しゆん間かんだった。

「おい、いたぞ！」

「あっちだ！」

　救世主のようなタイミングで、オレの背後から、やけに必死な大声が鳴り響ひびいた。




　　　　　　　※




（……え!?　な、なんだ!?）

　振ふり返ると──オレの背後から、黒服を着た、このカジノにいるディーラーの中でもかなり若く見えるディーラー二人組が、ゼェゼェ息を切らしながらこっちに突つっ走ってきていた

（な、なんだぁ……!?）

　見ると、何かを追っているらしい。

　オレは走っていく二人の前の、二人が追ってるものを見てみる。

　そこには、

　パタタ……！

　野の鼠ねずみに、蝙こう蝠もりの翼つばさ、そして鷹たかに似た足が生えた姿を持つ奇き怪かいで掌てのひらサイズの生物が五～六匹ぴき、慌あわてて羽をバタつかせながらカジノ一階の天てん井じようすれすれを飛んでいた。

　足には、皆みな、コインがギュウギュウに詰まってるような白い袋ふくろを提さげていて、時たまそこからコインがこぼれたりしている。

（バ、バラット!?）

　目を見開きながらオレ。

　バラット──それは、グリーンスライムと同じくらい、ルスキニア近辺ではおなじみの雑ざ魚こ魔ま獣じゆう。

　ただスライムと違うのは、下水道や屋根裏など、普ふ通つうの蝙蝠や鼠と同じで、割と街の中に生息することを好むいわゆる〝街魔獣〟で、だからこうしてひょっこり人のいる場所に現われて騒そう動どうを巻き起こしたりすることも多々あるんだけど……。

（何やってるんだよ……まさかコインかっさらっちゃおうっていうのか？）

　バラットは、光る物を集める習性がある。

　カジノに迷いこんで、コインが詰まった袋を見つけ、みんなで持っていこうとしちゃってるのかもしれない。

（ダメだろ、それは──）

　そんなことしたらまた魔獣のイメージが悪くなるし、このバラット達も駆く除じよされてしまうだろう。なんとか未み遂すいに留とどめておかないと……。

（仕方ない）

　それどころじゃないんだけど、オレは見過ごせず、動き出した。

　カジノには、休きゆう憩けいしたり、軽食が食べられたり、カクテルが飲めるカウンターのようなものがあったので、オレはそこから〝苺いちごジャム〟の入った瓶びんを借りる。

「借ります！」

「お、おい！」

　追っ手が迫せまる中、オレはその苺ジャムの瓶を開ける──

　するとその瞬間だった。

「!?　ギ……ギェェェ!!」

　バラット達がこちらにものすごい反応を示し、ドサドサドサッ……！　運んでいたコインの袋を次々取り落とし、こっちに向かってくる。

　それを見たオレは、今度は、苺ジャムを掲かかげたまま、バラット達を引き寄せ──

「とうっ！」

　カジノ一階の出入り口を開き、そこから、できるだけ遠くへとその苺ジャムの瓶を放り投げた。

　バタタタタ！

　バラット達はそれを追い、一目散に入り口から飛び立っていく。

　バラットは、苺ジャムが大好きだった。それを利用した決死の救出劇（バラットに対する）だった。

　ふう、これでもうここへはこないだろう。ホッとして、元いた、ディア達のほうへ戻もどろうとするオレ。

　しかしその瞬間だった。

　ワァァァァァァ！

　まるで英えい雄ゆうを称たたえるような熱気がオレに押し寄せた──！




（え？　な、なんだ……!?）

　後ずさっていると──

「あ、ありがとう！」

　いきなり、オレの目の前に、小こ柄がらで体格のいい人のよさそうなおじさんが突っ込こんできた。

「換かん金きん中に、突とつ然ぜん襲おそわれてね──私が三年かけて稼かせいだ儲もうけである、コイン一○万枚が持っていかれるところだったよ！」

　勝手にオレの手をとり、ブンブン上下に揺ゆさぶりながらいってくるオジサン。

　あ、あぁ、あのコイン、このお客さんのものだったのか。てか、このカジノ、生徒以外に、一いつ般ぱんのお客さんもいるのか……。ますます体育館じゃないな……！

　オジサンは続ける。

「君は一生の恩人だ。実は……家族が病気でね。薬を買うため、一か八かカジノに来て全財産を突っ込んでいたんだ」

　そして感動的なのかそうでないのか判断に困るエピソードをオレに打ち明けてくるオジサン。いや、家族の危機なら、普ふ通つう寝しん食しよく忘れて働くとかなんじゃ……。

「そうしたら今日、三年目にして奇き跡せき的に思おも惑わくが当たって、一気に一○万枚稼いだ……それを換金する矢先、あいつらに襲おそわれたんだ」

　バラットが去っていった入り口のほうを見ながら涙なみだ混じりにオジサン。

　三年も病気の家族ほっといてギャンブル行ってたの!?　それ絶対周囲に誤解されてるって！

「これで妻に薬を買ってやれる……君には、謝礼として、コイン一○万枚のうち、一割の一万枚を受け取って欲しい」

　さらに、どんっ、とコインがたっぷり詰まった袋をオレの前に置きながらオジサン。えっ!?

「い、いやいや！　いいですよ、そんな！」

　オレは慌てて固辞。家族病気の人から謝礼受け取れないだろう!?

「いや、いいんだ。妻に必要な薬には九万枚もあれば十分だ。というわけだ、いいよな、ディーラー!?」

「もちろんです、お得意様のエリック様。我々立会いの下もと、一定の条件を満たした場合、コインの譲じよう渡とは可能。リュクス様は条件を満たしておりますので、お渡し出来ます」

「だ、そうだ」

　そういうと、オジサンはオレに袋を一つ押し付けてくる。えぇぇ……!?

「じゃあな。あぁ、やっと帰れる……お互たがい身体からだには気をつけよう、またなリュクス君！」

　そういうとオジサンはコインを換金して去っていった。

（えぇぇぇえ…………!?）

　いきなり降って湧わいたように手に入れた一万枚のコインに戸と惑まどうオレ。

　なんだよこれ……。ディア達に比べてショボすぎるだろ、この稼ぎ方。

「む、無茶苦茶だよな、こんなの」

　なんか収まりがつかないので、誰だれかに否定してほしいような気がして、オレはディア達のほうへ顔を向け聞いてみる。

　が。

　そこにあったのは、まさかの光景だった。




「なんて……奴だ……」

　ディア、ウルフ、ルナル、アナ……四人は、完全に打ちのめされた、紙のように白い顔で全員昆こん虫ちゆうのように床ゆかにはいつくばってた。え？

「カジノに来て……ギャンブルをやらない……！　バケモノかよ……!?」

　悔くやしそうにいっているのはディア。

　は？

「確かに変な既き成せい概がい念ねんに囚とらわれていた……カジノに来てギャンブルをやるなんて、まるで普通の冒ぼう険けん者だったね……！」

　ルナルが珍めずらしく顔を悔しげにゆがめ呻うめく。

「ああ。魔獣を退治する入試では杓しやく子し定じよう規ぎに魔獣を倒たおし、カジノの授業では素直にギャンブルをやる……。極めて平へい凡ぼんな自分達が、恥はずかしくなる」

　同じく悔しそうにいったのはウルフ。

「ですわね……やはり彼は私達の思い上がりを粉ふん砕さいする為ため、天が遣つかわした、天よりの破壊者クラツシヤー・エンジエル。一生信しん頼らいしてついていくしかないようですわね」

　うっとりした眼まな差ざしでオレを見ながらアナ。

　そして四人は立ち上がると、同時にオレに詰つめ寄よってくる。

「カジノに来たからといって、ギャンブルをやるな。遊び人ってそうじゃないだろ？……。

　それが……お前からのアドバイスなんだな、リュクス」

　どこかさっぱりしたような爽さわやかな笑え顔がおでディア。

「はぁぁ!?」

　オレは耳を疑った。何いってんのコイツ!?　誰もそんなこといってないですけど!?　カジノ来たらギャンブルやりなよ！

「いやいやいやいや！　あのさ！」

　やばいやばい、また知らないうちに、オレの評価勝手に一段高いところに移行してる!?　オレは必死に抵抗。

「オレの発言のターンもくれ！　お前ら、凄すごいから！　オレから見たら、お前らのほうが一○○倍凄いから!?　もう勘かん弁べんして！」

「やめろって親友。その無理やりな、皆もともと特別なオンリーワンみたいな意見。逆に嫌いや味みだぜ？」

　苦く笑しようしながらディア。

「そうですわ、認めなさいリュクス・ドーファン。『凄い』『さすが』『バケモノ』そういった形容詞はそうむやみやたらに乱発するものではありませんわ」

　アナも言い添そえてくるが、

「いや乱発してるのまさにお前らなんだけど!?」

　オレは限界まで食い下がったが、勘かん違ちがいが勘違いを呼びオレを崇すう拝はいの眼差しで見る四人にオレの言葉は全く届かない。なんでこうなる……!?

　その後もオレは、この授業時間中、なんとか誤解を解くチャンスを待ったんだけど、よほど運がいいのか悪いのか、それともこれがビギナーズ・ラックというやつなのか。

　オレの変なツキは止まらず何な故ぜかオレのコインは順当に増えてしまう。

　例えば、いきなり稼げてしまったので第二層を飛ばして訪れた第三層、プロフェッショナル・エリアでは、なんかえらく毛むくじゃらの一つ目魔獣、アイビーが迷子になっていて、哀しげに騒さわぐんで巣に連れ帰ったら、そこに客が落としたコインがえらい溜ため込まれているのを発見してしまい。

　しかもそれを見つけた瞬しゆん間かんをディア達に見つかり、「すげぇ……！」「こんな方法が……」「遊び人としてのスケールが違ちがいすぎる」となり。

　そして最終、第四層、ヘル・エリアでは、

「なんだこのフロアは……!?」

　ヘル・エリアは、最重要ＶＩＰのみが入れるフロアということで、四層フロア全てをぶち抜ぬきで作られた競技場で行われる──スライムレースが行われていたんだけど。

　その競技内容を見て、オレは、ちょっと困こん惑わくした。

（え？　何これ……？　こんなの、ギャンブルとして成立しないだろ……）

　慎重に状況を見極めようと馬券……いや、スラ券を買うのに躊ちゆう躇ちよしてる四人をよそに、オレはスラ券をサクッと購こう入にゆう。

　その結果、

「えーただいまの着順です。一着【３】番ゴールデンスライム、二着【１】番ノーマルスライム、三着【２】番ドラゴンスライム、四着【５】番スラッシュスライム、そして五着【７】番マッハスライム──」

　あっさり、オレの買った五連単のスラ券と、そっくりそのまま同じ着順でスライム達がゴールしたことを伝えるアナウンスが流れ──。

「は……はぁ!?」

「何ィ!?」

　また、オレの周囲で四人が取り乱した。

「しょっぱなで五連単でいきなり的中ぅぅぅ!?」

「馬ば鹿かな、確率的にありえない……」

「お、お前、ギャンブルやらなくても凄いのに、ギャンブルやっても凄いのか……!?」

「い、一体どうやったんですの!?」

「い、いや、別にどうもやってないんだけど!?」

　オレは困惑しつつ四人の追つい及きゆうを否定。

「だ、だってさ……こんなもん。どのスライムが勝つのか、一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃん……」
















　逆に聞く、オレ。

　レースしてるスライム達は、全く違う個体のスライムだ。だから当然、足にあたる部分の筋肉の付き方、ボディの空気抵てい抗こうの優ゆう劣れつの差は歴然としている。さらになにより身体能力的に、スライムは雌めすが圧あつ倒とう的有利に決まってるのに、何故か雄おす雌混合でレースは行われている。

　それらを加味すれば、オレから見たら、普ふ通つうにどのスライムが勝つかやる前から分かっちゃって、ギャンブルとして成立していないように思えるんだけど……。

　まさか、これ、魔ま獣じゆうに馴な染じみのあるオレ以外、みんなには、見分けついてないのか？

　気付いた時にはもう遅おそかった。

「完敗……だな」

　天てん井じようとか見上げながらいったのはディア。

「変化球だけじゃなく、正面からのギャンブル力も十分すげぇ」

「どれだけ人生を犠ぎ牲せいにすればその領域に入れるんだ……」

「異い端たんの集う遊び人学校の中でも、さらに異端な存在……」

「幸せ、と思うべきなんでしょうね。これほどの才能と同じ学年で過ごせることを」

　もう取り返しがつかないくらいオレの評価を高める四人。

　くっ、またボタン掛かけ違えたか……！

　その後、オレらは、スラ券を続々購入──（とはいっても、四人は、完敗だな、強者から学ぶことは何も恥ずかしいことではないよな、とかいってオレと同じスラ券買ってただけだけど……）。

　四レース後には、五人で一億二○○○万Ｇのコインを荒あら稼かせぎし、オレはコインが余って仕方ないので、レース用に飼われていたスライムを全部買い取りすべて逃にがしてスライムレース自体を中止にしたりしてたんだけど、

「か、勘弁してください……」

　ほどなく、ヘル・エリアの総支配人という、隻せき眼がんの老人が挨あい拶さつに来た。

「こ、ここまでこのレースを牛耳られたのは初めてだ……もう出てってください」

　泣きを入れてくる総支配人。えぇぇ……!?　そ、そこまでのこと、オレ達やっちゃったの？

「そ、そこまでだ……」

　その時だった。

　背後から、めんどくさそうな声が聞こえた。

「うっぷ。お前らどんだけ荒稼ぎすんだよ!?　これ、合格は合格だけど……一人一○万Ｇでいいっつってんだろ!?」

　現れたのは、──まだそんなに顔色の良くない教師、ステフだった。

「あぁもうどうすんだメンドクセー……総支配人心折れてるし、しかも何人かディーラー自信喪そう失しつさせやがって……誰がここまでやれっていった……！　ここは半公共のカジノなんだぞ!?　ここまでやったら私が始末書クソ書かなきゃいけねぇだろ!?」

　頭を抱かかえ、

「だぁ、もう、とにかく出ろ出ろ！　教室待機！　ったくとんでもねぇルーキーだぜ……今後せいぜい特別プログラムこさえて絞しぼってやるから、覚かく悟ごしとけよ！」

　半泣きでいってくるステフ。えええ……なんでこうなった……!?

　オレは呆ぼう然ぜんと隣となりのディア達を見る。

　四人はニカッと笑った。

「「「「望むところだ、なぁリュクス！」」」」

「いや、全然望むところじゃないよ!?」

　まさかこれからもこんな毎日が続くんじゃないだろうな、この学校……!?

　カジノのけたたましい騒そう音おんの中、オレの心配はますます大きくなっていくのであった……。










　　　二章　初めてのナンパ







（なんでこんなことになっちゃってんだろ……！）

　遊び人学校中央校舎一階、合同大食堂。

　昼食休きゆう憩けいでごった返すその中で、オレは一人寂さびしく、ポツンと席に座り、虚むなしい溜ため息いきをついては、時たま思い出したようにもそもそと今日の昼食のポテトとソーセージの盛り合わせを口に運んでいた。

　大食堂はとんでもなく賑にぎやかである。そらそうだ。オレも入ってから初めて知ったんだけど、遊び人学校の食堂は、全冒ぼう険けん者学校の中で唯ゆい一いつ、二四時間三六五日、なんと、飲酒が許可されている。酒に慣れるのも遊び人の訓練のうち、とかで。だからかなりの生徒が、ランチタイムに水代わりにビールを飲んでいるし、並の酒場なんか目じゃないほどの馬ば鹿か騒さわぎがそこら中にあった。

　が、そんな状じよう況きようにもかかわらず、しかも、けっこう混んでるにもかかわらず、オレの周囲一○席分くらいは、誰だれも座っておらず静かだ。

　無理もないのである。何故なら──。

「おうっ！　待たせたな、リュクス！」

　背後から声。つくづく重い溜息が出る。視線を向けるとそこには、どういうバランス感覚してるのか、とんでもない数の皿を全身に乗せてこっちに来るディアの姿があった。

「よっ」

　そしてディアは身を捩よじり、器用に皿を飛ばし、それをオレの目の前のテーブルの上に一気に並べ、

「ほら、お前、イモ好きだっていってたろ？　他のやつ蹴け散ちらしてもってきてやったぜ？　食え食え」

　ものすごいピュアな笑え顔がおでディア。

　そしてそれはディアだけに終わらなかった。

「悪い、遅くなった」

「腹が減っては戦いくさができん、しっかり食おう」

「なんだかとてもシンプルな味付けの料理ばかりで驚おどろきですけど、意外にいけますわよね、これ」

　連れだってやってきたのはウルフ、ルナル、アナ。

　そして三人も、当たり前のようにディアと同じくらい持ってきた皿のうち、ほとんどをオレの前に並べ、

「リュクス、良かったら食べろ」

「お前、ポテト好きなんだろう？」

「私も何な故ぜか食堂のおばちゃんが大盛りにしてくれましたから、リュクスにあげますわ」

　笑顔でいってくる。

　そして、そこまでしておいて、四人はいうのだった。

「「「「じゃあな」」」」

　オレに背中を向け、去っていこうとするディア、ルナル、ウルフ、アナ。

「いやいやいやいや！」

　オレはさすがに止めた。

「ちょっと待ってくれよ！　せっかく来たんだし、ここで食べていけば!?」

「はぁ？」

　その瞬しゆん間かん、四人が顔を見合わせ、呆あきれたようにいうのだった。

「無茶苦茶いうなよ。おれらレベルの人間が、お前と一いつ緒しよにメシ食っていいわけねーだろ」

「リュクス。あまりいいたくはないですけど、やはり世の中には住んでいる世界の違ちがいというのがありますわ」

「たとえば、使用人と王が同じテーブルで食事を取るか？　それと同じことだ」

「バベル・タワーの主、筆頭特待生、リュクス・ドーファン。君は気き兼がねなく普通の生徒の十倍の面積テーブルを使っていいんだ」

「いや、あの、だからさ……」

　オレはつくづく頭が痛くなる。

「お前ら。どれだけオレを破は滅めつの淵ふちに追い込んだら気が済むんだよ……！」

　ここまでしといて、オレ、本当は筆頭特待生にふさわしくないって分かったら一体どうなんの？　打ち首？　ギロチン？

　バベル・タワー以降、オレへの買い被かぶりはますますエスカレートしていた……。

　四人は完全にオレのことを自分より格上の遊び人だと誤解し、こんな風に、ことあるごとにオレを特別扱あつかいしようとする。

　そして〝黄金世代〟と呼ばれる四人がこのザマなんだから、当然、他の一いつ般ぱん生徒達の反応はこれ以上だった。

「見ろよアレ……〝黄金世代〟が気ぃ遣つかってるぜ」

「でも気持ち分かるわぁ……バベル・タワーでのあいつの立ち回り見て、おれ、遊び人目指すのやめようかと思ったもん」

「おれもおれも。残ざん酷こくだよな、才能って」

　羨せん望ぼうの吐と息いきと共に、口を開けばオレへの賛辞を口にするクラスメート達。

　あいつの立ち回り見てって、どこ見たらそこまで勘かん違ちがいできるんだよお前ら!?

「ま、近くに行くと緊きん張ちようするし、遠くから一挙手一投足見て何か盗ぬすめないか観察しようぜ」

「んだな」

　結果、オレの周りには誰もこず、じ──……そこら中からオレへの熱い視線が集まってくる。

（はぁぁ……）

　そんな視線の中、もそもそと、食事を再開するオレ。

（いい加減、等身大の自分に戻もどりたいんですけど!?）







　が、そんな苦境の中、またオレは、新たな試練に直面することになる……。

　入学後、一週間が経たった頃ころだった。

　その日の、午後イチの、授業。

「うぃーっす」

　ガララ、と扉とびらを開き、いつも通り、いつもの顔色の悪さ、ボサボサ髪がみで入ってきたのはステフだった。

「うっぷ……くそ、今日はもう昼なのにまだ酒残ってんぜ。今日もゼッテー騒さわぐんじゃねーぞお前ら」

　青白い顔で、口元を押さえながら相変わらずの忠告をしてくるステフ。いや、今日もって、いつ体調万ばん全ぜんで来てくれるんだよアンタ……。

「さ、んじゃ、今日も元気に実力テスト行くか。今日は、そうだな……校庭行くぞ、校庭」

　そして告げてくるステフ。ってオイオイオイ、また実力テストかよ!?　週に何回実力テストやるんだよこの学校!?

　最近は土下座スキルとか昼ひる寝ねスキルとか口笛スキルとか、もうスキルってつけるの憚はばかられるくらいふざけたスキルを教える、楽な授業ばっかりだからちょっと油断してたけど……やっぱそう甘くないのか……!?

（しかも……校庭って……!?）

　授業内容分からないけど、なんか大変そうな予感だけは既すでにひしひしとオレは感じていた。




　　　　　　　※




　そして一五分後。

　ステフにつれてこられたのは、王都ルスキニアの中心部、無数の商店街が交こう錯さくしてるルスキニア一の繁はん華か街がいエリア、その中央の、〝セントラ広場〟と呼ばれる広場だった。

「いや校庭って……なんか繁華街みたいなとこ来てますけど」

「遊び人にとって繁華街こそが校庭みてぇなもんだろーが」

　しんどそうに、しかし本気でそう思ってるらしいクソ真面目な語調でいってくるステフ……またそういうやつ!?　どうりで〝校庭〟遠すぎると思ったよ!?　オレが校庭と思ってた場所通り過ぎるし！

「さ、んじゃ、今日は、お前らにこの校庭でナンパしてもらうぞ」

　そしてステフはさらっと告げてくるのだった。

「……えっ……!?」

　オレはその内容に言葉を失った。

（え？　ナン……パ!?）

　それって……あの……見知らぬ異性に声をかけて、喫きつ茶さ店てんとかに誘さそう……あれ？

　それを、冒険者学校の授業……しかも実力テストと称しようしてやんの……？　オレは自身の耳を疑うが、

「ナンパは、遊び人にとって必ひつ須すスキルだからな。町で重要情報聞くのも、イジワルな門番の関所突とつ破ぱすんのも、遊び人がナンパで片付けりゃ面めん倒どうなおつかいクエストも発生しねぇし、話は早ぇ。

　つーわけでガンガン口説いてこいや」

　ステフは相変わらず冴さえない顔色のままいってくる。

（ウソだろぉ……!?）

　オレは当然頭を抱かかえた。

（カジノの次はナンパぁ……!?）

　カジノどころじゃない。カジノ以上に……オレ、ナンパなんかまったく出来る気しないぞ!?

　だってオレ、こんな性格だし、今までほとんど女子と口きいたこともないし……もちろん、だ、男女交際だってし、したことない。

　そんなオレが、どうやって、ナンパなんて高度な行こう為いに及およべばいいんだ……!?

　オレは焦あせるが……しかし、焦っているのはやはりオレだけだった。

「くぁ……」

　オレの周囲に勝手に陣じん取どっていたディア達は、あくびをかみ殺すようにいっている。

「まーたこりゃベタベタな……」

「今いま更さら授業でやるようなことか……!?」

「まぁまぁ。それが学校というものですわ」

「数学でいえば一ひと桁けたの足し算からやるようなものかな……」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくでいってくるディア、ウルフ、アナ、ルナル……。マジで!?　お前らレベルの遊び人になると、ナンパなんか一桁の足し算やるようなもんなの!?

「ちなみに、今日は初日だし、口説いてくるのは〝一人〟でいいぞ。卒業時には百人とかナンパさせられること考えると楽勝だろ、楽勝」

　そんな中、ステフは説明を続ける。百人ナンパ……絶対できない……！

「制限時間は、そうだな……一般生徒は四時間。

　特待生＆筆頭特待生は二時間。

　その制限時間内に、異性の人間ナンパして、この広場に連れ帰ってこい」

　セントラ広場を指しながらステフ。おいおいおい、また特待生軍団は〝特別扱い〟かよ……!?　せめてオレはむしろハンデくれ……！　十時間あったってナンパなんか無理だよ……！

「口説く場所は、王都内ならどこでも構わないぞ。ナンパして、で、そこにある、セントラ広場内のオープンテラスのカフェでお茶しろ。で、二人で飲みもの頼たのめ」

　広場にある、白を基調としたこじゃれた喫茶店を指しながらステフ。

「その姿見て、私がナンパ成功だと認めりゃその時点で合格、テスト終しゆう了りようだ。

　もちろんクラスメート同士や、学外の知り合いのナンパは無しな。で、もし万が一、ノルマ達成できなかった場合のペナルティは……そうだな、特待生はうーん退学」

　絶対熟考したとは思えない軽さで、退学の文字を口にするステフ先生。

　出たぁ退学！　なんでせっかく入れた特待生いちいち退学にしようとするんだよこの先生!?

　しかしステフはまったく待ってくれない。

「一般生徒は校庭百周な。以上。質問はねぇよな。んじゃま……実力テスト開始だ！　とびきりの美男・美女を連れて来い！」

　有う無むをいわせず二度目の実力テスト、【ナンパ編】を開始するステフ。

「ヒャッハー！」

　その瞬間、一般入学のクラスメート達が広場を出て繁華街に解き放たれていった。いつも威い勢せいいいな、お前ら!?　カジノの時見てなかったけど、お前らもそんな実力者なの!?

「しゃあねぇ、んじゃま、サクッといくか」

「早く終わったら、また五人で時間潰つぶしましょう」

「まぁ検討会でもしようか」

「悪くない。リュクスになら、有意義なアドバイスがもらえるだろうしな」

　そしていつも通り勝手にオレも楽勝にこなすという前提の下にディア、アナ、ルナル、ウルフは話をまとめ、余裕綽々、ゆっくり遊び人にとっての校庭……繁華街に歩いていく。

（マジかよ……!?）

　今度こそ、ダメかもしれない。

「くそっ、でも、やるしかない……！」

　カジノの時以上の危機感を覚えながら、オレもとりあえず走り始めた──！




　　　　　　　※




（と、とりあえずやってみよう）

　繁華街に出て、一人になったオレは、まずそう覚かく悟ごする。

　当然といえば当然なんだけど、オレにはナンパのコツなんて分からなかった。

　相手をリラックスさせる明るい話術もないし、相手を無条件で惹ひき付けるルックスもないし、勿もち論ろん、相手が群がってくるような資産もなかった。

　となると、今、まず、オレに出来ることは、目に映る女子全てに声をかけて、手数を増やすこと……そして場数を踏ふんで、少しでも情報を得ること。

（よし……やるぞ！）

　なんか燃えてきた……！　というわけでオレは、早さつ速そく、ターゲットを探す。

　幸い、街には、しかもこの繁華街には、沢たく山さんの女性が溢あふれている。

（いた……！）

　だから、早速、オレはターゲットを見つけた。

（性別・女性。

　推定年ねん齢れい・二十歳前後。

　顔・美人。備考……ヒマそう）

　繁華街の一角。ちょっとしたベンチが置かれた場所で、ボーッとしている女性をオレは、発見したのだ。

（よよ、よぅし……！）

　緊きん張ちようしながらも、オレは一度息を吸い込み、

「あ、あのぉ！　今、おヒマですかっっ？」

　声を多少裏返しつつ、自分の中にある全ての勇気を振ふり絞しぼり、突とつ撃げきする。

　しかし次の瞬しゆん間かんだった。思いもかけないことが起こった。

「え？　あぁー……ごめん。ヒマだけど、私、ある一定以上のルックスの人としか、街歩かないって決めてるの。だから君とは一いつ緒しよに歩けない。ごめんね」

　笑え顔がおでさばさばと、しかししっかりとした言葉で正面からオレのナンパを断ってくるお姉さん。

（えぇぇ……!?）

　ドシャッ。

　頭が真っ白になり、オレは膝ひざから崩くずれ落ちた。

　まさかここまで真正面から断られるとは……!?

（ちょ……心が痛い痛い痛い痛い……え？　要するに、オレが一定以下のルックスってこと……!?　ナンパって……失敗したら、こんなキツイこといわれなきゃいけないの？）

　ナンパの恐おそろしさをいきなり刻み込まれたオレ。

（い、いや、まだだ、まだ終わらんよ──！）

　しかしオレは頭を振って、ダウンを拒こばんだ。

　もしかしたら、あの人は、たまたま難敵だったのかもしれない……。

（場数を……場数を踏むんだ！）

「あ、あのぉ！　今、おヒマですかっっ？」

　オレはすぐ立ち上がって、再び戦場に舞まい戻もどった。

　今度は、すぐ近くを歩いていた、買い物カゴを提さげた庶しよ民みん的な風ふう貌ぼうの女性に声をかけてみる。

　が。

「ンだテメェ!?　オレの嫁よめに何か用かコラッ!?　あぁ!?」

　すぐ後ろから身長二メートルを超こえるような、スキンヘッドの大男がすっ飛んできた。うおおお!?　やばい、人妻だったか！　そんなのも加味しなくちゃいけないの、ナンパって!?

「す、すいません……間ま違ちがえました！」

　慌あわてて逃とう亡ぼうするオレ。

「あらー、残念」

　人妻は冗じよう談だんっぽく笑ってるが、冗談じゃない……殺されるとこだった……！

（でも、いいんだこれで……失敗は成功の母……場数だ……場数を踏むんだ！）

　オレは諦あきらめない。

「あ、あのぉ！　今、おヒマですかっっ？」

　少し間をおいて、今度は、前を行く、腰こしまで長い髪かみを伸のばした綺き麗れいな後ろ姿の女性に声をかけてみた。

　が。

「え？　いいけど……私、男だよ？　そこの宿屋行こっか？」

　振り向いて現われたのは、思ってたよりもガタイのいい、異常に美しいんだけどどこか男っぽさを感じさせる不思議な容姿の人だった。うおお!?

「あ、あぁ、いや、すいません、今回は、異性じゃないとダメなんです……」

　いろんな意味でその覚悟もなかったし、いちおう、ステフもそういってたしそれは真実でもあった。

「えぇ～～そうなの残念、また、声かけてね」

　去っていくお姉……お兄さん。こういう……パターンも……あるのか。

（ば、場数だ……場数を……踏むんだ……！）

　だいぶ疲つかれてきたが、まだ諦めない！

「あ、あのぉ！　今、おヒマですかっっ？」

　前から歩いてきた、暗い緑の髪を伸ばしたスラリとした女性に突撃する。

「え？　ヒマ、ヒマヒマ！　何？　これ、ナンパ？」

　すると次の瞬間だった。

　なんと、その女性は、思わぬリアクションでいってきた。

「え!?」

　思わず、オレ。あれ!?　今回いきなり成功した!?

「あ、はい、そ、そうなんですけど……」

「いいよ！　じゃあ……ついていったげる！」

　ニコッ。笑顔でいってくる、女性。

　ウソオオオ!?　成功した!?　喜びかけていると──。

「その代わり、この子も一緒でいい？」

　その女性は、くるりと向きを変え、オレに背中を見せてきた。

　そこにいたのは──白い布のようなものにくるまれ、すやすや寝ね息いきをたてている、小さな赤ん坊ぼう……。……え？

「いやー、実はさ。この子生まれたのはいいんだけど、父親蒸発しちゃって。新しいパパ募ぼ集しゆうしてたとこなのよ。良かった。やっと新しいパパが見つかった。じゃ、これ、書いて」

　嬉うれしそうにオレの手に一枚の紙を握にぎりこませながらいってくる女性。【婚こん姻いん届とどけ】。そこにはこう書かれていた。え……!?

「いやいやいや！　あの、すいません、そこまでするつもりは、オレは……」

　正直に告白するオレ。

「……は？」

　その瞬間。女性の顔が、本当に恐ろしく冷たいものになった。

「何？　〝そこまでするつもり〟って。じゃあ、どういうつもりで声かけてんの？　最初から瞬間的に遊ぶつもりで声かけてるってこと？」

「うぐっ……！　そ、それは……」

　た、確かに、そこ突つかれると痛いが……！　なんせこっちは授業の課題としてナンパしてるだけなんだから……。

「謝って」

　そして女の人は、とんでもない圧力でオレにそういってくる。え……!?

「土下座して、謝って。あと……慰い謝しや料りようとして一○万Ｇ」

「え、えぇ!?　じゅ、一○万!?　ですか!?」

「何その表情。当然でしょ。女の人傷つけたら、その心的外傷に見合う金額、男が払はらうのは。慰謝料って言葉知らない？　こういう時動くお金のことなんだけど」

（えぇぇ……!?）

　そういうもん……なの？　オレ、ナンパあんましたことないからよくわかんないよ……。

「す、すいません、じゃあ、今、三○○○しかないんで……これで勘かん弁べんしてください」

　それはなけなしの金なんだけど……。もうさっさとこの場を乗り切りたいので、オレはお金を取り出してお姉さんに差し出す。

「はぁ？　チッ……シケてるわねー最近の学生は……」

　お姉さんは不満げにだが三○○○Ｇを奪うばい取り、

「まぁいいわ。これで今日の食事にはありつけそうだし……。じゃあね、パパ。パパになりたくなったらまた声かけてね」

　最後に赤ちゃんに手を振らせ、その女性はオレの下から去っていった。なんか、凄すごい一連の流れがスムーズだったんですけど、あの女の人……。もしかしてオレ、なんかの罠わなにはまった？

（くっ……）

　オレはさすがに地面に膝をついた。

（むず……。ナンパ、むず……）

　場数踏もうと片かたっ端ぱしから声かけてみたけど、予想以上に厳しかった、ナンパ道……！

　この十数分で、四回連続ナンパ失敗するだけじゃなく、まさか三○○○Ｇまでむしりとられるとは……！

（てか……こんなの……成功できる奴やついるのか……!?）

　改めて思う。ナンパって、成功させるの、めちゃくちゃハードル高いわ。

　性別も性格も年齢も違ちがう女の人に声かけて、不ふ審しんがられず、興味もってもらって、ついてきてもらって、なおかつ一緒にお茶飲んでもらう……しかも初対面一発目で。

　確かに案外冒ぼう険けんに役立つスキルかもしれないけど……オレにとっては魔ま王おう討とう伐ばつにも等しいような困難なミッションだ……。

（さすがのディア達でも無理じゃないか……!?）

　スタート前、ディア達は、余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったけど、ほんとに青写真通り進んでるのかあいつらのナンパ……？

　などと惨みじめに地面に突っ伏ぷして、そんなことをつい考えた、その時だった。

「オラァッ！」

　唐とう突とつに、繁はん華か街がいに、聞きなれた女性の怒ど声せいが響ひびき渡わたった。

（えっ……）

　困こん惑わくしながら視線をそちらに向けると、

「て、てめぇやるじゃねぇか……！」

「てめぇこそな」

　繁華街の一角、噴ふん水すいなんかがある少し開けた場所。

　そこで、ギャラリーに囲まれて、なにやら、変に姿勢の良い、格かく闘とう家かの胴どう着ぎを纏まとった熊くまのような大男と殴なぐり合っているディアの姿があった──。
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「オラァッ！」

「ふんっ！」

「オラァッ！」

「うらぁっ！」

　バキッ！　ドゴッ！

　バキッ！　ドゴッ！

　ディアと、大男。二人は、足を止め、ただただ順番に、互たがいの顔面を殴り合っている。

　な、何やってんだ？

「ん？　おぉ、リュクスじゃねぇか？」

　思わず近寄ってみてみると、こっちに目ざとく気づいたディアが、満面の笑えみを浮かべてこっちに声をかけてきた。その顔をみて、オレはギョッとする。

　コイツ、あんだけ大男に殴られてるのに、アザどころか、かすり傷一つついてない……!?　どういう基本防ぼう御ぎよ力してんだよ!?

「なんだよ、人が悪ぃな。こんな不器用なナンパしかできねぇおれを笑いにきたのか？」

　そして、試合終わりの格闘家みたいな顔で爽さわやかに笑いながらオレにディアはいってくる。

「いや、不器用なナンパって……これ、ナンパなの？」

　噴水の周り。ギャラリーの中で大男と傷だらけで立ち合って殴り合ってただけだよな……？

「ま、そう思うわな。けど……おれには、これしかできねぇんだよ」

　バキッ！　大男に殴りかかりながらディア。

「ほら、おれって、育ちがそもそも不器用じゃん？　かわいさとか女子らしさとかねぇ世界で育ったし」

　言葉とは裏腹に、けっこう身体からだ付きとか女性っぽいと思うんだけど……しかしディアはいう。

「よそみしてんじゃねぇ！」

　ドゴッ！　大男がディアに思いっきり殴り返す。

　しかしディアはそんな状態にも無傷のまま、ニカッと笑い、

「ご忠告──ありがとうよ！」

　拳こぶしをグッと握り、めきゃっ！　大男に殴り返しながら、

「当然、全然モテねぇし。まぁこんな奴かわいいと思う男いるわけねぇしな。だから結局、こうやって、拳に任せるしかねぇんだよ！」

　自分の頰ほおを大男に差し出し、

「さぁ、来いよ。おれぁまだまだ耐たえられっぞ」

　快活にいった。

「けどその代わり、約束は守れよ。お前との殴り合いに勝ったら、おれとお茶するって！」

「くっ……！」

　大男はそこで悔くやしげに呻うめき、

「なんて……女だ……」

　拳を振ふり上げた次の瞬しゆん間かん──ドォォン。

　限界を超こえたように、そのまま仰あお向むけに地面に倒たおれこみ、

「はぁ、はぁ……負けだ」

　ニッ、吹ふっ切れたように笑顔で、

「負けだ、負け。分かった分かった。お前のナンパに乗ってやるよ、ディア・ベナード」

　ディアのナンパに乗ることを快かい諾だくした。えぇぇぇぇぇぇ!?

　オレは目を疑う。殴り合いの果てに、ナンパが成立した？

「クソ、仮にも武道家学校の特待生である俺が負けるとはな……」

　そして笑顔で男はそういった。

　えぇぇぇ!?　しかもあなた、武道家学校の生徒だったの!?

「いや、お前の拳も中々だったぜ？　あと百発喰くらえばおれも危なかったかもな」

　笑顔で、無傷に終わった自分の顔を見せながらディア。何で遊び人学校の生徒が、武道家学校の特待生に殴り合いで勝ってるんだよ……しかもナンパで？

「とまぁ、おれはこんな感じだ、リュクス。粗そ末まつなナンパ見せて悪かったな」

　苦く笑しようしながらディアはわびるようにオレにいってきた。

「いや粗末っていうか……」

「これでやっと一○人目だし。ほんとおれはお前に比べてダメだわぁ」

　そして困ったようにディアはいう。…………え？　一○人目？

「一○人って、何が？」

「？　だから、ナンパ成功した人数だよ」

　いうと、視線をチラッと噴水のほうに移すディア。見るとそこには、今まで気づかなかったけど、……ディアと同じように、顔面アザだらけになってる男がずらりと並んでいた。

「え……まさか……もう九人やっつけ……いや、ナンパ成功してんの……!?」

　まさかと思って聞くオレ。

「おお。まぁあんま早くノルマ達成しても授業料もったいねぇし。ちっとでも実戦積んどいたほうが後々自分の為ためになるだろーからな。で？　リュクスは、今、どんなナンパしてんだ？　もう何人ナンパした？」

「え？　オ、オレ？」

「どーせまたすげぇナンパしてんだろ？　よかったら見せてくれよ。おれ、まだまだ時間余ってるし……」

「い、いやダメダメダメダメ！」

　オレは慌あわてて首を振った。ディアの、ここまで独創性溢あふれしかも結果も出しまくってるナンパを見た後、オレのあの普ふ通つうにダメなナンパを見られたくない！

「オ、オレ、あっちでやるから！」

　踵きびすを返しながら、逃にげる様にオレ。

「？　そか？　んじゃまたあとでなー」

　不思議そうに見送るディアのほうを振り向きもせず、慌ててオレはその領域から離り脱だつした──。
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「はぁ……」

　少し離はなれた繁華街内。

　トボトボ歩きながら、オレはけっこう落ち込んでいた。

（すげぇな……やっぱ本物の特待生は）

　痛感せざるを得ない。

　遊び人としての完成度、応用力がオレと桁けた違ちがいだ。カジノだけじゃない、ナンパでも、なんでも、あっさり対応し、自分の中の引き出しでハードルを越こえていく。

（たぶん、他の三人もすげぇんだろうな……）

　連想するように、ルナル達のことを考えるオレ。

　するとその時だった。それにシンクロするように、目の前で、ざわっ、という歓かん声せいが上がった──。




「良かったら他の人達もアドバイスしますけど？」

　行列の前。相手を見もせず、手元の難しそうな本を見ながら目の前に群がる女性に淡たん々たんといっているのは、まさに今顔を思い浮うかべた三人のうちの一人、ルナル・フェイエルだった。

（えぇぇ……!?）

　目の前の光景に啞あ然ぜんとなるオレ。

「所しよ詮せん恋れん愛あいなんて中学程度の数学の公式を解く程度のことだし……。メイクは足し算、コーディネートは掛かけ算、ダイエットは引き算、僕にとってはどれもこれもつまらない練習問題に過ぎない。

　もうノルマはクリアしてるからこれ以上は非合理的ではあるんだけれど……どうせヒマだし。広場のカフェまで来てくれれば、さっきの人達程度には、そこで色々アドバイスするくらいはしてあげますよ」

　手元の本に視線を落としたまま、まるで興味がないように、少なくともまだ手元の本のほうが退たい屈くつしないとでもいいたげな態度でルナルは目の前の女性達にいう。

　それに対し女性達は、

「くぅ、生意気な……しかし格好良いわね……！」

「この、恋愛に全く興味ない感じが、逆にそそるのよね……！」

「なんかアドバイスも的確だって噂うわさだし。と、とりあえずついていってみよっか？」

　気を悪くするでもなく、むしろ嬉うれしそうにキャーキャーいいながら、ついていこうとしている。

　えぇぇぇ……!?　ルナル、賢かしこさ＋本人の風変わりなキャラクターで、結果普通にモテる……!?

　かと思ったら。この一帯を騒がしている男がもう一人いた。

「ま、待て、押すな。今、母なる山よりお借りしている由ゆい緒しよ正ただしき聖せい剣けん、ヴォルケイン様に占うらなってもらってやるから」

　ルナルに群がっていた女性と同じくらいの数の女性を従え、偉えらそうにいっているのはなにやら黒いローブで全身を覆おおって、怪あやしい占い師みたいな格好に扮ふんしている……ウルフ・ゼーフントだった。

「ヴォルケインさんヴォルケインさん教えてくださいな……！　この子の今後一年の恋愛運、どーんなだ!?」

　カランッ。倒れたヴォルケインを見ながら、ウルフは、

「ふむ……ふむ……なるほどな」

　ものすごく深く頷うなずきを繰くり返し、

「お前は今、年上の男性に恋こいをしているな」

　クソ真面目な顔でそう言い放つ。

「!?　な、なんでそれを……」

　占ってもらっていた、列の先頭のメガネっ娘こが、ちょっと照れたように後ずさる。

「ヴォルケイン様には全てお見通しだ。その男性の身長、体重、血液型、銀行の口座番号、住所その他もろもろ──」

「「口座番号まで!?」」

　思わず声をあげる、そのメガネっ娘と、オレ。ヴォルケイン様凄すごすぎるだろ!?

「なるほどなるほど……」

　ウルフは頷きを重ね、

「今はまだ恋愛成じよう就じゆまで程ほど遠いが……勝負は半年後とヴォルケイン様はおっしゃっている。そこで、お前が、身に着けていれば確実にその先せん輩ぱいを恋に落とすラッキーアイテムがあるそうだ。それは青銅の盾たてとブラッディ・ナイフ。そして追つい撃げきの腕うで輪わ」

「青銅の盾とブラッディ・ナイフ……！　それに追撃の腕輪……」

　必死にメモを取りながらメガネっ娘は復唱。てか何その物ぶつ騒そうな装備……完全に仕留めにかかってる装備だけど……。

「さらに追加アドバイスが欲しければ、カフェまで来るがいい。他の連中もな。今日のヴォルケイン様は機き嫌げんが良い。まだまだ占ってもらえそうだぞ」

　そしてそう告げるとウルフは、スタート地点の広場に向かって歩き始める。

　それを見た女性陣じん、

「何あれ？」

「すごいあたる占いだって。さっき占ってもらった人、いきなりもう彼氏できたらしいよ」

「いってみよっかー。なんかあの人、孤こ高こうの傭よう兵へいって感じでけっこう渋しぶいしね」

　ゾロゾロついていく女性陣。

（マジかよ……!?）

　オレは頭を抱かかえる。こいつも、ナンパうまいな！　ルナルと一いつ緒しよで、一見ナンパと無関係な事こと柄がらで惹ひき付けて、あとは結局元々のルックスでナンパを成功させてる……!?

「あら？　リュクスじゃありませんこと？」

　驚おどろいていると、背後から声をかけられた。

　声をかけてきたのは、アナ・ナトラ。

「あ……アナ……」

「もしかして、リュクスも困ってる状態ですの？」

　はぁ、と嘆たん息そくまじりにアナはいった。

「え？　はぁ、まぁ、困ってるけど……」

　自分のナンパの成功率の低さと、他の面々の圧あつ倒とう的な実力の格差に。

「奇き遇ぐうですわね……実は私わたくしもですの。何でナンパしようとすると、いつも、こうなるのかしら」

　振ふり向かず、声だけで自分の背後を示しながらアナ。

「外でナンパをしようとすると、いつもこうですの。外に出て、道を行く人に声をかけようとすると──その前に、どこからともなく見ず知らずの男達が寄ってきて、私を取り囲み、逆に私をナンパしてくるんですわ」

　その背後には──なにやら慌あわただしく周囲と連れん絡らくを取り合う、十数人の変に精せい悍かんなしかしチャラい格好の男達の姿があった。えぇぇぇ……!?

　そしてその男達は、オレと向き合っていて気づかないアナをよそに、小声で必死に互たがいに指示しあっている。

「アナ様に絶対どこの馬の骨とも知れぬ男を近づけるな……！　親衛隊だけで固めろ」

「学外の知り合いは失格になるというルールということだ。アナトラ様と面識のない近この衛え兵で固めて、自然にアナ様をナンパしてさしあげろ！」

（えぇ……!?　なんかアナ、変装した親衛隊に監かん視し・護衛されてる……!?）

　驚いていると、

「はぁ～あ」

　くるっ、アナが何気なく男達のほうへ振り向いた。するとその瞬しゆん間かん、ぴたりと男達は真面目な会話を止やめ、

「いや君かわいいね～。ねぇ、早くお茶がしたいな～」

「そうだよ、そのほうが警護もしやす……いや、ゆっくりお互いを知り合えると思うんだよな」

　急にチャラい口調と笑え顔がおでいってくる親衛隊のみなさん。

（そ、そうか……）

　オレはひそかに頷く。一国の女王に、好き勝手にナンパさせてなんかあったら国全体の大問題だもんな……。だからアナが外に出てナンパしようとした時は、絶対向こうから逆ナンしてアナを守ってるんだ……！

「はぁ」

　そしてその状じよう況きように、アナは困こん惑わくしたように嘆息している。

「なんでこうなるのかしら……？　みんなのナンパもこうなのかもしれませんけど。

　勝手に異性が寄ってくるというか……まるで自分が何か誰だれかに守られてるような錯さつ覚かくを覚えるというか……おかげで私、今回もノルマは楽に達成できそうなんですけど、あまり達成感が感じられないんですわ……。でもリュクスもそうなんですのね……少し安心しましたわ」

　シンパシーを感じたように、ホッとした表情でアナ。ご、ごめん。聞いてみたら、オレとは真逆の悩なやみだったわ……。そんな恵めぐまれた悩み、こっちは到とう底てい持ちあわせてないわ……。

「でも、リュクスなら、こんな状態でも、もっとうまく、もっと革新的に、もっと楽しくナンパするんでしょうね……。そうですわ、良かったら、参考にさせてもらえません!?」

　そしてアナは、ディアと同じく、良いことを思いついたように顔をパッと明るくしながらいってくる。

「ご一緒しますので、リュクスの見事なナンパを見せていただけません？　そうすれば私の悩みも少しは光明が見えるかもしれませんし」

「む、無理無理無理無理」

　いろんな意味でオレは首を振った。

　そもそも見事なナンパできないし。ギロッ。

　なにより、アナの背後にいる、（なんだお前……）（何アナ様と仲良くお話ししてんだ）そんなメッセージを感じさせる親衛隊からの冷たい視線にこれ以上耐たえる自信もなかった……。

「き、企き業ぎよう秘密だから、オレのナンパは」

　オレはアナに手を振り、離はなれる。

「じゃあ、また後でね」

　オレはもう、あの広場には帰れないかもしれないけど……。

「そうですか……？　残念ですわ」

　そんなアナの呟つぶやきを背に、オレは特待生全員から逃にげるように走り始めた──。




　　　　　　　※




（やっぱすげーな……アイツら）

　どこをどう走ってきたのか……。気がつくとオレは、繁はん華か街がいの奥の奥、路地裏の行き止まりのような場所で立ち止まっていた。

　そこでひっそりオレは改めて思い知る。

（つか、やっぱ無理あるよ、あんな凄い奴やつらと一緒の授業、素人しろうとのオレが攻こう略りやくしていくの……）

　一人でいいっていってるのに、それぞれのやり方で、やすやすとその十倍以上の数をナンパしていた四人……。

　これからもあんな奴らと対等にやっていけるとは到底思えない……。

（やっぱここまでかな……）

　じめじめとした路地裏の中で、オレはつくづく思い知っていた。

（こうなったら……潔く辞退して……）

　がんばったところで、これ以上、状況を好転させられるとも思えない。

　というわけでオレはオレなりの〝覚かく悟ご〟を固めかける──しかし、その瞬間だった。

「キュイィィィ……」

　路地裏の隅すみから。

　天使の福ふく音いんか、悪あく魔まの罠わなか。

　なにやら、物悲しい声が聞こえてきた──。




「え？」

　驚いて顔を向けると、そこにあったのは、路地裏の奥の奥、下水道へ続く鉄てつ格ごう子しからちらりと見える白い〝手〟。

　さらに同時に、

「ア……ァァァ」

　人間の言葉ではうまく表現できない、歌とも叫さけび声ともいえない物悲しい音、としか表現できない音が聞こえてくる。

「あ、あぁ……ハーピィか」

　が、それを見たオレはむしろホッとした。

　ハーピィっていうのは、ルスキニア周辺にいる魔ま獣じゆうで……人間の女性に似た姿をしている。

　歌と綺き麗れいな手で男性冒ぼう険けん者をおびき寄せ悪戯いたずらするという、まぁハッキリいってちょっと迷めい惑わくな魔獣なんだけど。とはいえ、悪戯も、おどかして腰こしぬかせたり、泥どろ水みずかけて服をよごすといったような大したことのないものばっかりなので、危険度は正直低かった。まぁ街にいるような魔獣はそんな奴ばっかりなんだけど。

「街じゃ珍めずらしいな……そら、出てこいよ」

　オレは、なけなしの金で、近くの出店で喉のどに良い飴あめを一つ買い、そしてそれを下水道からギリギリ届かないところに置いてやった。

　やっぱ喉が大事なのか、ハーピィはこういうものが大好物だった。

「アァ……アァァ!?」

　その瞬間、即そく気づいたらしく、ハーピィは歌を中断してポンッと下水道から飛び出すと、ものすごい勢いでオレの目の前の飴を口に運び口の中でコロコロ転がしだした。

　八つの蝶ちようの羽のようなものこそついているけど、そこにいるのは、無む邪じや気きに飴に喜ぶ十歳前後の少女みたいなもんだ。

「やれやれ……」

　オレはそのハーピィを眺ながめるともなく眺めながら、なんともいえない気分になる。

「ナンパもこれくらい簡単なら、オレもなんとか喰くらいついていけるんだろうけどな」

　飴を舐なめ終え、今度は、感謝の意を表すようにオレの首の後ろに無理やり飛び乗ってガックンガックン揺ゆさぶってくるハーピィに、されるがままになりながらオレ。

「ま、でも無理か……。相手は異性の人間っていってたし。かといって、魔獣ならともかく、人間のことはオレ、よく分からないし。結局辞退するしかないんだよな……」

　というわけで、ガックンガックン揺さぶられながらオレは決意を新たにするが、

「あ、あのぉ……！」

　その時だった。

　路地裏の入り口のほうから、思いがけない声が、オレにかけられた──。




　　　　　　　※




「……え？」

　困惑しながら振り返る、オレ。

　するとそこにいたのは、なにやらボーッと赤い顔でこちらを見つめる、五、六人の男の姿。

「い、今、おヒマですか……？」

　目をうっとりと潤うるませながら、おずおずと聞いてくるオッサン……。

「え？　え？」

　一いつ瞬しゆん意味がわからず一歩後ずさるオレ。しかしその集団はその分オレに一歩詰つめ寄より、

「よ、良かったら、オレとお茶しませんか!?」

「ちょ、何いってんだ!?　この方とお近づきになるのはオレだ!?」

　さらにオレを逆ナンしながら争そう奪だつ戦のようなものを開始する。

（え……えぇ!?　な、何が起こってるんだ？）

　さっきまで、あんなに追いかけても散々な結果に終わったのに……なんで急に、しかも、何もしてないのにオレ、モテ期到とう来らいしてるんだ？

「あ……」

　と、そこでオレは、ハタと気づいた。

「もしかして……お前？」

　オレは肩かたの上にいるハーピィに聞く。

「アァ……アァァ」

　気がつくと、ハーピィは上じよう機き嫌げんに音を発していたのだ。

（えぇぇ……!?　もしかして、これ、……ハーピィの力で、オレに、いろんな男が群がってきてる……!?）

　まさかの状況にうろたえるオレ。ハーピィの能力にこんな使い方あるのか!?　ハーピィを肩車させた状態で歌わせると、その下の人間がモテるっていう……。

「ま、まぁでも……残念ながら、どっちみち、ナンパ出来そうな人いないけどな……」

　オレは目の前の面々を一いち瞥べつして呟く。そこにいるのは、男だけ……まぁ男性冒険者を惑まどわす魔獣だから仕方ないんだけど……。異性をナンパしなくちゃいけないルールだから、これではどうにも状況は好転させられない。

「まぁそんなうまくいくわけないよな……オレのこんな能力で」

　変な話だけど、オレはその状況にホッとした気もする。

「さ、行こう」

　いよいよ決心がついたオレは、ハーピィを背負ったまま、群がる男達を搔かき分わけ、その路地裏から出る。

　すると次の瞬しゆん間かんだった──。

「え!?」

　表通りに出た瞬間。思わず目を疑うような光景がそこに広がっていた……！
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　一○分後──。

　最初にステフがオレ達を集めた広場。

　そこに、オレは、もの凄すごい数の女性を引き連れながら、堂々凱がい旋せんしていた──。

「なっ……」

「何ィィ!?」

　その瞬間、カフェから飛び出してきたのは、先にゴールしていたディアやルナルなど、特待生の面々だ。

「一○や二○じゃねぇ……」

「ありえん……そもそも、この短時間にどうやってあそこまでの数声をかけるのだ……！」

　顔面蒼そう白はくになりながらオレの背後を見るディア達。

（ですよねー）

　オレもその四人のリアクションに、全力で賛成したい気分だった。




　路地から出たオレを待っていたもの。それは、まるでスター冒険者が城から出た時遭そう遇ぐうする〝出待ち〟のような状じよう況きようの……夥おびただしい数の女子達だった。

　あまりに多すぎて全部は数えられなかったけど、恐おそらく、その数、およそ一○○人……！

　どうも、ちょうどあの時、オレのいた路地裏の近くを、女子初等部に通う一団……平均年ねん齢れい、推定四～五歳……が通過していたらしい。

　ハーピィの攻こう撃げきは、基本男にしか効果がないはずだったが、これくらいの年齢の、そこまで男女差がハッキリしていない子たちには、恐るべき効果を発揮したらしい。

「ねぇ遊んでよお兄ちゃん！」

「名前なんていうのお兄ちゃん!?　え、リュクス!?　ステキな名前～」

「ちょっとどいてよ泥どろ棒ぼう猫ねこ、リュクス兄ちゃんとケッコンするのは私なのよ！」

　引いん率そつの先生達が困こん惑わくするほどの勢いで、全員、オレをハートマークの目つきで見つめていたのだ。

　あと、一部、何な故ぜか〝人としてアレ〟な人達もひっかかってきた。

「くっ……！　さ、さっき貰もらった三○○○Ｇ返すわ。だからお願い、私と結けつ婚こんして！」

　そこにいきなり現われたのは、さっきオレから金をむしりとった、子連れのやり手姉さん。

　えぇっ!?

「うっぷ……。な、なんだ？　なんか、ドーファン見てると、胸がぽかぽかして変な気分が……なんだっけこの気持ち？　十数年前には私にも覚えがある感覚なんだが……」

　何故か、審しん査さ員であるステフまで、顔面蒼白でつられてきた。

　えぇっ……!?　男性と園児と人としてアレな女性だけに通じる誘ゆう惑わく攻こう撃げきって何なの……!?　欲よく望ぼうに忠実な人らってこと……？

　さすがにこれはまずいと思って、オレはハーピィを下水道に帰らせたんだけど、よほど深く効いてしまったらしく、未いまだ効果は途と切ぎれず……。

　もうどうしようもなかったので、オレは、ここへ帰ってきたのだった。

「やられた……！」

　そしてディア達は、予想通り、そんなオレを見て次々地面に崩くずれ落ちた。

「あの程度の数ナンパしただけで帰ってきたおれ達が馬ば鹿かだったぜ……」

「しかも、数だけでなく質も異常なレベルですわ……！　あの幼児達は王立第一初等部の生徒たち……！　いずれ由ゆい緒しよ正ただしい貴族に嫁とつぎ国の中ちゆう枢すうに入っていく超ちよう良家の娘むすめ達ですわ。さらにルスキニアで指名手配されている子連れ女結けつ婚こん詐さ欺ぎ師し〝エメラルドのフラウ〟に、なんと掟おきて破やぶりのステフ先生まで……！　完敗以外の何ものでもありませんわね」

　脱だつ帽ぼうの眼まな差ざしでオレを見つめながらオレにいうディアと、アナ。

　いや、ちょっと待って、オレのナンパした面々、そんな人らだったの!?　この子ら、そんな超良家のお嬢じよう様さまなの!?

　しかも〝エメラルドのフラウ〟……って！　やっぱこの人、女詐欺師だったんかい！

「そして、あそこまでの幼女趣しゆ味みとはな……！」

「ああ……」
















　ルナルとウルフは狼ろう狽ばいしたように唸うなっていた。

「確かに理にも適かなっている……幼子のうちに狙ねらいを定め、それを理想どおりの女性に育てる。数学的にも、これ以上ないくらい合理的だ」

「ああ。それに、そこまでマニアックな性せい癖へきも出さず、普ふ通つうの女性をナンパしてきた俺達がまるでつまらない漢おとこに思えてくるな」

　なにやらガックリ肩を落とすルナルとウルフ。

（もう……好きにいってくれ）

　愕がく然ぜんとオレ。一生語り継つがれるんだろうな……ナンパの授業やったら、一○○名近い幼児達ナンパしてきた鬼き畜ちく男って……。

「ドーファン」

　そして、そんな四人が、オレに聞いてくる。

「頼たのむ！　一つでいい！　一つでいいから、おれ達にアドバイスくれや！」

　四人は並んでオレに聞いてきた。

「は!?」

「途と方ほうもねぇ差があることはこれでいよいよもってわかったが……少しでも近づきてぇんだ。だから頼む、おれらに、なんかアドバイスくれ！」

　はぐらかすには、あまりにも真しん剣けんな表情でディア達がいってくる。えぇぇぇぇ……!?

　オレは頭を抱かかえ、たっぷり悩なやんだ後、

「じゃ、じゃあ……」

　四人に向け、順番にいった。

「ディアは、かわいらしさとか女子らしさと無む縁えんっていったけど……そんなことないと思うぞ？　なんかこう、いろんな部分女子らしいし……」

　まぁ具体的には、こう……常に外気に晒さらされてる胸やへそのあたりなんだけど。

「マ、マジで!?」

「う、うん。だから、こう……拳こぶしとか使わないナンパに挑ちよう戦せんしてみたらいいんじゃないかな、もうちょい女子らしい格好して。まぁ勿もち論ろん、退学とかかかってない日に。たぶん普通に成功するんじゃないかな」

「お、おれが、……拳を使わずに語る……？」

　しかし、その助言は、ディアには思った以上に想定外のものだったらしい。ポカンとしたまま、フリーズして動かなくなった。

「ルナルは……まぁ、もうちょい女子の目見て話してあげれば喜ぶんじゃないかな……？」

　オレはルナルのナンパを思い出しながらいった。ルナル、よほど興味なかったのか、結局一度も顔上げないままナンパしてたしな……。

「なっ……!?」

　ルナルは後ずさって、眼鏡をズラしながら呻うめいた。

「相手の目を見る……!?　そんな思いがけないコミュニケーションの方法があったのか……！」

　熱っぽくいいながら、持っていた本のページを一枚切り取り、そこにものすごい速さでペンを走らせメモを取るルナル。いやいや、メモ取るほどのこといったか!?

「え、えぇと……ウルフは……なんだろ。そうだな、あんまり、占うらないで物ぶつ騒そうな装備とか出てきたら、多少マイルドなものに置き換かえて伝えたりしてもいいんじゃない……？」

「その手があったか！」

　ウルフは信じられないほど感かん銘めい受けた表情でオレの両りよう肩かたを摑つかんできた。えぇぇ!?

「いや、俺の占いは、よく後に刃にん傷じよう沙ざ汰たになってたんで、困っているところもあるんだが……まさかヴォルケイン様のお告げを加工して伝えろとは……信じられん罰ばち当あたりな発想だ！」

　片かた膝ひざをつきながらウルフ。ヴォルケイン様、占いばっかりに使ってるお前に罰当たりとか言われたくないよ！

「最後にアナは、なんだろな……。変装とかしてみたら？」

「へ、変装……!?」

　絶句するようにアナ。

「眼鏡かけたり。髪かみ形がた変えたり。帽ぼう子しかぶったり。変な服着たり。そしたら、さすがにあそこまですぐアナだって特定されない……というか、えぇと、あの、すぐ男が集まってくる不思議な現象も多少ましになると思うんだけど……」

「なるほど、そうか……！　名前を変えても、顔を変えてなかったら、どうしても一部の人間には正体を悟さとられてしまう……！　それを変えろと……なんと大だい胆たん、なんと不敵！　敵かないませんわ、貴方あなたには……！」

　涙なみだながらに微笑ほほえんでアナ。いや……名前変える知ち恵えあるなら、顔くらい変えときなさいよ……！

「こ、こんなもんかな？」

　自分でもビックリするくらい、ごくごく当たり前のことしか指し摘てきしていないつもりだった。が、例によって例のごとく、

「拳を使わない……！」

「相手の目を見る……！」

「占いをカモフラージュする……」

「変装する……！」

「「「「なんて……的確なアドバイスだ！」」」」

　四人は人生のターニングポイントにでもであったように、感銘を受けた表情を浮うかべている。

「やはり恥はじを忍しのんでドーファンに頼んで正解だったな」

「予想もしない角度からのアドバイス……これからもどんどんアドバイスを貰うことにしよう。そのほうが合理的だ」

　よりオレの評価を高めた眼差しでオレを見ながら四人。

（なんでこうなる……!?）




　その後、

「……ハッ？　あれ？　私何やってんだっけ？」

　さすがプロ冒ぼう険けん者だからなのか、他の女性達より早く正気に戻もどったステフが、

「って、おいおいおい……何がどうなったらこうなるんだよ!?」

　百人の幼児達＋αが殺さつ到とうし、さらに特待生達が感かん涙るいしているカオスな場面にいきなり遭遇、

「なんだこの状況……!?　こんなナンパしてきたのか!?　勘かん弁べんしてくれよ……こんな人数、カフェに入るわけねーだろ!?　百人ナンパするのは卒業時だっつったろ!?」

　パニックになり、

　その後結局、オレは、そこにいる幼児全員に広場でジュースを奢おごればナンパ成立という特例が適用されたのでジュースを奢り（資金はステフに借りた……）、

　よくも悪くも今日も今日とて遊び人学校の授業をなんとか生き残る。

「まさか特例適用とはな……しかも入学一週間で担任に借金」

「本当に規格外ですわ、私わたくし達の筆頭特待生は……！」

　そんなオレにもたらされるのは、相変わらずのオレへの勘かん違ちがいの賛辞の声。

　オレが食堂で一人飯を食う時間は、まだまだ終わりそうにない……！










　　　三章　王立勇者学校の優等生







「ようリュクス、放課後、ちっと秘密の特訓付き合ってくれや」

　遊び人学校に入り、一ヶ月が経たった。

　しかし一ヶ月経っても、オレを取り巻く環かん境きようは変わらなかった。

　むしろ、エスカレートしていっていた……。

「待てよディア。今日は彼は僕と訓練したいと思っているはずだよ」

　本に目を落としながら勝手なことをいうルナル。

「理解に苦しむな……フェイエル。貴様も連日ドーファンを独ひとり占じめしているではないか。今日という今日は、俺とウィンドウショッピングする約束を守ってもらうぞドーファン」

　全く隙すきのない佇たたずまいで、しかし少し頰ほおを赤らめながら、なんか気持ち悪いくらい可愛かわいいことをいってくるウルフ。

「あら、何な故ぜそうなるんですの？　貴方達はもう十分リュクス様の寵ちよう愛あいを受けているではないですか？　今日は私わたくしが、お父様にリュクス様を紹しよう介かいしようと思っていたところでしたのに！」

　頰を小動物のように膨ふくらませながら、鼻息荒あらく怒おこっているのはルスキニア第一王位継けい承しよう者、アナ・ナトラ。いやお父様って……勘かん弁べんしてくれ！

「いやいや、だから、ちょっと待ってくれよ……」

　その全員から、やんわり距きよ離りをとりながらオレ。

「そらディア達の特訓に付き合えるなら付き合いたいけど。まず、オレは、オレ自身を特訓しなくちゃいけないんだっての！」

　オレは身み振ぶり手振り必死に訴うつたえた。

「オレは、お前らの、何倍も遊び人としての勉強が足りてないんだから、こういうところで勉強しないと、どんどん差が……」

「フザけんじゃねぇ！　それ以上一流になってどうする気なんだよ！」

「そうですわ。〝貴族の義務〟という言葉をご存じかしら、リュクス様？　持つ者は持たざる者に施ほどこしを与あたえるのがこの世の礼れい儀ぎですわよ」

　オレの言葉を遮さえぎって、オレをグイグイとどこかへ連行していこうとするディア＆アナ。

（あぁぁぁもう！）

　オレは頭を抱かかえる。

（いつになったら現実分かってくれるんだこの四人とこの学校は!?）




　入学から、一ヶ月。

　驚おどろくべきことに、オレはその間退学にならず、それどころか、筆頭特待生の地位に未いまだに留とどまり続けていた。

　いや、ほんと、驚きだよな……。

　授業は相変わらず、何の為ために役に立つのか分からない、面食らうようなものばっかりだった。

　この前なんか、朝からダジャレを千個思いつくまで不ふ眠みん不ふ休きゆう・飲まず喰くわずでがんばる授業やらされたし……。

　いきなり公共の公園に放り込まれて、大道芸で稼かせいだ金だけで三日間生活したりしなきゃいけないこともあったし。

　あとは、いきなりまた繁はん華か街がいに連れて行かれて、無一文の状態で食事させられ、強制的に食くい逃にげの訓練させられたりした……。

　ほんと、どんな冒ぼう険けん者学校だよ!?

　けどその度たびに、オレは、魔ま獣じゆうを餌え付づけしたり、周囲のクラスメートの勝手な拡大解かい釈しやくに助けられ、なんだかんだ好成績を残し続けてきた。

（はあ、もう、なんなんだろ、この冗じよう談だんみたいな状じよう況きよう……）

　四人に四方からグイグイ引っ張られながらオレはしみじみ思う。

　偶ぐう然ぜん優ゆう秀しゆうだと勘かん違ちがいされた学校で、偶然優秀な生徒達に優秀だと勘違いされ、偶然好成績を残し続けている。

（いつまでもこんな状況続くわけないけど……）

　それは、入学以来、一いつ貫かんして思っていたことだけど。

　けど最近、心のどこかで、こういう気持ちも生まれつつあった。

（なんかここまでこういう状況続くと……こんな毎日が終わるの、ちょっともったいないような気もするんだよな……）

　自分でも信じがたいことだけど。馬ば鹿か力ぢからでいよいよ四つに引き裂さかれそうになりながら、オレはちょっと、そんなことも考えていた。

　そんな、少しずつだけど、自分でも意外なくらい、この妙みような学校〝遊び人学校〟に慣れ始めた頃ころだった。

「何やってんのよアンタ達……!?」

　思いがけない来訪者が、遊び人学校に現われた。




　　　　　　　※




　放課後の、遊び人学校敷しき地ち内の、半野外の回かい廊ろうのような場所。

　見たことがない女子だった。

　かなり明るい金きん髪ぱつに、大きな青い眼の、十人が見たら十人が可愛い、又または顔が整っていると評しそうな、分かりやすい美人。

　やや背が高く、身のこなしも、妙に隙がなかった。

　その女子が、四方からオレをグイグイ引っ張っている四人を見ながら、驚いたように口にしたのだ。

（え……？　誰だれ？）

　困こん惑わくした、その時だった。

「うっぷ……あぁ、あぁ、なんだ、ここにいたのか」

　オレ達の背後から、さらに声。

「校門のとこで待っててくれれば、迎むかえにいったのに」

　現われたのは、ステフ。

「え？　やだ、ステフ先生、そんな、とんでもないですぅ」

　その瞬しゆん間かん、目の前の女子は申し訳なさそうな笑みを浮うかべて顔の前で手をパタパタと振ふり、

「急に来たいっていったのはこっちなんですから。職員室くらい、自分でいけますよ」

　明るく快活にステフにいった。あれ、この子、さっきこんな感じだっけ？　さっき一瞬対面した時は、もっと剣けん吞のんな人かと思ったんだけど……。

「うっぷ。そうか？　まぁそりゃ助かるが……。実は今日、朝の九時半まで吞のんでて、なんか調子が、」

「わー、ステフ先生っておもしろーい！　こんな先生に教えてもらえるなんて、ここの生徒さん達は恵めぐまれてますね！」

　可お笑かしそうに腹を抱えて笑いながら同調する少女。いや、絶対、恵まれてないだろ!?

「て、ていうか……」

　オレはなんとなく挙手して、いい加減なところで口を挟はさんだ。

「え、えっと。話が見えないんですけど。どちら様ですか？　ステフ先生の知り合い？」

「はあ？　何いってんだ。お前らの客だよ」

　ステフは青い顔でフラつきながら即そく答とうした。

「お前らの同級生。勇者学校の今年の筆頭特待生、リッカ・ラトビアさんだ。この近くで実習があるんで、良かったらお前ら五人も一いつ緒しよに参加して合同授業にしないかって誘さそいに来てくださったんだよ」

　何事もなかったようにステフはいうが、オレは一人、飛びずさりそうになるくらい驚いていた。

　はあ……!?　勇者学校の筆頭特待生!?

　オレの視線の先では、リッカとやらが、ステフのほうを見ながらニコニコと人当たりの良い笑え顔がおを浮かべたままだった。




　　　　　　　※




「合同授業……!?」

　そのままステフにひとまず教室に連れてこられたオレ達五人と、件くだんの女子、リッカ・ラトビアは、ちょうどいいからと、明日に聞かされることになっていた話を、教きよう卓たくの前でだるそうにしているステフから今聞いていた。

「うっぷ……そうだ。いいか？　冒険者ってのは、基本、パーティ組むだろ」

　黒板にパーティ、と書き込むステフ。

「パーティってのは、まぁ幅はばはあるけど、だいたい三～十人のプロ冒険者の集まりのことだわな」

　カッカッカッカ、とチョークを走らせるステフ。

「よくあるパーティ構造ってどんなだ？　ウルフ」

「ふむ……」

　いきなり振ふられたウルフだが、しかし落ち着いて首を少し捻ひねり、

「まぁ……ありがちなのは、勇者、戦士、僧そう侶りよ、魔ま法ほう使つかいか……。万ばん能のう型の勇者を一人置いて、前線で身体からだを張って戦える戦士を置いて、あとは攻こう撃げき呪じゆ文もんと回復呪文の遣つかい手を一人ずつ入れる……そういう四人はバランスがよく、国からの初心者用マニュアルにもよくオススメされるパーティではあるな」

「ああ」

　勇・戦・僧・魔……と書き込むステフ。

「ただ問題は。これ、どうやって組んでると思う？」

　そこで再びクイズを出してくるステフ。

「ドーファン、どうだ？」

「え？　オ、オレですか？」

　正直、プロになってからのことはよく知らないんだよな……。

「ま、まぁそりゃ……なんか、登録制の酒場とかに出入りして、知り合うんじゃないですか？」

「さすが筆頭特待生。その通りだ」

　酒場、と書き込みながらステフ。

「へへっ、さすがリュクス！」

「相変わらずの頭脳の冴さえですわ！」

「僕ですらそうはいくまい……！」

　そしてその瞬間巻き起こる、拍はく手しゆ喝かつ采さい。いや……うん……もうやめて。その、簡単な問いに答えただけなのに絶賛されるやつ。よその人も見てるから恥はずかしい……。

　そう思ってよその人、リッカのほうを見ると、

（ん？）

　オレは少し身体を硬こう直ちよくさせた。

　リッカが、拍手喝采されるオレを、何な故ぜか、ジッ……と敵視するような、そんな目線で見ていたのだ。

（……え？）

「どうした、筆頭特待生」

　驚いていると、気づいたようにステフ。

「え？　あぁいや、えぇと……」

　どう説明したものか、一瞬ステフのほうを見て、リッカのほうを見ると、

「？　どうかした？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　そこにあるのは、口元に手を当てて、なんかハラハラした表情でこちらを見てくるリッカの姿だった。

　あれー!?

「あー……気のせいだったみたいです……」

　さすがにこんな毎日で、疲つかれてんのかなー、オレ……。

「そうか。続けるぞ」

　ステフは黒板に向き直り、

「そう。多いのは、酒場に登録だ。その他、まぁ国の冒険者お見合いシステムを利用する制度があったり、自分で道行く人間に声かけてパーティ組んだり、自由は自由なんだが……。問題は、これ、けっこう冒険者の自由に任されてるんで、案外うまくいってねぇんだ」

　そしてステフは、今まで書いた部分に大きなバッテンをつけて、こちらに向き直った。

「うまくいってない？」

「ああ。だってそりゃそうだろ？　昨日まで、戦士ばっかりの学校に行ってたヤツと、僧侶ばっかりの学校に行ってたやつが、卒業した途と端たん、急に知り合って仲良くなれると思うか？　最近は性格の問題もあるしな。人見知りのやつが多く、酒を吞まないやつも多いから、そもそも酒場に出入りできねぇとかいう信じられねぇ人種の冒ぼう険けん者もかなりいる」

　理解できない、とばかりに首を振りながらステフ。いや、こっちからしたら、授業ある日に朝九時半まで吞んでる教師のほうがよほど信じられないんですけど……。

「そこで取り入れられたのが、在学中から、積極的に他校生と触ふれ合う機会作る為ための、学校の垣かき根ねを越こえた〝冒険者学校同士の合同授業〟だ」

　大きなバッテンの下に合同授業、と書き込みながらステフはいった。

「まだ整備中なんでけっこうカオスなとこもあるんだが……今は、学校学校の話し合いで、合同授業組んだり、あとは学校対たい抗こうの学園祭やったり体育祭やったり、色々やっててな。これなら、在学中からなんとなく交流が出来て、卒業した後もスムーズに冒険者パーティが組めるだろ」

　さっきつけたバッテンのさらにうえからグリグリに花丸を描かきながらステフ。

「なるほど……」

　冒険者学校に通っといて、そんなこと今いま頃ごろ知ったのかよって感じだけど、オレはなかなか感心して頷うなずいていた。見るとディア達も今知ったのか、けっこう激しく頷いていた。

「そうじゃないと、戦・戦・戦・戦とか僧・僧・僧・僧とか盗・盗・盗・盗とか忍にん・忍・忍・忍とか……それ冒険者じゃなく宗教団体とか盗とう賊ぞく団とか忍者集団だろみたいな超ちよう偏かたより内輪パーティばっかり生まれるからな……。

　つーわけで。このリッカは、その合同授業システム利用する為、先に連れん絡らくよこして、うちに寄ってくれたってわけだ」

「この近くに、〝はじまりの洞どう窟くつ〟って呼ばれる洞窟があるの」

　ニッコリ笑って、オレに教えてくれるリッカ。

「冒険者強化協会が手を入れてる、自然の洞窟を利用した、初心者冒険者用の半分人工の洞窟で……そこの地下一○階まで潜もぐって、そこにある授業用の〝オーブ〟を持ってくるのが、私に与あたえられた課題なんだけど。

　そういえば、この近くに、遊び人学校があったな、とふと思い出して」

　周囲を見み渡わたしながらリッカ。

「学校側に確認とったら、合同授業オッケーだっていう話になったんで。せっかくだから、将来的にも付き合いが濃こくなりそうな、特待生以上の五人の生徒さんにも参加してもらって、六人で合同授業にしちゃえばどうかなって」

「え？　ちょ、ちょっと待って」

　急な話についていけず、オレはリッカに聞いた。

「って事は……そのリッカさんの、ダンジョン攻こう略りやくに、オレらもくっついていくってこと？」

「そういうことだ」

　ステフがあっさりいった。

「今、こっちも書類整えたりなんだりしてるんでまだ確定じゃねぇが、お前らには明日、勇者学校と臨時の合同授業ってことで、〝はじまりの洞窟〟に潜ってもらう予定だ」

（え、えぇ……!?）

　オレはかなり面食らう。

　いきなり、ダンジョン攻略……!?

　今日の今日まで、ナンパとかカジノとか食くい逃にげの授業しか受けてないのに……!?

　それ、〝はじまり〟とはいえ、一応プロの冒険者が潜るマジなダンジョンなんだよな……!?

「まぁ大丈夫。その場の思いつきでどうにかするって意味では、結局カジノもナンパもダンジョン攻略も一緒なんだから。お前らも十分訓練積んでるって」

　親指を立ててステフが励はげましてくるが、いや、絶対適当だろ!?　命懸がけな時点でナンパとダンジョン攻略は絶対違ちがう！

「んじゃ、決まりな」

　しかし、いつも通り、一方的に話は決まった。

「出発は明日朝の六時。引いん率そつはリッカさんにお願いするか。

　終わったら学校まで自力で帰って来い。期限は日にち没ぼつまでな。死んだり、オーブ持ち帰れなかったり、タイムリミット守れなかったら全員退学」

　息を吐はくようにいつもの台詞せりふを繰くり出してくるステフ。

　で、結局、また退学かい!?　この人、もしかして、ペナルティ〝退学〟しか思いつかないんじゃないのか!?

　オレは頭を抱かかえたが、

「んじゃ私はウチの眼鏡校長と合同授業の手続きの詳しよう細さい詰つめてくるから……あとは適当にやっといてくれ」

　そう言い残すと、ステフはフラフラ教室から出て行った。

　いやあの……オレ、あなたが出した条件を一個も承服してないんだが……!?

「面白くなってきやがったな」

　しかし、ディア達は、いつも通りだった。

「リュクス・ドーファン、ついにダンジョン・デビューか」

「君のことだ……恐おそらく実際の冒険パートでも、僕らの想像もつかないようなイマジネーション溢あふれる行動で僕らを驚おどろかすんだろうね」

「全力でサポートする」

「思う存分暴れてくださいな！」

　やんややんやとオレをチヤホヤしてくるディア、ルナル、ウルフ、アナ。

　いやいやいや！　人生初のダンジョン攻略でしかも戦せん闘とう能力皆かい無むのオレ、ダンジョン・デビューで暴れられないから！

（…………ん？）

　そこでオレは、また、ふと気づく。

　リッカの表情だった。一いつ瞬しゆん目を離はなしている隙すきに、リッカはまた、ジトッ……なにやら疑うたぐるような目線で、オレのほうを見てきている……んん……？

　驚いて見ていると、リッカはハッとなった表情を浮うかべ、

「ど、どうしたの、ドーファン君？　お腹痛い？」

　次の瞬しゆん間かんにはやけに怯おびえたような、面めん倒どう見みが良い委員長のような様子でオレに聞いてきた。

「い、いやいやいや……。な、なんか、君の視線が気になるっていうか……君、オレのこと、変に見てない？」

　さすがに気になり、問いただすオレだったが、

「いや、分かるぜ！　ロッカだっけ？　リュクスのオーラにはついつい目がいっちまうんだよな」

　割って入るような形で、ディアが話を遮さえぎってきた。

　いや、そういう話!?　そういう感じじゃなかったんだけど!?

「そ、そうなの。ほんとにドーファン君のオーラって凄すごくて……私も見習わなくちゃって思って、ずっと見ちゃったんだ」

　しかしリッカは照れたような笑え顔がおでディアの意見に同調し、

「けどこれじゃダメだよね。今日は早めに休んで、気を引き締しめてくるね。うんうん。じゃ、明日、よろしくね、ディア、ルナル、ウルフ、アナ、あと……リュクスさんも」

　優ゆう雅がに微笑ほほえみ、教室から去っていく。

　え、えぇぇぇ……!?

　何？　なんか、都合悪くなって逃げたようにも見えるんですけど……。

「あ、あのさ……。あの人、なんか、様子変じゃない……？」

　オレは気になってディア達に聞く。

　が。

「は？」

「いや？」

「だから、緊きん張ちようしているのだろう。リュクス、お前の絶大なるオーラの前にな」

「そういう意味では、中々見所ありますわね、あの、ほら、なんていいましたっけ……ナントカ学校のナントカさん」

「勇者学校のリッカさんね」

　こいつらに聞いたオレがアホだったか……オレは会話を打ち切ろうとするが……。

（ん？）

　ふと、もう一つ気づく。

「あれ？　そういえば……オレやウルフはともかく。ディアやルナルやアナの名前、なんで知ってるんだ、あの人？」

　オレ達は、オレ達同士で特に自己紹しよう介かいなんかはしていない。

　オレやウルフは、さっきステフ先生の講こう釈しやく聞いてる間、名指しで当てられたりしたから名前知られてたりするのは不自然じゃないんだけど……。

「さぁ」

「どこかで会ったのか？」

「覚えてないですわね」

　四人は顔を見合わせ首を捻ひねるだけだった。

（う、うーむ。なんか、明日、大だい丈じよう夫ぶかな……）

　もともとバラバラな遊び人学校五人にくわえて、なんかどこか様子が変な女勇者。

　何か、チームワークバッチリのパーティになるビジョンがまったく描えがけないんですけど……？

　しかし、その後、結局話は本決まりになり。

　オレは、人生初の冒険者学校合同授業……〝はじまりの洞窟〟攻略に挑いどむことになってしまった。




　　　　　　　※




　翌朝。

「じゃあ、ここからは、勇者学校の筆頭特待生である、この私、リッカが運転するからね。みんなは後ろでゆっくり休んでて？」

　早朝、死人のような顔でなんとか起きてきたステフに見送られ、オレ達は〝はじまりの洞窟〟に出発した。

　仕切るのは、リッカ。リッカは既すでに勇者学校で免めん許きよをとっていたので、はじまりの洞窟まで、リッカの運転で馬車で行くことになったのだ。

（う、うーむ……）

　しかしオレは、早速首を捻っていた。

（なんか今、コイツ、やけに勇者学校生であること強調してこなかったか……？）

　とてつもなく気になるってほどじゃないけど、なんとなく気になった。

　そして馬車に揺ゆられること、数十分。

　オレ達はあっという間に〝はじまりの洞窟〟に到とう着ちやくした。

　到着したのは、平原の端はしにある、大きな岩がん壁ぺきの麓ふもと──。

　地面と岩壁の境界部分にぽっかり穴が空いており、そこから入れるようになっている。

　しかしそこでも、リッカはまたこんな感じだった。

「はーい、では、今から〝はじまりの洞窟〟攻略始めまーす」

　ご機き嫌げんな調子でいうリッカ。

「先頭は私に行かせてね。勇者学校じゃ、リーダーシップも学ぶから、こういう時先頭で色々発揮できるスキルも学んでるし」

　そしてさらに、さりげなく？　また勇者学校のアピールみたいなのを挟はさんでくるリッカ。

　なんか、学校出て、ステフがいなくなってから、急にこんなこと言い出したよな。

（何企たくらんでるんだろ、この子……？）

　というわけで、なんか気がかりなことばっかりだけど……。

　勇・遊・遊・遊・遊・遊で構成された、合同授業用急造パーティによる、〝はじまりの洞どう窟くつ〟攻こう略りやくが幕を開けた……！




　　　　　　　※




「うわ、暗っ……」

〝はじまりの洞窟〟内は、思っていたより相当暗かった。

　まぁ当たり前だ。入り口付近はともかく、それより奥は、陽の光がまったく当たらない穴倉なんだから。

（これ、どうすんだ……？　松たい明まつとかつけるんだろうか……？　あ、けど、そんなもん持ってきてないぞ……？）

　いきなり、まともな冒ぼう険けん者としての訓練を全然受けてない弊へい害がい、発生である。

　ある程度、必要そうなもの（水すい筒とうとか食料とか紙とペンとか）をオレはリュックに入れて持ってはきたけど。肝かん心じんな松明とかまったく気づかなかった……。

「ディア達、なんか照らすもん持ってきた？」

　オレはディア達に聞く。

「は？　んなもん持ってきてねぇよ。つか。おれ、手ぶらだし」

　手をぷらぷらさせながらいってくるディア。って、ええ!?　ほんとだ!?　なんかあまりにも自然体たいだったんで気づかなかったけど、こいつ、手ぶらで洞窟来たの!?　へそだして胸だしたままで!?

「私達も大してもってきてませんわ」

　アナも同調する。

「私は、いちおう防ぼう御ぎよ力をあげようと思って、ちょっとよそゆきの王おう冠かん……んんっ。ベレー帽ぼうなんかは持ってきましたけど」

　いつもの王冠とどこが違ちがうのか分からない王冠を見せながらアナ。いや、それベレー帽って絶対無理あるだろ……。

「僕も本を数冊しかもってきてないぞ」

「俺もヴォルケインだけだ」

　男子陣じんも頷うなずいてそういってくる。えぇ……？　お前ら、なんで洞窟行くってのに、そんな普ふ段だん着ぎなの……？

「じゃ、じゃあどうすんだよ？　これ、いきなり、もう前進めないじゃん暗くて……？」

　途と方ほうにくれて、オレ。遊び人、どんだけ役に立たないんだよ……？

　その時だった。

　ごほんっ、わざとらしい咳せき払ばらいが聞こえる。全員が視線をそちらに向ける。そこにいたのは……すまし顔で、しかしどこか誇ほこらしげであることを隠かくしきれてないリッカ。

「安心して。こういう時、どう対処すればいいか、勇者学校では学んでいるの」

　リッカはオレ達にウインクし、

「あぁ、勇者学校行っててよかったぁ」

　そう呟つぶやくと、掌てのひらを、天てん井じように向かって掲かかげる。

　次の瞬間、

　カッ──！

　そのリッカの掌から、人の顔くらいの大きさの光球が出現、

　そしてその光球は、ドンッ！

　いきなり四方に爆はぜ、流星のように飛び散っていった。

　次の瞬間、

　ピカァァ……。

　さっきの暗くら闇やみはどこへやら。

　洞窟内の明度が、何百本もカンテラを集めた室内、もしくは、朝の陽射しが四方から入ってくる教会の陽だまりを思わせるような、とんでもなくクリアに見み渡わたせる光景に変化していた。

「お、おおお!?　す、すげぇ！」

　思わず叫さけぶオレ。暗闇問題が一気に解決した！

「な、何？　どうやったの？」

「いやいや、そんな、大したことじゃないのよ」

　するとオレのそんな声に、超ちようまんざらでもなさそうにリッカは顔の前で手を振ふり、

「結局、冒険者って洞窟だの古城だの暗い場所散々冒険するから。だから勇者学校じゃ、リーダーである勇者がこういうスキルは早く習得しておくべきってことで、最初にこういうスキル学ぶの。これは室内の明るさを調節する呪じゆ文もんかな。うまく使えば、洞窟一フロア分くらいは明るく照らせるの」

「めちゃくちゃ便利じゃん！　すげぇ!!」

（つか……なんてまともな教育方針だ……勇者学校！）

　当たり前っちゃ当たり前なんだけど、オレは衝しよう撃げきを受けていた。

　戦せん闘とうスキルだけじゃなく、こういう探たん索さくスキルまで！

　最近、非常識な授業ばっかりある遊び人学校に毒されて、なんか分からなくなってきてたけど。

　普通、冒険者学校って、こういうスキル教わるもんだよな、やっぱ!?　ナンパとかカジノなんかやってる場合じゃないんだよ！

　感動していると、リッカは本当に照れたように、

「やだ、やめてよ、ほんとにこんなの大したことないんだから。これくらい、勇者学校に来れば、誰だれでも出来ることだし？」

「いやそれが凄すごいんだよ！　勇者学校すげぇ！　なぁみんな、勇者学校、超凄いな!?」

　興奮のあまりディア達に同調を求めるオレ。

　しかしそれに返ってきたのは……

「ぐぁぁぁあ！」

　予想外のリアクション。

「え？」

　まさかの悲鳴に、リッカも、オレも、啞あ然ぜんとそっちに振り返る。

　そこにあったのは……

「な、何やってんだ、オイッ!?　ぐぁぁあ!?」

　まるで強きよう烈れつな光で目を潰つぶされたように、目を押さえ、ジタバタと地面を転がったり、片膝ひざをついたりして苦く悩のうしているディア、ルナル、ウルフ、アナの姿……。え!?

「な、何、どうかしたの!?」

　リッカは心配げに駆かけ寄よるが、

「バカ……お前のせいだろ！　んな呪文唱えなくても！　おれやリュクスのレベルなら、洞窟入った瞬しゆん間かん、目のピント調節して、暗闇見えるようになってるに決まってんだろ！　だから手ぶらできてんだよ!?」

　もんどりうって地面を転がりながら抗こう議ぎしてるのはディア。

「えぇぇ……!?」

　その抗議に、オレとリッカは同時に困こん惑わく気味に絶句した。

　いやあの……おれらレベルっていわれても、少なくともオレには、そんなこと出来ないんですけど!?

　しかし、こっちのその抗議は聞き届けられなかった。

「まったく軽けい率そつな……俺がどれだけの間、星明かりすらない野山で暮らしてきたと思う……ただでさえ、この洞窟は明るすぎたくらいだったのに……！」

「全くだね。僕は、毎日、夜は蠟ろう燭そくの明かりをともして遊び人の勉強をしているんだぞ……!?　暗さなんて問題になるわけがない」

「私わたくしもですわ。王家……ゲフンゲフン、一いつ般ぱん人のたしなみとして、誘ゆう拐かいされて、暗い部屋に閉じ込められた時用に、夜目ナイト・アイのスキルはレベル七程度までは習得しています」

　ウルフもルナルもアナも、今のリッカの行動で、目がくらんだように苦しんでいる……えぇぇ……!?

「そ、そんな……し、失礼しました……！」

　それに対し、リッカは、めちゃくちゃ悔くやしそうな表情で、

「け、けど、心配しないで？　私はこういう時、どう自身の精神を立て直せばいいか、メンタルコントロールの術すべも、勇者学校では十分学んでるから」

　必死に優ゆう雅がな笑みをたたえてオレ達にいってくる。

「あ、いや、無理しないほうがいいんじゃ……」

　なんか嫌いやな予感がしていう、オレ。

「こいつら、たぶん、君の予想の斜ななめ上にいくことばっかりを……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　そういうパーティを統率できる人間になれることが、勇者学校に通う最大の長所なんだから！　さ、行きましょ！」

　笑え顔がおでオレのアドバイスを笑い飛ばして、再び出発するリッカ。

　い、いやいや。そのテンション、ますますいやな予感がするんですけど……!?




　オレの予感は的中した。

　必死に立て直しを計ったリッカを待っていたのは、やはり、洞どう窟くつ攻こう略りやく道中での、ディア達による思いもよらない反応。

　しばらく進んだ後、次にリッカが行ったのは、魔ま獣じゆうとのエンカウントの調整。

「よっ──」

　リッカは、短く息を吐はき、カァァ……！　自身の身体からだの周囲に、白く輝かがやく闘とう気きのようなものを浮うき立たせる──。

　次の瞬間、洞窟内の気配がなんだか変わった。

　どことなく漂ただよっていた、不ふ穏おんな気配が一いつ掃そうされたのだ。

「え？　そ、それ、何したの……!?」

　驚おどろくオレ。リッカは満足げに頷き、

「これ？　まぁわかりやすくいうと……このフロアに私の存在感めぐらせて、このフロア制圧したの」

　身体を光らせながら微笑ほほえむリッカ。

「このフロア中の魔獣に思い知らせたっていうのかな。私と戦っても無む駄だ、私は絶対勝てない存在だって。これで、基本的に洞窟内の戦闘を回かい避ひできる。

　これも、勇者学校の基本スキルなの。魔獣とはできるだけ無意味な戦闘したくないしね」

「すげぇ！」

　やっぱ興奮していうオレ。

　というか、このスキル、オレにとっては滅め茶ちや苦く茶ちやありがたいじゃないか！

　授業とはいえ、魔獣と遭そう遇ぐうした場合、オレは戦えないし多分大変な目に遭あう。

　それが魔獣とそもそも遭遇しないで済むなら、〝欠けつ陥かん〟持ちのオレにとっては大助かりじゃないか……！

「これはさすがに凄くないか!?」

　感動したオレは、やはりディア達にも同意を求めてみる。が。そこで待っていたのは、

「魔獣といえばやっぱ、入試の時のリュクスだよな～」

　何な故ぜか、入試の時のオレの活かつ躍やく話に花を咲さかせるディア達の姿だった……なんで!?

「ですわね～～、スライムを窓から逃にがしてゴールする。本当に、自分の殻からがバリバリと破られるような感覚を覚えましたわ」

「それをいうなら、カジノの時バラットを従えてコインを稼かせいだのも半はん端ぱではなかったぞ」

「ギャンブルせずに、コインを稼ぐ。カジノの概がい念ねんを打ち壊こわす豪ごう腕わんぶりだったよな」

　何やらわいわい盛り上がりだす四人。えぇぇ……!?

「………………」

　その瞬間、リッカの表情が、目に見えて硬かたくなるのがオレには見えた。うわうわうわ。

「あーっと！　でも、そうはいってもリッカの技わざ凄いよなぁ、なんせこれで魔獣とのエンカウントに怯おびえなくて済むんだから！」

　慌あわててフォローに入るオレ。

「う、うん、そうだよね……？」

　その言葉に、すがるように、リッカは頷うなずく。

「あ、ありがと！　ちょっと元気出た。やっぱり勇者学校は凄い学校よね!?」

「う、うん！　凄いよ！　その調子でいこう！」

　必死にエールを送るオレ。しかしふと我に返る。

　オレ、何かまたややこしいポジションに立ち始めていないか!?




　しかしその体制もいよいよ限界を迎むかえた。

「でやぁ！」

　少し洞窟を進むと、懲こりないリッカは、腰こしに下げていた剣けんを抜ぬき放はなち、ゴウッ！　前方に振り切る。すると次の瞬間、ガガガガガ！　前方の地面にあった、何かの装置が次々四散、爆ばく発はつしていった。

「ど、どう？　今のは、このフロアにある罠わなを全部破は壊かい・解除したの。盗とう賊ぞくには及およばないけど、勇者はマルチ冒ぼう険けん者として、これくらいのことできなきゃいけないからね」

　さっきまでより、少し自信がない感じでオレ達にお伺うかがいをたててくるリッカ。

「いや、だから、すげぇよ……！」

　オレの感想は相変わらずだった。

　勇者学校、ほんと、なんてまともなスキルばっかり教えてもらえるんだ……！

　が、四人の反応は相変わらずしょっぱかった。リッカのスキルに特に興味を示さず、

「ほんと、魔獣といえばやっぱ、入試の時のリュクスだよな～」

　相変わらず、何故かオレの話で盛り上がっていて、聞いちゃいなかった。

　まだその話してんのお前ら!?

　驚いていると、

「……………………………………」

　リッカはさすがにガックリ肩かたを落とす。

　今度こそ心が折れたように。

「い、いやいや、気にすることないって！」

　自分が今どの立ち位置なのかよくわからないが、オレは必死にリッカを応おう援えんする。

「あいつらがおかしいんであって！　リッカは十分凄いし、次にはきっとうまくいくよ!?」

「…………」

　が、リッカは今度は立ち直らなかった。

　思いつめたような表情で、歯は嚙がみしている。めちゃくちゃ暗い雰ふん囲い気きである。

　う、うーん……。

「あ、あのさ！」

　このままじゃ、もはやダンジョン攻こう略りやくどころではない。

　オレは思い切って聞くことにした。

「リッカってさ。何か隠かくしてない？」

　ともかく話題を変えたくてオレは聞いた。

「え？」

　リッカがこっちを向く。

「いや……明らかに、何か様子変な瞬間あるし。実は、何か目的あって来てるのかなって」

「…………」

　そのオレの問いかけに、リッカは、少し考えたように口を閉ざした。

　何か、さらに葛かつ藤とうが深まったような気配である。う、なんか下手うったか!?

「…………」

「ま、まぁ、いいたくないならいいんだけど……」

　沈ちん黙もくが長いので、よほどいいたくないのかと思い、オレは思わずいったが、

　その瞬間だった。

「……ううん」

　リッカが口を開いた。

「もともと一人で出来る任務じゃなかったし……どのみちここらが限界だったかも。所しよ詮せん私はこの程度の人間。

　もっと、意地もプライドも捨てた、なりふり構わない闘たたかい方しなくちゃいけなかったのかも……」

　そういうと、リッカは、急にオレのほうへ視線を向けた。

「……リュクス・ドーファン。お願いがあるの」

「え？」

（ウッ……!?）

　オレは思わずたじろいで後ずさった。なんかいきなりこんな美人にまっすぐ見つめられると緊きん張ちようするんですけど……。

「な、何？」

「世界の為ために。そして……私の為に。協力して欲しいことがあるの」

「きょ、協力……？」

　首をかしげるオレ。

「いやそりゃ勿もち論ろん、臨時とはいえ今は同じパーティなんだし、協力できることがあるなら協力するけど……何をどう協力すればいいの？」

「引き抜き」

　オレの問いに対し、リッカはこう答えたのだった。

「私は、ディア・ベナード、ルナル・フェイエル、ウルフ・ゼーフント、アナ・ナトラを勇者学校に引き抜く為に、ここへ来たの」

「は……？　ヒキヌキ!?」

　言ってる内容が、すぐには頭に入ってこない。

　ますます事態についていけなくなるオレ。

　しかし、本当に事態がややこしくなるのはここからだった。

　ここからリッカがオレに教えてくれたことは──

　オレが全く想像してないリッカの事情だった。




　　　　　　　※




「〝千年に一度の突風ミレニアム・テンペスト〟ディア・ベナード。

〝歩く自信喪失させ機ボーン・アイデンテイテイ〟ルナル・フェイエル。

〝妖剣エビルソード〟ウルフ・ゼーフント。

〝不可侵の王女アンタツチヤブル・プリンセス〟アナ・ナトラ。

　一線級の素材であるあの四人を、私は勇者学校に引き抜きにきたの……！　合同授業にかこつけてね」

　正直大して疲つかれてないんだけど、ちょうどダンジョン攻略も折り返しの五階まで来ていたので、うまい具合に平らで開けた場所で休きゆう憩けいがてら、オレはリッカから話を聞いていた。

　ディア達は、少し離はなれた場所で、相変わらずわいわいやっている。

「え……えぇ……!?」

　オレは耳を疑った。

　冒険者学校の中で一番エリートが集つどう勇者学校の、しかもその頂点たるリッカ・ラトビアが、あの四人をわざわざ引き抜きにきた……!?

「な、なんで？」

　本気で理解できない。

「い、いや。勿論、あの四人の規格外ぶりは、日々色んなところで感じてはいるよ？」

　どの授業の時も、あの四人は只ただ者ものではなかった。発想力、行動力、武力、全てが一いつ般ぱん的な冒険者候補生とは桁けたが違ちがうのは近くで見ているオレが一番知っている。

「けど、いくらなんでも、さすがにあの四人でも勇者学校なんかには入れないんじゃ……？」

「はあ？」

　ちょっと困こん惑わくしたような表情になったのはリッカだった。

「貴方何にも知らないわね。あの四人、今年の勇者学校の入試も余よ裕ゆうのぶっちぎりでパスしてるわよ？　何故か四人全員辞退してるけど」

「はあ!?　ウソだろ!?」

　オレもディア達のほうを見て目を剝むいた。

　アイツらが……勇者学校の試験にも合格していた!?

「ていうか、そんなレベルじゃないから」

　リッカは嘆たん息そくし、

「冒険者強化協会が定める、冒険者学校に入る前の人間に付けられる、冒険者候補生ジュニアランキング。

　……これは要するに、まだ冒険者学校に入ってない、けど有力な資質を持ってる人間を、強化協会がピックアップし、フォローしたりアドバイスしたりする為のランキングだけど……。

　この五年、その一位から四位は、ディア、ルナル、ウルフ、アナ、ずっとあの四人が独どく占せんしてたのよ。変動はあったけど、それはこの四人の中の順番が変わるだけだった」

「え？」

　一いつ瞬しゆんオレは理解できなかったが……。

「え？　つ、つまり。オレ達の世代で。勇者学校に入った人間も含ふくめて。ここ五年、一番将来有望なのはあの四人だった、ってこと？」

「そう」

「ウソぉ!?」

「ウソだったらどんなにいいか！　他にも、将来魔ま王おう討とう伐ばつを成すとしたら、この四人は間ま違ちがいなく関わってくるっていうプロ冒険者や、Ｓ級予言師達もいるのよ？　そういう、もはや国の行く末を左右するような逸いつ材ざいなのよあの四人は!?」

　即そく座ざに言い返してくるリッカ。

　えぇぇ!?　そんな次元の話なの……!?

「そんな四人に一番人生振ふり回されてきたのが、私……リッカ・ラトビアなわけよ」

　そしてガックリ肩を落とすようにリッカはいう。こいつ、素すで話すとけっこう捌さばけた奴やつだな……。普ふ段だんは勇者っぽく振ふる舞まってただけなのか……。

「私はね。あの四人のせいで、ずっと〝世代五位の女〟って呼ばれてきたの」

　リッカはいう。

「正直、戦せん闘とう能力にそこまでの差はないと思う。いつだって、あと少しで四位にいけそうなくらいの差だったとは思う。けど……それでも……現実として、私は、あの四人に食い込むことが出来なかった！」

　落らく胆たんしながらリッカ。

　お、おぉ。ってことは、このリッカも、十分バケモノってことか……！　オレの周りバケモノばっかりだな……！

「だから私は、冒ぼう険けん者学校に入ったら、今度こそもっと成長して、あの四人を超こえて、世代ナンバーワンの冒険者候補生になろうと意気込んでた。

　たぶんあの四人は、私のことなんか知らないっていうか……眼中にもないと思うけどね」

　嘆息混じりにリッカ。あぁ、まぁ……実際問題、ディア達に覚えられてはいなかったよな……。

　リッカは続ける。

「けどその予定は狂くるった。あの四人が、何な故ぜか、四人揃そろって勇者学校でもなく、戦士学校でもなく、遊び人学校に進学するっていいだしたから……！　何なのよ、一体!?　そら国も強化協会も私も大混乱に陥おちいるわよ！」

　オレに詰つめ寄よりながらリッカ。

　う、うん。そ、そらそうだ。そんなエリート中のエリートが全員遊び人学校進学したら、期待してた人間とんでもなく落胆だよな。

「結果、あの四人への評価は地に墜おちた。別にくさすわけじゃないけど、さすがに冒険者学校と遊び人学校じゃ、受けられるカリキュラムも使える施し設せつの設備のレベルも違いすぎる……。

　冒険者学校に入った後は、私達は、今度は冒険者候補生シニアランキングに組み込まれるんだけど、あの四人は全員、一ひと桁けた後半まで順位を落とした。だってこの一ヶ月、遊び人学校じゃ、まともな冒険者としての訓練何も積まずふざけた授業ばっかりやってるっていうんだから、そりゃ強化協会の期待度も下がるわよ」

「う、うぅ……!?」

　全く反論できなかった。だってオレ達がカジノだのナンパだのやってる間に、ほかの冒険者学校の生徒は、冒険者としての資質真面目に磨みがいてたんだもんな。そりゃ評価も下がるわ。

「で、結果、私は、入れ替かわるような形でランキング一位になったわけ」

　リッカはいう。

「お、おぉ……。おめでとう……？」

「な、わけないでしょ!?」

　即座に吐はき捨てるリッカ。

「こんなのが私が望んでたことだと思う？　私が望んだのは、こんな偶ぐう然ぜん転がりこんできたような世代一位じゃない……。たとえそれでまたランキング五位以下に下がってもいい。正々堂々勝負して、真正面からあの四人に勝って……心から勝ったと思いながら世代一位になりたいのよ。

　だから、私は、あの四人を勇者学校へなんとか転入するよう、説得、つまり引き抜ぬきに来たの！」

　そして話が冒ぼう頭とうの話題に戻もどる。

「そ、そうだったのか……！」

　それを踏ふまえて聞くと、なんとなく、引き抜きに来たって流れが自然に納得できた。が。

「あれ？」

　オレはそこで、ふと思い出す。

「で？　協力って？　さっき、オレに協力して欲しいっていってたよな？」

　そうなってくると、さっきのリッカのその言葉の意味がよく分からない。

　普通に考えて、リッカの、あの四人に対する引き抜き工作にかんして、オレが手伝えることはあんまり無い気がするけど……。

「オレ、何すればいいの？」

「決まってるじゃない」

　リッカは即答するのだった。

「私だけで引き抜ければ一番良かったんだけど……あの四人には、やっぱり、さっきまでみたいな、まともなアプローチじゃ全然通用しないし。

　だから貴方あなたの口からも、あの四人に、勇者学校に転校するよう、薦すすめて欲しいのよ」

「は……え!?」

　思わずリッカを二度見するオレ。

「オ、オレが!?　何で!?」

「それがあの四人の為ためになるからよ」

　リッカは即答してきた。

「貴方だって、クラスメートとして一度や二度は、あれだけの逸材遊び人学校なんかで遊ばせといていいのか……ちょっとは戸と惑まどいや良心の呵か責しやく覚えたこと、あるでしょ？」

「そ、それは、まぁ……」

　どっちかっていうと、何でこんな奴らがこんな学校に!?　って驚おどろきの感情だけど。確かにリッカのいう戸惑いではある、よな。

「でしょ？　だから貴方の力を借りたいのよ。勿もち論ろん……貴方の気持ちも分かる」

　リッカはそういうと、懐ふところから書類の束を取り出し、

「リュクス・ドーファン。遊び人学校ＳＳＳランク合格生。入学後も常にクラスのトップを走っている遊び人学校期待の筆頭特待生。ディア達からの信しん頼らいは極めて厚い」

　急にオレの情報みたいなのを読み上げ始めた。え……？

「な、何？　それ？」

「昨日来たら、なんかよくわからないヤツがディア達にチヤホヤされてたから、慌あわてて調べたのよ。勇者ネットワークを使って」

「え、ええ!?」

　ディア達だけじゃなく、オレのことも、リッカは知ってた……？

「驚いたわ……。入学前のランキングではずっと圏けん外がいだったし、冒険者学校入学試験は、九校連続不合格。中等部時代の成績も特に特筆事じ項こうなし。

　なのに今は遊び人学校で大活かつ躍やく。

　もしかしたら、将来、超ちよう一いち流りゆうになるのかもしれないわね。経歴を見る限り、それくらいの成長速度ってことになる」

　オレを見ながら、笑いもせずに大真面目にいってくるリッカ。

　成長……してるのかなぁ……。

「ただ、それは、〝遊び人に限って〟って注ちゆう釈しやくつきでしょ？」

　リッカはいう。

「けどあの四人は違ちがう。受験の時の結果が示している通り……あの四人には、勇者になってもやっていける、いや、むしろ勇者になったほうが覚かく醒せいできる、底知れないポテンシャルがあるのよ」

「う、うん……」

「本当にあの四人のことを考えるなら、クラスメートとして、いいにくいこともズバッといって、本当の居場所へあの四人を帰す……それくらいのこと、するもんじゃないの？」

「い、いやまぁそれはそうかもしれないけど……」

　なんとなく後ずさると、リッカは追ってきて、

「お願い、譲ゆずって。私のプライドの為に……何より、あの四人の才能を必要とする、世界の為に……そして何よりこの学校で力を持て余してるだろうあの四人の為に。

　勇者学校に、あの四人を譲って。

　さっきは色々ヘマしたけど、勇者学校の授業はほんとに凄すごいの！」

　切実さを感じさせる目でオレに訴うつたえてくる。うぅ……!?

「この一ヶ月だけでも、道で困ってるおばあさんをおぶってフェニックス山脈の縦じゆう断だんさせられたり……内戦に揺ゆれる某ぼう国こくに潜せん入にゆうしてみんなでクーデターを終結させて新政権の樹立させられたり……あとは一七個ほどベタな〝生いけ贄にえ騒そう動どう〟に揺れる村を救ったり……剣けんや槍やりや斧おのやブーメランについて学んだり……。

　勿論、さっきみたいに冒険で役に立つ魔ま法ほうや、ド派手な攻こう撃げき魔法・防ぼう御ぎよ魔法も相当叩たたき込こまれた。こんな冒険者として役に立つカリキュラム、遊び人学校で受けられる!?」

「ぜ、絶対受けられません……」

「だったら、貴方がどうするべきか……分かるでしょ？」

　これ以上下がれないくらい後ずさったオレに、リッカはさらに詰め寄ってくる。

「そ、それは、わ、分かるけど……」

　分かるけど……。

　オレは……何故か、リッカの引き抜きを手伝う、と即答できなかった。

　なんでだろう？

　自分で自分に戸惑っていると。

「おーい。いつまで休きゆう憩けいすんだー」

　その時だった。

　気き詰づまりな沈ちん黙もくを切り裂さくように、ちょうどいいタイミングでディア達のほうから催さい促そくの声があがった。

「確かに慎しん重ちようにこしたことねぇけど。さすがに休憩しすぎじゃねーかー？」

　ディアからだけじゃなかった。

「ですわね。身体からだがナマってしまいますわ」

「僕もだ……座りすぎて腰こしの調子が状態異常バツドステータス〝腰よう痛つう〟に……」

「ヴォルケインも泣いているぞ……」

　ほうぼうから、不満の声があがる。

「……チッ……」

　それを聞いたリッカは、ちょっと腹立たしそうに立ち上がり、

「それもそうよね！」

　次の瞬しゆん間かん、いつものリッカの慈じ愛あいに満ちた笑えみになり、全員に答えた。おぉっ!?　変わった！

「ごめんごめん。みんなの実力なら、休憩なんてほんの少しでよかったよね……じゃ、いこっか？」

　柔やわらかくいうリッカ。

　す、すげぇ変わり身だ……。オレに詰つめ寄よってた時の迫はく力りよくとはだいぶ違う。これも勇者の資質ってこと？

　とはいえ、なんにせよオレはちょっとホッとした。リッカの気分をあげようと藪やぶをつついたら、なんかとんでもないものが飛び出してきちゃったよ……。なんか面めん倒どうだし、これはさりげなく、この話題は聞かなかったことにしよう……。

　しかし、そんな逃にげの一手を打とうとするオレに、リッカが先回りするように、ジッと視線を向けてきた。ウッ……？

　そしていう。

「地下一○階に着いてオーブ入手して一段落したら、また聞くから……それまでに考えといてよ。私の引き抜き手伝うか、手伝わないか」

　周囲に聞き取られないような小声でいきなりオレに告げてくる、リッカ。

「え、えぇっ!?」

「当たり前でしょ!?　時間がないんだから。私には、今日しかチャンスないのよ。勇者学校はマジ忙いそがしいのよ！」

　リッカが吊つりあがった目で、

「さっ、じゃあ行くわよ。

　……では、みなさん、行きましょう～！」

　ディア達に慈愛系笑顔を向け、潑はつ剌らつと歩きだしてしまった。

（マ、マジかよ……!?）

　残されたオレは、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

　え、オレ、その問題にもう引っ張り込まれちゃってるの!?

　オレは頭を抱かかえたくなったが、

「おっしゃ、行こうぜ、リュクス！」

「私わたくし達を正しく導いてくださいね！」

　事態は待ってくれない。

　ディア達にせっつかれ、オレは洞どう窟くつ攻こう略りやくを再開しなければならない状態になってしまう。

「う、うん……！」

　とはいえこの四人に相談できるわけもなく、仕方なく、オレは、歩き出す。

　こうして、オレ達の〝はじまりの洞窟〟攻略は再開された。

　けどオレの頭はうまく切り替かわらず、オレはまだ、困惑したままだった。




　　　　　　　※




　その後も、リッカのおかげで、オレ達の攻略は順調に進んだ。

　暗くら闇やみも、魔ま獣じゆうとの遭そう遇ぐうも、罠わなとの出会いも、リッカが事前に全て芽を摘つむので、トラブルが何も無い、安全安心ダンジョン攻略になってしまっていたのだ。

　オレは、そんな、ともすれば眠ねむっちゃいそうなくらいの単調な道のりで……

　リッカの背中を見て足を交こう互ごに前に出しながら、

（考えといてっていわれても……どう考えればいいんだよ？）

　頭を抱えていた。

（ていうか、まず、自分で自分の気持ちがわかんないんですけど……？）

　なんでオレ、あの四人の引き抜ぬきに、即そく答とうで〝手伝う！〟っていえなかったんだ？

　あの四人が勇者学校に行くことで、リッカは気持ちの整理がつくし、四人は才能を十全に解放されるだろうし、世界はそれを待っているだろうし、オレも四人に持ち上げられ変なプレッシャーを受ける学生生活を送らずに済むのに……！

　何か反対する理由がオレの中にあるのか？　うーん、でも、マジで思いつかないんだけど。

　なんか、こんな風に頭使うの久しぶりだった。

　最近、カジノどうするかとか、ナンパどうするかとか、変な脳みそ使うことばっかりしてきたからなぁ……。

　こうなったら、できるだけゆっくり地下一○階に到とう達たつしてもらうしかない。

　それでその時間でなんとか考えよう……。




　　　　　　　※




　しかし、こんな時に限って、来て欲しくない瞬間というのは、あっという間にやってくるのである。

　休憩場所出発から、二七分。

　なんかもう歴史的な速さなんじゃないかと思えるくらいの攻略速度で、オレ達は今回の旅の終着点、〝はじまりの洞窟〟地下一○階に到達してしまった──！

　早過ぎるだろ!?　もう着いたんかい！

「おう、ついたな」

　焦あせるオレを尻しり目めにどやどやと地下一○階に進む面々。オレも進む。

　地下一○階は、いかにもゴールというカンジで、今までのフロアとは、随ずい分ぶん違ちがう構造になっている。

「ここが地下一○階か……！」

　広さはかなり広くなり……というか、今までのフロアみたいに、部屋や通路や壁かべが何もなく、ただだだっ広い……むかーし社会科見学で行った、ルスキニアの城の大ホールくらいの空間が広がっていた。

　その何もない空間の中央に、ポツンと、誰だれが造ったのか、二本の石柱が立ち、その間に、簡素な石の台座が置かれている。

　そしてその台座の上に、白い光をボヤァッと放っている、丸い石が置かれていた。

　あれが課題の〝オーブ〟か……。リッカへの返答期限は、オーブを入手したら、なんだから、要はあれが入手されなきゃしばらくは大だい丈じよう夫ぶなんだよな……？

　とか、思わず屁へ理り屈くつをこねあげるオレだったが、しかしそれは全く無意味だった。

　一〇階についてすぐ。リッカは歩き出し、壇だん上じようのオーブを取ってオレのほうへ踵きびすを返し、

（はい入手。さ、返事ね）

　容よう赦しやなく、端たん的てきに、オレに決断を迫せまってきたからだった。

（え、えぇ……!?　い、いや、別に今すぐじゃなくてもいいんじゃない？　ちょっと一いつ拍ぱく置いてからでさ！）

　オレはうろたえ、曖あい昧まいにいうが、

（何よ一拍って。さっき休憩して十分一拍置いたでしょ!?　着いたらいうって約束だったじゃない！）

　有う無むをいわせぬ口調でいってくるリッカ。う、うぅ、約束までしたんだっけ……!?　つか、オレに対してだけ、厳しすぎるだろ、リッカ。

（い、いやでもさ。その前に、ほら、ほかにやることなかったっけ？）

　なんとか時間が稼かせぎたくて、オレは苦し紛まぎれにいう。

（は？　やることってなによ）

（いや、だから、ほら……。このフロアに何か罠が張られてたり、魔ま法ほうがかけられたりしないか、魔獣が出ないか……そういういつもやってるようなチェックとか……）

（必要ないわよ）

　リッカは即答。

（こんな何もないフロアで何チェックすんのよ？　いいからさっさと答えて）

　リッカはオレに詰め寄ってくる。そしていうのだった。

（どうすんの？　手伝ってくれるの、くれないの!?）

　全くオレの時間稼ぎにつきあわない調子でいってくる。うぅ……！

（い、いや、手伝いたい気持ちはあるんだよ……）

（気持ちって何よ!?　じゃあ行動はどうすんの!?）

（だ、だから行動は……）

　リッカの、ディア達の引き抜き、手伝うべきか、断るべきか。

　迷った挙あげ句く……

（わ、わかったよ……今、行動に移す）

　苦く渋じゆうの決けつ断だんだが……オレはそういった。

　みんなが勇者学校に行くべき理由は山ほどあるけど、反対する理由は、少なくともオレには、うまく言葉にできるレベルではまだ何もない……。

　もっと時間があれば何か分かるかもしれないけど……。どうやら決断は今しなければならないらしい。

　だったら……比ひ較かく的てき、間ま違ちがいが少ないほう……四人の引き抜きの手伝いをする、そっちを選ぶほうが、誰にとってもダメージの少ない決断に思えた。

　なんにせよ、この頭を変に使う状態からさっさと抜け出したかった。

「えーみんな注目！」

　だからオレは挙手して、出し抜けに大声を出す。

「ん？　なんだよ？」

　キョトン、とした表情でディア達。

「遊び人学校筆頭特待生として、みんなに大事な話がある！」

「は？」

「ほう」

「珍めずらしいですわね」

「だとしたら、答えは勿もち論ろんＯＫだけどね。僕達は、リュクスからのアドバイスなら、何でも聞き入れる覚かく悟ごだ」

　あっさり四人。ウゥッ!?　ズキッと胸が痛んだ。いや、そんな従順なのかよ……そ、それはそれでやりにくいけど……えぇい、男だろ、リュクス・ドーファン！

　この期ごに及およんで迷う自分を封ふうじ込こめ、オレは声をあげる。

「話ってのは、所属する学校のこと。オレ、思ったんだけど、お前らやっぱり──」

　というわけでドキドキしながら、切り出すオレ。

　が。

　その時だった。

「ちょ、ちょっと待ったぁ！」

　焦ったような声で、ドンッ！　と誰かがオレを突つき飛ばし、オレの演説を中断した。

「誰だよ!?」

「私よ!?」

　血相を変えたリッカだった。

「お前かよ!?　な、何だよ……いえっていったり、いうなっていったり……今いおうとしてたんだぞ！」

「それどころじゃないのよ！　何かおかしい……何か聞こえない!?」

　尖とがった声で叫さけぶリッカ。

「は？」

　その声に、オレ達は顔を見合わせる。

　聞こえる？

　耳を澄すませてみる、オレ達一同。

　──ガチャッ。

　その瞬しゆん間かんだった。

　確かに、どこかで、何かのスイッチが入ったような音が響ひびいた。




　　　　　　　※




　ガタガタガタガタ……！

　そしてそのスイッチが鳴った次の瞬間。どこかで、何か、とてつもなく大きな歯車が回っているかのような音が祭さい壇だんのあるフロアに響き始める！

「お、おい……！」

「なんだなんだ？　この不気味な音は？」

　遊び人学校の面々が首を傾かしげる中、

「ウソでしょ……!?」

　顔面蒼そう白はくで呟つぶやいたのはリッカだった。

「リュクスのいう通り……何かトラップ仕し掛かけてあったっていうの……!?」

　呆ぼう然ぜんとリッカ。

　え？　トラップ？

「まずい、だとしたら……！　みんな、急いでこのフロアから出て！」

　そしてリッカは急に叫んだ。

「たぶん、これから、何かのトラップが発動しちゃうと思う！」

「は!?　トラップ!?」

「そうよ。たいていのトラップは、階をまたいで効果は発揮しない。だから──」

　必死にそう続けようとするリッカ。

　しかし、その言葉は、最後まで続かなかった。

　あまりにも、どうしようもなかった。

　がちゃんっ。

　何か巨きよ大だいな機械の準備が完かん了りようしたような音が鳴ったかと思うと、

　ガコッ！

　オレ達が立っていたフロアの床ゆかが、まるで押し開く扉とびらのように地面に向かって二つに割れ──フロアから床が消しよう滅めつした。

「え？」

「あ？」

「はぁ!?」

　当然の結果として、宙に投げ出されるオレ達──。

　その足下には──どこまで続いているか分からない、とてつもなく深く暗い穴があるだけ──。

「なっ──」

「おおお!?」

　こうなってしまった以上、さすがのリッカやディア達にもどうしようもなかった。

　オレ達は落下を始め、その風速で、次第にオレの意識も失われていく。

「そ、そんな……私のせいだ……」

　失われつつある意識の中で、リッカの、自分を責めるような声だけが、かろうじてオレの耳に届いていた──！










　　　四章　王立遊び人学校の優等生







　ぴちゃん。ぴちゃん。どこからともなく、水すい滴てきの音…………。

「ん…………」

　ふと、周囲の景色が目に飛び込んでくる。

　あれ？

　ここ、どこで、オレ、誰だれだっけ？

「……ベタなのいいから」

　とか思ってると、横から声。

　そこには、三角座ずわりになって、亡ぼう霊れいのように真っ白な顔で前をまっすぐ見み据すえているリッカの姿があった……うおおお!?

「あんたはリュクス・ドーファン。あんたは、世界一の大マヌケ……リッカ・ラトビアのせいで、一いつ緒しよに罠わなにひっかかり、ここに落ちてきた……」

　リッカが指したのは、狭せま苦くるしい通路だった。

　どうやら、どういう経路かは分からないけど、落ちて落ちて、こんなどこだかわかんないダンジョン内の通路に落ちてきたらしい。

「そ、そうなんだ」

「ハァァァァァァァァ…………どうしよう……取り返しつかないかも」

　そしてそれだけいうと、リッカは、魂たましいごと抜ぬけ出るんじゃないかって心配になるくらい、重い重い溜ため息いきをつく。

「え、な、なんで？」

「……ディア・ベナード達の姿がないのよ……！」

　膝ひざに顔を埋うめ込むようにしながら叫ぶリッカ。

「あ……ほんとだ」

　まぁ、見み渡わたすほどのこともないんだけど。周囲を見ても、あるのは、オレとリッカの姿だけだった。

「探さぐってみても気配はないし……かなり遠い位置にいるみたい。

　どうしよう……せっかくあんたが忠告してくれたのに……まさか、こんな初心者用の課題に、あんなトラップがあったなんて。

　これであの四人死なせてたら……私、世界に対して、申し訳がたたない」

　頭を抱かかえながら悶もだえ苦しむリッカ。

　いや、オレの忠告にかんしては負い目感じられても困るんですけど……あれは、ただの時間稼かせぎで口にした言葉なんで……。

「ま、まぁ、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　オレは、ちょっとフォローするようにいった。

「あいつら、殺しても死ぬようなタマじゃないし……」

　それは本音だった。変な理り屈くつかもしれないけど、オレが生きてるのにアイツらが死んでる……そんな光景、思いつかなかった。

　しかしリッカは頷うなずかなかった。

「適当なこといわないでよ……あんた、状じよう況きよう分かってんの？」

　深刻な表情で、リッカはいった。

「ダンジョンってのは、深い階層であればあるほど、出現する魔ま獣じゆうやトラップの質が上がるもんなのよ。

　なんでこんなことになっちゃったのか、分からないけど……。ここは、もしかしたら、学校側すら把は握あくしてなかった深い階層なのかもしれない。それこそ、プロの冒ぼう険けん者すら入ったこともないような。

　さすがのあの四人でも、歯が立たないような魔獣もウヨウヨいるかもしれない。そんな状況でも、あの四人が無事だってあんたは……」

　八つ当たりする様に、正面のオレに問とい詰つめようとしてくるリッカ。

　が、その瞬間だった。

　トントンッ。

　暗くら闇やみの中で、リッカの肩かたを、リッカの背後から、誰かが叩たたいた。

「何よっ」

　うるさそうにそれを払はらうリッカ。

「今大事な話してんのよ……邪じや魔ましないでよ」

　吐はき捨てるようにリッカ。

　トントンッ。

　しかし、次の瞬間。

　暗闇の中で、再びリッカの肩を、誰かが叩く。

「だから……！　!?」

　リッカはハッとなって口をつぐんだ。

　オレを黙だまって見てくる。

　ウンウン。それに対し、オレは黙って頷いた。青い顔で。

（リッカ……誰と喋しやべってんだよ!?）

　さっきリッカはいった。この近くにディア達の気配はないって。

　勇者学校で修しゆ業ぎようを積んだリッカがいうんだから、それは間ま違ちがいはないだろう。

　だとしたら、ここで問題である。

　リッカは、誰と喋ってるんだ……!?

（い、いい？）

　リッカが目で合図を送ってくる──命の危機となると、案外、チームワークなんか簡単に良くなるものである。オレはそのアイコンタクトの意味を理解し、頷いた。

（う、うん、いいよ）

（んじゃ、三、二、一……ゼロ）

　リッカはいうと、瞬しゆん時じにオレのほうへ跳とび、そして、掌てのひらに光を発生させ、前方を探るように照らす。

　その瞬しゆん間かん、現われた姿にオレとリッカは同時に息を吞のんだ。

　そこにいたのは、やはりディア達のうちの誰でもなかった。

　左右の手に朽くちかけた剣けんと盾たてを持ち、背中にぼろきれのようなマントの残ざん骸がいがくっついていて、少し光を嫌いやがるように顔をそむけている……赤しやく銅どう色いろの骨で全身が構成された……異様な迫はく力りよくの、スケルトンだった！




　　　　　　　※




「お……おお!?」

「う……うわぁぁあああああああ!?」

　オレ達は同時に悲鳴をあげた。

　スケルトン。めちゃめちゃポピュラーな魔獣で、さすがに街の中にはいないけど、洞どう窟くつや遺い跡せきの中でよく出現するといわれている。

　しかしこんな骨の色のスケルトンは見たことがなかったし、さすがに出現の仕方が仕方なのでオレもビックリしてしまった。

「────！」

　それに呼応するように、スケルトンが声なき声をあけ、右手の剣を振ふり上げている。お、おおお!?

「さ、下がって！」

　慌あわてていうリッカ。

　そして腰こしから下げていた剣を油断なく抜き放はなった。

「人生で一番ってくらい集中してたのに、まったく気配に気づかなかった……！　こいつ、只ただ者ものじゃないわ！」

　リッカの顔の汗あせの量が尋じん常じようじゃない。一いつ瞬しゆんで、リッカの顎あごから汗が滴したたってる。

「…………！」

「────！」

　そして睨にらみ合う、本年度の勇者学校筆頭特待生リッカ・ラトビアと、赤銅色のスケルトン──！

　オレでも分かる、達人同士が向き合っているような、とんでもなく張はり詰めた空気の中、

「でやっ！」

　まじで目に見えない──電光石火の踏ふみ込こみで、両者が斬きり合う。

「お、おい、ちょっと待って！」

　できれば殺さないでくれ──と言いたかったオレだが、あまりに早すぎて全くどうしようもなかった。

　勝負は一瞬だった。

　ひゅんひゅん、ズガッ！

　次の瞬間、剣けんが真っ二つに折れ、呆ぼう然ぜんとしていたのは……リッカだった。

　あ!?　リッカ負けた!?

「ウソでしょ!?」

　信じられないものを見たように自身の剣を見つめてリッカ。

「ルスキニアスが折れた!?　どういうレベルよ!?」

「そ、そんな凄すごい剣なの……？」

「勇者学校の特待生クラスにだけ配られる、超ちよう一いち流りゆう冒ぼう険けん者の使用にも耐たえうる名剣よ！　いくら私が未熟でも、生半可な硬こう度どの魔獣相手じゃ絶対折れたりしない。なんなのよ、ここ……レベル四○とか五○の冒険者が来るような場所なわけ!?」

　戦おののくリッカに対し、スケルトンは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの表情で剣を振っている。

（マジか……！）

　こうなったら──。

　オレは懐ふところに手を入れる。

　今度はオレの番だ。

　さすがにこんだけ高レベルな魔獣だと、ちょっと怖こわいけど。

　餌えさがあれば、なんとかなるはず……！

　スケルトンの好きな餌は、牛乳か乳製品。こういうこともあろうかと、今日はけっこう、懐に色んな魔獣用の餌を押し込んできた。おかげで懐かさばって服がパンパンだけど、ここで役に立ちそうだ！　これなら魔獣を殺さないで済むし！

　というわけで、

　ごそごそ。ごそごそ。懐をまさぐるオレ、懐をまさぐるオレ、懐をまさぐるオレ……まさぐる、まさぐる、まさぐる……が……。

「……あれ？」

　オレはさすがに手を止めた。そして慌てて胸元を開いて、服の中を見てみる。

「あれー!?」

　ありえない光景が広がっていた。オレが持ってきたはずの、魔獣用の色々な餌が……綺き麗れいさっぱり、そこからなくなっていた。あれ!?

「ウソだろ……もしかして……さっき上から真っ逆さまに落ちた時、どっか散らばっちゃったのか……？」

　そういや途と中ちゆうから、なんか胸元軽い感じだったけど!?

　だとしたら──。

　オレはごくりと唾つばを飲み込み、後ずさった。

　オレは魔獣に好かれるタチだけど……それにしても、さすがにこんなレベルの魔獣を、呼び水としての最初の餌え付づけもなしに手なずけるのは無理そうだった。

　特にこうやって戦せん闘とう態勢に入り、興奮（？）してる相手には、なおさら簡単にこちらの声は届かない。

　案の定、固まるオレに対し、スケルトンは剣を上段に構え、再びこっちへの攻こう撃げき態勢に入った。く、くそ……!?

「お、終わった……」

　その瞬間、リッカが、悔くやしそうに吐き捨てた。

「こいつには、今の私じゃまだ勝てない……！　終わりよ」

　諦あきらめるようにリッカ。

「い、いや、待てよ！　まだ何かあるはずだろ!?」

「ないわよ、何も……！　それに、奇き跡せき的にこの一戦だけがなんとかなったとしても、その後どうすんのよ!?」

　リッカはいい、

「普ふ通つうにうろついてる魔獣がこのレベルってことは、このダンジョンには、このレベルの魔獣がいくらでもいるってこと。そんな異常なレベルのダンジョンを、援えん軍ぐんもなく、私ら二人だけで突とつ破ぱできると思う？　無理よ……奇跡が百回続いてもまだ足りない」

　リッカは肩を落としいうが、

（い、いや、まだだ、まだあるはずだ……）

　オレは、自分でも意外なくらいの諦めの悪さで、必死に考えていた。

（確かにこいつは強い。餌付けもできない。コミュニケーションもとれない。

　けど、勝てない魔ま獣じゆうと遭そう遇ぐうした時。冒ぼう険けん者が取れる選せん択たく肢しは、倒たおすことだけなのか？）

　その時だった。

　うっぷ。頭の中に、変な音が鳴った。

　そして続けて、条件反射のように、ある二日酔よいの女の声が聞こえてくる。

　それは、つい先週……あの食くい逃にげの授業の時の声だ。




「うっぷ……いいか？

　今日は昼の十二時まで吞のんでたけど、特別に教えてやる。

　この世には、太古より〝逃げるが勝ち〟という言葉がある。

　遊び人学校では、その逃げるスキルを徹てつ底てい的に学んでいくぞ。

　借金取り、魔獣、飲食店の店主──どんな相手からでも逃げおおせるようになれ。それはきっと、お前も、仲間も、そして世界も救う手助けになる」




　にげる。ニゲル。逃げる。

「そ、そうか……！」

　オレは思わず身み震ぶるいした。

　勝てない魔獣と遭遇した時、取れる選択肢。

　恐おそらく、まだ勇者学校でも戦士学校でも武道家学校でも習っていない……そこに関して、オレは既すでに、授業で散々習ってた……！

　それにオレは元々、遊び人学校に来る前から、魔獣と対たい峙じしなきゃいけない時は、餌付けするか逃げてきたじゃないか……！

　そしてやっぱり、これなら、魔獣を殺さずに済む！

「リ、リッカ……どけ！」

　オレはいって、リッカを突つき飛ばし、後ろに担かついでいた自分のリュックに手を入れた。この前の授業で使ったからなんとなく持ってきたようなもんだったけど、今、ここでは、役にたってくれそうだ！

「勇者学校筆頭特待生のお前に、遊び人学校筆頭特待生の実力を見せてやる。これが遊び人の闘たたかい方だ！」

　オレはリュックからそれを取り出し──火をつける。

　オレが火をつけたもの──

　それは、大量の花火だった。




　　　　　　　※




　プシャァァァァァァ！

　オレの手元から、噴ふん射しや式花火の、大量の火花がスケルトンに向かって暗い洞窟に放たれる。

「!?」

　その瞬しゆん間かん、スケルトンが、目を手で遮さえぎるようにかざし──オレからも、そしてリッカからも飛びずさった。

　よ、良かった……こいつ、目、あったんだ。

　あ、でも、そうか。最初遭遇した時、ちょっと光嫌いやがる風だったもんな。




「いいか、逃げスキルには、大きくわけて二つの逃げ方がある」

　あの日、ステフは、オレにそう教えてくれた。

「まず一つ。走力にものを言わせて逃げる方法」

　黒板に〝走力〟と書きながらステフ。

「物理的に引き離はなし、追いつかれなければそりゃ逃とう走そう完かん了りようだ。シンプルでリスクも少ない方法。当然死ぬほど大事になってくる。だからお前らには、在学中、血ち反へ吐ど吐はくほど走りこんでもらう」

　えぇ～、と、クラスからブーイングが起こっていた。

「そしてもう一つが、敵に隙すきをつくらせる方法だ」

　黒板に〝隙〟と書きながらステフ。

「これは厳密にはこっから枝分かれしていくんだが……要するに、どうにかして、敵の隙を作り出し逃げるチャンスを拡大させてから逃げる方法だ。

　遊び人は、むしろこっちをメインで学んでいくんだが……

　ルナル、たとえば、どんな方法がある？」

　ルナルが当てられていた。

「そうですね……。合理的に考えれば、たとえば、敵の後ろに一○○万Ｇ落ちてる、といったブラフを打って、その隙に逃げる〝ブラフ逃げ〟。

　逆に、本当に一○○万Ｇ用意して、それを渡わたし、正々堂々そこを抜ぬけ出す〝買収逃げ〟があるんじゃないでしょうか？」

　ルナルはいった。

「そうだな。けど、もっと簡単でてっとり早い方法がある」

　ステフはいい、様々な道具を教きよう卓たくの上にゴチャッと並べた。

「敵の目を見えなくすりゃいいんだ」




　というわけで、ステフに推すい奨しようされた、花火攻撃──！　こんな高レベルの相手に通用するのかと一いつ瞬しゆん不安になったけど。思った以上に通用してるじゃないか!?

「リッカ！」

　オレはリッカを呼ぶ。

　リッカは、何な故ぜか、この状じよう況きように呆然としていたのだ。

「何してるんだよ……今のうちに、さっさと逃げるぞ！」

　オレはいう。

「に、逃げる……？」

「そうだよ。勝てなかったら終わりじゃない。逃げればいいんだ！」

　ほとんどステフの受け売りみたいなもんだけど、オレはいった。

「に、逃げる!?」

　よほど想定外だったのだろうか。リッカはまだ状況が把は握あくできてないようにオレの言葉を復唱している。

「そう。さぁ、行こう！」

「わ、わかった……！」

　オレ達は目配せし、そして同時に走り出す。

「──！」

　スケルトンは、苦しげに顔をおさえつつ、闇やみ雲くもに剣けんを振ふるっていたが、さすがにそれには当たらなかった。

　オレ達は、無事、そのスケルトンの支配していた戦闘領域から脱だつ出しゆつした──！




　　　　　　　※




　その後も、オレの〝逃げスキル〟が、予想外なほど、猛もう威いを振るった──！

「ケムリ玉スモーク・ボール！」

　片かた腕うでがオレの全身と同じくらいの太さがあるグレートデーモンには、チュドーン！　極東の国から伝わるとされる、地面にぶつけると煙けむりが立ち込める目くらましアイテムでその場を凌しのぎ。

「ビックリ箱サプライズ・ボツクス！」

　一サつイ目クのロ巨プ人スには、中から蛇へびの玩具おもちやが飛び出すビックリ箱サプライズ・ボツクスを放り、巨人が怪け訝げんそうにそれを手にとって開けて──腰こしを抜かした瞬間。

　全力疾しつ走そうでその横を通り過ぎ戦闘を回かい避ひし。

「ヘル・オイル！」

　追いかけてくるデスゴブリンの群れには、床ゆかに食用油をぶちまけ、転てん倒とうしてもみ合ってる間に距きよ離りをとって逃げおおせ。

「ふ……布ふ団とんが吹ふっ飛んだ！」

　いよいよ道具がなくなってきたら、今度はもう、くだらないダジャレで相手をキョトンとさせ、その間に脇わきを抜けて強ごう引いんに突破、上の階に逃げたりした。

（す、すげぇ……！）

　そんな風に逃げながら、オレは自分で思った。オレ、すげぇ！　ていうか……遊び人が、すごい！

（遊び人──もしかして──存在意義あるのか!?）

　ここに来て、自分自身で、自分が選んだ〝遊び人〟という職業の持つポテンシャルにビックリするオレ。

　今まで……というか、洞どう窟くつに入って、リッカの実力を目まの当たりにして以降なんかなおさら、遊び人って何の役に立つんだ……オレこの一ヶ月何してたんだ……そんな気分に襲おそわれっぱなしだったけど。

　想定外の事態……まったく分不相応な、普ふ通つうに戦ったら歯が立たないような魔獣と対峙した瞬間。

　自分でも意外なくらい、遊び人学校で教わったことが役に立つじゃないか！

（普段は全く役に立たないけど、意外な場面で役に立つ……勇者や戦士や武道家とは違ちがう全く新しい職業……あのバニーの校長や、ステフがいってたことって、こういうことだったのか……!?）

　その後もオレ達はひたすら戦せん闘とうを回避し、逃げまくった──！
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　とはいえ、中々、落ちる前のフロアは遠かった。

「ゼェ、ゼェ、ゼェ、ゼェ、」

「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……」

　スケルトンと出会ってから一時間弱──。

　たぶん階層でいえば一○階分くらいは上がってきてるはずなんだけど、まだまだ見慣れない風景が続いていた。

「いつまで続くんだよこのダンジョンは……？」

　っていうか、訓練用のダンジョンの下に、なんでこんな広大なダンジョン広がってるんだよ!?

　さすがに精神的にも体力的にも磨すり減へってくる。

　なんとかここまでうまく逃にげてきたとはいえ、全部ほとんど紙一ひと重え、遊び人道具ももうほとんど無いし……このまままだまだ続くんなら、ちょっとキツイんですけど……!?

　精神的にキツイ理由は、もう一つあった。

　リッカである。

「…………」

　リッカは何故か、あの、スケルトンから逃げた辺りから、何かモジモジして、

「あの」

　だの、

「えーと」

　だの、何か言いかけて、

「…………や、やっぱいい」

　……結局そっぽを向いてやめる。

　……それを百回くらい繰くり返してくるのだ。

「あ、あのさ」

　と、いってる傍そばからだった。

「リュ、リュクス」

「な、なんだよ？」

「……や、やっぱいい」

　結局そっぽを向いてやめるリッカ。いやいやいや！

「な、何？　なんなわけ？」

　さすがにちょっとグッタリしながらオレ。

「どうしたんだよ歯切れ悪い……上の階で、オレの精神を押しつぶすように圧力かけてきたリッカはどこ行ったんだよ!?」

「あ、圧力なんかかけてないわよ！」
















「かけてたよ！　あ……もしかして、まさかまた、今、あれに対する返事いえっていうんじゃないだろうな」

　オレはピンと来て聞いてみる。

「それは無理だぞ。今はそれどころじゃない。まず逃げないと」

「わ、わかってるわよ！　つかその話じゃないし！　まぁ多少関連はしてるけど……ちょっと見直したってのと、お礼を……だぁもういいわよ」

　リッカは頭を搔かき毟むしり、オレを睨にらみつけ、

「ったく、この鈍どん感かん男。さぁ行きましょ。大分上のフロアに上がってきたし、きっともう、あと少しでしょ」

　ヤケクソのように前方方向にズンズン前進していく。

（なんなんだよそりゃ……!?）

　鈍感って、オレどっちかっていうと敏びん感かんなほうだっての……！

　憮ぶ然ぜんとして後を追う、オレ。

　しかし次の瞬しゆん間かんだった。

「ぎゃわっ!?」

　前方から、突とつ然ぜん、リッカの素すっ頓とん狂きような声が聞こえた──。




「リ、リッカ!?」

　慌あわててリッカに追いつくオレ。周囲は相変わらず、うんざりするくらい代わり映ばえのしない狭せま苦くるしい石造りの通路である。

　リッカはその真ん中でのけぞるような格好で何やら固まっていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?　魔ま獣じゆうか!?」

「わ、わかんない……あれ」

　困こん惑わくした目で、正面を指す、リッカ。

「え？」

　指先を追ったオレは、驚きよう愕がくした。

「ん？」

　目を疑った。

　前方、視線の先。

　そこに……

「ハッハッハッハッ……」

　嬉うれしそうに尻尾しつぽを振り、荒あらく息をする、煤すすけた黒い毛をふさふさと蓄たくわえている……生まれたての子犬のような生物が立っていたのだ。

　いや、子犬じゃなかった。

　そいつは、よく見ると、背中に小さな羽根を蓄えている。

「「え……？」」

　それを見た瞬間、オレとリッカは同時に声をあげた。

「「ドラゴン!?」」

　そう、間ま違ちがいなさそうだった。

　そこにいたのは、ドラゴン──なんか汚よごれてるし種類まではよく分からないけど──の子供、らしき生き物だった。

「き、き、斬きる？」

　その瞬間、焦あせったようにチャキッ、と折れたルスキニアスを構えながらリッカ。

「い、いやいや、待てよ。だって……全然敵意なさそうだし。ていうか……」

　言い争ってるうちに、てってってって……その子ドラゴンは、ダンジョンの床に爪つめの音を響ひびかせながら、オレ達に背を向けどこかに向かって歩き出した。

　が、どうやら、逃げた、というわけでもないらしい。

　その子ドラゴンは、たまにチラッとこちらを振り返り……オレ達を待つように……誘さそうように……何度か立ち止まっている。

「なんか……ものすごく積極的に、オレ達助けようとしてくれてるっぽいんだけど……」

　なんだろう、アイツ？

「罠わなよ……絶対罠！」

　即そく座ざにリッカ。

「確かに敵意はなさそうだけど……ああやって人間を誘い込み、悪あく魔まの罠にハメる……地じ獄ごくからの使者みたいな存在なのよ、アイツは！」

「う、うぅん、そうかなぁ……」

「魔獣が人間助けるわけないじゃない！　それとも、なんか助けてもらえる根こん拠きよでもあるわけ？」

「それはないけど……」

　ないけど……。

　オレ、ドラゴンには、ちょっと特別な想おもいがあるんだよなぁ。

　と、いうのも。

　前にもいったかも知れないけど……オレが魔獣好きになったきっかけ。いや、もしくは、元々好きだったけど、それを認識させられたきっかけ。

　それは、五歳の時、一人で行った森で出会った、黄色い毛並みの子ドラゴンがきっかけだったのだ。オレはそいつにポチって名前をつけて、ダメと思いつつ、ついついよく遊んでた。

　結局そのポチは、会ってから半年くらい経たってから、いつも通りその森に行ってみたら、いつの間にかいなくなっていて会えなくなっちゃったんだけど……（当時はさすがに泣いた）……。

　それでも、ポチがいたから、ドラゴン全体に、ちょっとえこひいきじゃないけど……何か気を許してしまう部分がオレにはあった。

　それに、少なくとも、あの子ドラゴンからは何も敵意は感じられないし……。

「それでも……ついていってみるべきだと思う」

　やっぱりオレは思い切って自分の意見をいってみた。

「理由はなんとなく、アイツ、悪いヤツじゃない気がするんだ」

　リッカのほうを見ながら、オレ。

　とはいえ、こんなオレなんかの、根拠の薄うすい意見を、リッカが聞くことはないことは短い付き合いだけどもう分かってる。なのでオレは、リッカからくるであろう反論にどう反論するか、考え始めようとするが……。

「……分かった」

　リッカの答えは意外なものだった。

「じゃ、ついていくしかないわね」

　チャキッ、と剣けんを納め、アッサリと、リッカ。

「え？」

　耳を疑うオレ。

「いいの？」

「何が？」

「いや……なんていうの。天下の勇者様が、遊び人如ごときの意見に従っちゃって……」

「別に従ってないわよ」

　すました表情で、リッカ。

「ただ、何？　こういうちょっと想定外の事態では、遊び人もちょっとは役に立つみたいだから、意見聞いてみただけよ。勇者として当たり前のリーダーシップよ」

　え？　そ、そういうもんなの？　さっきまでは、全然そんな感じしなかったけど。

「そ、それより、アイツ追うんでしょ。いいの、行かなくて!?」

「あ、そ、そうだった」

　早くしないと見失う。

　話を切り上げて、オレは子ドラゴンのほうへ視線を向けた。

「よし、行こう」

「オッケ」

　というわけで、さっきの謎なぞの子ドラゴンの後を追うオレとリッカ。

　その先に待っていたのは、予想外の場所だった──。




「お……」

「おおお!?」

　思わず声をあげるオレ達。

「クゥゥン！」

　そんなオレ達の前で、まるっきり子犬のように、嬉しそうに尻尾を振ふる子ドラゴン。

　この子ドラゴンに連れられてきた場所。それは、──遥はるか上空までひたすら続く巨きよ大だいな螺ら旋せん階段だった。

「何よこれ……何でこいつ、こんなの知ってるのよ……？」

　ここまで、楽にこられたわけじゃない。子ドラゴンは、オレ達の予想もしなかったルートをひたすら進んだ。通路の小さな穴を抜ぬけ、天てん井じよう裏を抜け、床ゆかの亀き裂れつを降り、そして最後、入れるか入れないかぎりぎりの大きさの壁かべの穴に入ると──唐とう突とつに、この螺旋階段が現われたのである。

「これ……たぶん、この洞どう窟くつ管理してる、強化協会とか冒ぼう険けん者学校が使ってる、管理者用の非常階段よ」

　本気で驚おどろいた表情でリッカはいう。

「ひ、非常階段？」

「うん。半分天然の洞窟っていったって、訓練用なんだから、色々管理しないといけないし。魔獣の質とか、罠がちゃんと作動してるかとか、宝箱の中身とか。そういう時、いちいちダンジョン攻こう略りやくして奥までいくの面めん倒どうくさいでしょ？　だから、だいたいの人工洞窟には、こういう隠かくし階段作ってあるのよ」

「はぁ……そういうもんなんだ」

　さすが勇者、よく知ってんなー。

「勿もち論ろん、普ふ通つうは絶対見つからないようになってるんだけどね。けどハッキリした。私達が落ちてから今通ってきた場所も、一応、れっきとした訓練用コースだったんだわ」

　納なつ得とくしたようにリッカ。

「けど今は使われてない。たぶんレベル高すぎたのね。それで封ふう印いんされた。冒険者業界って、出来たの三十年前くらいだけど、初期の頃ころって難度高い訓練用ダンジョンばっかりだったらしいから、もしかしたらその一つなのかも。

　で、今は、その上に新しく作ったか、前からあったけどまだ簡単だった、地下一○階までのダンジョンを〝はじまりの洞窟〟として使ってる」

「じゃ、オレ達、何かの手て違ちがいで、その封印された超ちよう上級者コース？　みたいなほうに行っちゃってたってこと……？」

「みたいね。もしかしたら……ディア達のせいかも」

　さらにリッカはいった。

「ディア達？」

「うん。ていうか、元々は、このダンジョンのせいなんだけど……。要するに、古いダンジョンだから、その超上級者コースへの道が、完全に閉じてなかったのかも」

「え？　でも、そんなんだったら、もっと昔から明るみに出てたんじゃ……。

　だって、この〝はじまりの洞窟〟、他の人も今まで訓練用に普通に使ってたんだろ？」

「それはたまたま、ここに超上級者コースにいけるレベルの人間がこなかったからよ」

　リッカはいう。

「ここまでの超上級者コース、さすがに昔だって誰だれでも入れるようにしてたわけじゃないと思うわ。たぶんあのオーブの間で、ある程度選別してたのよ」

「あ……！」

　オレはそこで、ようやくリッカがいいたいことが理解できた。

「ってことは……今日はディア達……超ハイレベルなポテンシャルの冒険者候補生が四人もいたから……久々にあの入り口開いちゃったってこと？」

「たぶんね」

　肩かたをすくめながらリッカ。おいおい……ディア、ルナル、ウルフ、アナ……お前らどこで何やってんだよ……おかげでオレ、すんごい苦労してるんだけど！

「まぁでも助かった。超上級者コース用とはいえ、こうして非常階段見つかったんだから。これ昇のぼれば、地上──までは行かないにしても。少なくとも、表のダンジョンの終点になる、地下一○階──私達が落とし穴に落ちた、あの祭さい壇だんのある部屋までは昇れるはずよ」

「お、おお！　マジで！」

　オレは思わず歓かん声せいをあげる。

　やった……ようやく希望、見えてきたか？

「ありがとう……お前のおかげだ」

「クゥゥン……！」

　そしてオレは甘えるようにオレの手にまとわりついてくる子ドラゴンの頭を撫なでてやる。何かよく分からないけど、コイツはオレ達の救世主だ。

　けどなんでコイツ、オレ達助けてくれたんだろ……？　それこそ餌えさもあげてないのに。オレとリッカに……特にオレに、普通の魔ま獣じゆうと比べても相当好意的に接してくれてる気がした。

「さ、行くわよ」

　しかしリッカにとっては別にそこはどうでもいいらしい。

「けっこう昇るんだから、覚かく悟ごしときなさいよ」

　もう非常階段に昇る気満々である。

「わ、わかった……じゃあな」

　オレは子ドラゴンに別れを告げた。

　いよいよオレ達のダンジョン攻略もクライマックスに突とつ入にゆうする──！
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「ハッハッハッハッ……」

　てってってって……むしろオレ達を先導するように先頭を軽快に昇のぼっていく子ドラゴン。

　結局、子ドラゴンはついてきた……。いいのか、アイツ？

「ふーん、元気いいじゃん」

　リッカもいつのまにか先頭を行く子ドラゴンを黙もく認にんしてる。しかしそれにしても……。

「くはぁ……管理者用の階段とはいえ、これはこれでキツイなぁ……」

　最さい後こう尾びのオレは弱音を吐はいた。一体何百……何千段あるんだろう。

「何贅ぜい沢たくいってんのよ。あの超上級者用コース突つっ切っていくのに比べたら何万倍ラクで安全だか……！　さぁさっさと行くわよ」

　リッカは勿もち論ろん余よ裕ゆう綽しやく々しやく、子ドラゴンと一いつ緒しよに軽やかな足取りでたったかたったか昇っていく。う、うーん、やっぱ遊び人、基本的には役立たずかも……。




　とはいえ、オレもなんとか必死に喰くらいついていった。

　昇って昇って昇って昇った。

　明日以降二、三日筋肉痛になる気がしたけど構わず昇った。

　すると、その苦く役えきが報われる瞬しゆん間かんがやってくる。

　昇り始めて何時間かが経たった頃、階段の終わり、そして光が見えた。

　最後の力を振り絞しぼり、その光の中へ飛び込むオレ。

　そこにあったのは、見覚えのある、オーブが光る祭壇のある広大な部屋……その祭壇の下から、オレ達は出てきたらしかった。

　リッカの予想はぴたりだった。

　オレとリッカは、散々右往左往の挙あげ句く──ようやく、今回の騒そう動どうのスタート地点……本来のゴール地点である、あのだだっ広く、祭壇のみがポツンとあるフロア──地下一○階まで生せい還かんした──！
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「やった……！」

　歓声をあげるオレ。

「やったわね……！」

　苦く笑しよう混じりに歓声をあげるリッカ。

「キャインッキャインッ！」

　その安あん堵どを嗅かぎ取ったのか、ほんとに理解してるのか分からないけど、とにかく嬉うれしそうに駆かけ回る子ドラゴン。

　まだまだディア達の捜そう索さくっていう本題が残ってるとはいえ、とりあえず、第一関門はクリアだ。

　というわけで、無む邪じや気きに喜んでいたオレ達だったが。

　その時間は長くは続かなかった。

　喜んでいると……部屋が突とつ然ぜん、不ふ穏おんな音とともに、振しん動どうし始めたのだ……！

　ゴゴゴゴゴ……！

「…………え？」

　一いつ瞬しゆんで引きつる、オレの顔。リッカも気づいたらしく、緊きん張ちようした表情になる。

「あ、あのさ」

　オレはリッカに聞いてみる。

「オレ達、なんか超上級者コース？　みたいなのから生還したけど。超上級者コースは勿論、行って帰ってきたら、それで課題はクリアだよな？」

「う、うん……」

　リッカは一度頷うなずくが、

「あ」

　そこで、口を大きく開いて固まる。

「な、何だよ、その不ふ吉きつな〝あ〟は!?」

「ソ、ソーイエバ。聞いたことある。昔の超上級者用訓練用ダンジョンって、とにかく挑ちよう戦せん者泣かせで有名だったらしいんだけど」

「うん」

「一番キツイのが、その頃の超上級者用訓練用ダンジョンにあった〝ボス戦システム〟っていうシステムだったんだって」

「なんだよ……〝ボス戦システム〟って」

　嫌いやな予感しかしねぇ！

「つ、つまりさ。散々苦労して抜ぬけた洞どう窟くつの先に、そのダンジョン最強の存在が、最後の課題として立ちはだかるわけ。ただ、今は、時代の流れと共に、過度なスパルタ教育は問題視されるようになったから、超上級者コースと共に、そういうのは全部封印されてるはずなんだけど……」

「じゃ、じゃあまさか……」

　ゴクリと唾つばを飲み込みながらオレは聞く。

「オレ達が踏ふみ込んだの、超上級者コースだから。もしかして今から、オレら、その、ボスとやらと戦わなきゃいけないかもしれないってこと……？」

「う、うん」

「ウソだろ……」

　信じたくなかった。

　途と中ちゆうであった雑ざ魚こ魔獣にすら、歯が立たなかったのに。

　こんな疲ひ労ろう困こん憊ぱいな状態でダンジョン最強の敵とぶつかるっていうのか!?

　そこまで神サマも意地悪じゃないだろ、オレ達に。

　しかしオレのその根こん拠きよのない希望は、やはり所しよ詮せん根拠のない希望なのだった。

　ゴゴゴゴ……！

　地じ響ひびきはいよいよ大きくなり、

　そして──

　悪夢が、オレ達の前に、光臨した──！
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「な、なんだコイツは……!?」

「ギャアア!!」

　そいつは、なんか作り物みたいな、無理やり人間の手で造られたような音で咆ほう哮こうした。

　とてつもない重量感を感じさせる着地音と共に光臨したそいつ、フォルム的に一番似ているのは、〝竜りゆう〟だ。

　ただし、子ドラゴンとはまるで違ちがう。というか、オレが知る限り、この世にいるあらゆるドラゴンと違う。

　まず全身が機械で出来ている。身体からだは鋼鉄に覆おおわれ、首や肘ひじ、膝ひざなど、人間でいうところの関節がある部分には何やらクダのようなものがむき出しになっていた。足は何本あるんだ……八本はあった。

　そして、全く感情がない。蒸気を噴ふん出しゆつしながら、ただただ、空くう洞どうみたいな目がこちらを捉とらえていた。なんだコイツ!?　いろんなガラクタ寄せ集めて竜の形に無理やりこさえたみたいな……。

「ドラゴンバスターだわ」

　絶句するような声でいっているのはリッカ。

「ド、ドラゴンバスター!?」

「ドラゴンバスター、つまり、竜も倒たおせる兵器。昔の強化協会が造った、けっこう悪名高い訓練兵器よ」

「く、訓練兵器!?　これが!?」

　凄すごい迫はく力りよくなんですけど!?

「訓練兵器っていってもその制圧力は半はん端ぱじゃない──最強の竜たる、ゴールデンドラゴンの次に凄いっていわれてたらしいし」

「ゴールデンドラゴンって……もう、世界とか滅ほろぼす奴やつじゃん!?」

「そう。だから実際、これはすぐ封ふう印いんされた。超ちよう上級者コースなんかと一緒にね。なんか実習中に暴走して、どっかの国が壊かい滅めつしかけたことあるんだって。けど、ここには、これもまるごと残ってたみたいね……！」

「頭オカシイだろ……昔の冒ぼう険けん者強化協会！」

　オレは頭を抱かかえた。

　たかが訓練用ダンジョンのボス用に、なんでそんな禁じられた古代兵器みたいな敵置くんだよ!?

「ど、どうすんだ!?」

　咆哮するドラゴンバスターの前で絶ぜつ叫きようするオレ。

「逃にげる!?　なんとかして、逃げるか!?」

「無理よ！　つか、あんた昔の冒険者のこと何も知らないのね……ボス戦ってのはね、逃げられないものって相場が決まってんのよ！」

　リッカがいった、その瞬間だった。

　ガラガラガッ！

　ガラガラガッ！

　上の階からこの祭さい壇だんのある階へ続く階段と、今昇ってきた、この祭壇のある階から下へ続く階段に、石の引き戸のようなものが下りる。えぇっ!?

「に、逃げられない!?　じゃあ、遊び人全く役に立たないじゃん！　どうすんだよ……！」

「どうするもこうするもない……今回ばっかりは、戦うしかないわよ」

　そういうとリッカは、折れたルスキニアスを再装備した。

「ええ!?」

　まぁ確かに今回のは魔ま獣じゆうっていうか課題用の機械みたいな相手だし、別に戦うこと自体に抵てい抗こうはないけど……。

「心配しないで。あんたは戦わなくていい。それはあんたの仕事じゃないから」

　リッカはドラゴンバスターをまっすぐ見み据すえながらいう。

「あんたは役目を果たした……こっちが思ってた以上に。今度はこっちが役目を果たす番よ。だいたい、なんか、この洞窟入ってから、私いいトコなしだしね」

「い、いや、そうはいってもさ！」

　オレはリッカを止めようとする。

「だってこのドラゴンバスター、どう見てもあの道中出会ったスケルトンより強いだろ!?　そんな奴相手にどうやって勝つんだよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。後先考えなくていいなら、私だってまだまだやれる。見てて……現冒険者候補生ランキング一位の力、見せてあげる」

　呟つぶやくと、リッカは、単身ドラゴンバスターに向かって特とつ攻こうしていった。

　マジか!?

　しかしそこから見せたリッカの活かつ躍やくは──

　なるほど……現冒険者候補生ランキング一位にふさわしいものだった！




「トール・ハンマー！」

　絶叫しながら、掌てのひらを天に掲かかげるリッカ。すると、その瞬しゆん間かんだった。

　ゴウンッ……！

　洞窟全体が揺ゆれるほどの威い力りよくで、巨きよ大だいな雷かみなりが、ドラゴンバスターに直ちよく撃げきした。

　その瞬間、ギッ……ドラゴンバスターの動きが少しニブくなる。

「お、おお！」

「キャインッ!?」

　余波の爆ばく風ふうで、吹ふっ飛ばされかけるオレと子ドラゴン。

「まだまだ行くわよ……トール・ハンマー・イリュージョン！」

　天に向かって叫さけぶリッカ。

　ゴウッ！

　すると今度は、リッカ自身に雷が直撃した！　ええ!?

　しかし、リッカは黒くろ焦こげになったりしていない。

　爆風の中から現われたのは、金色のオーラを纏まとい両手両足目鼻口首、全ての部分を電撃でバチバチいわせているリッカ・ラトビア。

「らぁぁ！」

　そのままリッカは乱暴に言い捨てると、ドシュッ！

　次の瞬間、ドラゴンバスターの顔面の前に瞬間移動したかのように神速で移動し、

「おぉう、りゃっ！」

　そのまま、雷らい光こうを迸ほとばしらせた右手で、顔面を殴なぐりつけた。
















「おりゃりゃりゃりゃりゃりゃ……！」

　さらにドラゴンバスターの顔面の前で瞬間移動を繰くり返し、その度たびにありとあらゆる角度から顔面を殴りつけるリッカ。

「グアアアアアア!?」

　そのラッシュに、ドラゴンバスターがよろめき、後退。

　鋼鉄で出来た顔面が、ヒビだらけになっている。

「す、すげぇ！！！！」

　ダンジョン前半で見せた、小手先のスキルの時より、何倍も大きな声でオレは絶叫した！

「な、何なのそれ!?　あ、ありえない強さだろ、入学一ヶ月目の冒険者候補生として！」

「だからいってんでしょ……後先考えなければ、これくらいできる……ってね！」

　電撃を集めたつま先で、ドラゴンバスターの顎あごを蹴けり上げ、一度こちらに後退しながらリッカ。

「この一ヶ月で身に付けた、私の奥の手よ。まぁ消しよう耗もうが激しくて一分も動けないし、こういう時でもないと逆に使えないけど……けどその分、戦せん闘とう力は、何倍にも跳はね上がる」

　リッカはいうと、

「はぁぁぁぁ……！」

　深く息を吸い込み……そのまま、右手に、一気に電撃の力を集め始めた。

「ほんとはあんたじゃなくディア達を驚おどろかしたかったんだけどね……とりあえず今回のギャラリーはあんただけで我が慢まんしてあげる。まぁ、実際、まだまだ未完成だしね」

　リッカはいうと、グッと前ぜん傾けい姿勢になり、

「凄いと思うなら、……終わった後、ディア達の説得手伝いなさいよ。こんな技わざだって、アイツらなら、何倍も早く何倍も凄い完成度で習得できるんだろうから」

　言い捨てると──跳ちよう躍やくした。

「さぁ──トドメ！」

　叫び、

「おおおおおお！」

　限界までエネルギーが集まった右手で、ドウンッ！　ヒビだらけだったドラゴンバスターの顔面を殴りつける。

「グワァァァ！」

　ピキピキピキ……咆哮と共に、ヒビが広がり、バッキャァ！　ドラゴンバスターの頭部がそのまま四散。

　頭部を失ったドラゴンバスターは、首の先せん端たんの管から放電し、パチパチ……動きを止めていた。

「やった……！」

　その、リッカ・ラトビア伝説の始まりの一ページとなりそうな、神こう々ごうしい光景に圧あつ倒とうされるオレ。

　や、やっぱめちゃくちゃ凄いわ……勇者。

　勇者学校の生徒全員がこんなバケモノじゃないのかもしれないけど……少なくともリッカは、間ま違ちがいなく天才だった。

　同時に、改めて思う。

　そんなリッカにライバル視されるディア達四人って……ほんと、どんだけのバケモノなんだよ……!?

「ふう、ま、こんなもんか」

　そして、頭を失い、そのまま倒れたドラゴンバスターの前に、少しホッとしたようにリッカが着地する。既すでに力を使い果たしていたのか全身から電撃のオーラは消失していた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか、リッカ」

「大丈夫大丈夫。完全にエネルギーゼロだけど……こっから地上に戻もどるだけなら、全然余よ裕ゆうで行けるわ」

　笑え顔がおでいって、こちらに戻ろうとしてくるリッカ。

「さ、後は地上に戻って、ディア達を……」

　余裕たっぷりにいいかけた……その時だった。

　ギ……ギギ、ギ……

　リッカの背後で、鈍にぶい、稼か動どう音。

「え？」

　というヒマもなく。

　カッ──！

　オレ達の周りに閃せん光こうが走り、

　ドンッ！

　オレとリッカは、爆風に飲み込まれた──！




　　　　　　　※




　一いつ瞬しゆん、意識が飛んだ。

「うぅ……!?」

　爆ばく炎えんと土つち煙けむりが舞まい上がる中、オレは朦もう朧ろうとしかかった意識のピントを急いで合わせる。

　何？　何が起こった？

　前方に、影かげ。

　炎の中に屹きつ立りつしているのは、さっきリッカに頭部を吹き飛ばされたドラゴンバスターだ。ただし、姿かたちは変化している。リッカに吹き飛ばされた頭部はなくなったまま……しかし、代わりに、掌や、膝ひざ、腹部など、いたるところに〝大たい砲ほうの口〟みたいなものが出現し、そこからドンッ！　ドンッ！

　怒いかり狂くるったように、そこら中に、閃光を吐はきまくっているのだ。

　辺りが次々炎えん上じようしている。

　えぇぇ……!?

「そ、そんな……なんで……!?」

　頭失っても生きてる生き物なんているのかよ……！　あ、でも、そうか、生き物じゃないからか……！　ああいう兵器だと、頭一つなくなったくらいじゃどうってことないように作られてるのか……!?

　どうやら、オレ達は奇き跡せき的に直撃は避さけたようだ。やみくもに撃うった一発が近くに着ちやく弾だんして、その爆風で飛ばされただけらしい。とはいえそれだけであの破は壊かい力……直撃したら、間違いなくバラバラになってた……。

「キャインッ！」

　次の瞬間、子ドラゴンが焦あせったようにオレのズボンの裾すそを嚙かんで引っ張るので、オレは我に返る。

　おお、よかった、こいつは無事だったのか……。

　あ、でも……

（そうだ……リッカ！）

　オレはハッとなる。リッカはどうなった!?

　炎が立ち上る中、周囲を捜すと、……いた！　オレのすぐ隣となり、リッカはそこに頭から血を流しながら目を閉じ死んだように動かなくなっていた。

「お、おい、リッカ！」

　力なくオレに揺さぶられるまま、完全に気を失っているリッカ。息はしてるし、まだ生きてはいるようだけど、オレの呼びかけには全く応じない──。

「キャインッ！」

　再び、子ドラゴンの声。ハッとなる。やば……ドラゴンバスターか！

　正面──そこに、さっきまで怒り狂ったように閃光を吐きまくっていたドラゴンバスターが、さっきまでとは対照的に、ぴたりと動きを止め、ジッ……とこちらの様子を窺うかがっているように立っていた。

（やばい……気づかないでくれ……！）

　もう頭無いんだし、オレらの存在見つけるな……！　オレは必死に祈いのったが──。

　ギ、ギギ……。

　キィィィ──！

　オレの願いは虚むなしく散ったようだった。

　ドラゴンバスターが。

　完全に、いよいよオレ達を捕ほ捉そくしたように、掌てのひらや、膝、腹部──全ての閃光の〝口〟をこちらに向け……その全ての〝口〟の中に光を集めだしたのだ。

（や、やめてくれ……）

　オレは反射的にリッカと子ドラゴンを抱かかえ、身を硬かたくした。

（やっと……やっと遊び人って凄すごいじゃないか、面白いじゃないかって思えてきたとこだったんだ）

　閃光が眩まばゆさを増していく中、オレはとっさに思った。

（これから、オレはもっと凄くなるんだ。どんどん凄くなって……あの四人の買い被かぶるイメージに追いつくような……本物の筆頭特待生に……あの四人が本気で追いかけるようなライバルになるんだ……！）

　視界が白くなり、何も見えなくなる中、オレは思った。

「こんなところで死んでたまるか……！」

　呟つぶやくように、オレ。

「オレは世界一の遊び人になるんだ……！　だから、こんなところで、死んでたまるか！」

　全力で叫さけぶオレ。

　虚きよ勢せいとはこのことだろう……オレがここでどれだけ力いっぱい叫んだって、咽のどが潰つぶれるほど絶ぜつ叫きようしたところで、事態は何も変わらない。ドラゴンバスターは止まらないし、ダメージにもならない。

　事態は、何も、変わらない。それは分かっていた。

　だけどオレは叫んだ。叫ばずにはいられなかった。ただただ力いっぱい叫んだ。

　その結果──

　運命が、変わる。

「おーいリュクスぅぅぅぅぅ!!」

　まさかの声が、天てん井じようから、降ってきた。




　　　　　　　※




「……え？」

　一瞬、何が何やら分からなかった。

　ゴパァッ！

　天井に亀き裂れつが走ったかと思うと、

　ガラガラガラ……巨きよ大だいな瓦が礫れきが天井から降り注ぎ、オレにトドメを刺さそうとしていたドラゴンバスターが、

「ガァァ!?」

　その崩ほう落らくに巻き込まれ、姿を消した……。

　……え!?

　えぇ!?

　直後、

「リュクス、どこだぁ!?」

　天井に開いた穴から舞い降おり、必死に周囲を捜している四つの人ひと影かげが現われる。

　そこにいたのは……間違えようもなかった。

　この個性的な四人のルックス、間違いようもない。

　赤あか髪がみの少女、ディア・ベナード──

　白衣の男、ルナル・フェイエル──

　大たい剣けんを背負う男、ウルフ・ゼーフント──

　頭に王おう冠かんを載のせた少女、アナ・ナトラ──。

　はぐれたはずの、遊び人学校特待生組の四人だった。

「あ。いた！」

　そしてその四人はソッコーでオレを発見し、

「おい、リュクス！　捜したぜ！」

「全く……君って奴やつは」

「まさか、ハードモードに自分から飛び込み、一回り大きくなって帰ってくるとはな……！」

「その発想力。まさに筆頭特待生にふさわしいものですわ」

　四人は満足げに誇ほこらしげにウンウン頷うなずきながらオレにいってくるが、

「いやいや、待って待って」

　さすがに、事態が、一切理解できなかった。

「お前ら……何やってたの!?」

　どっから聞けばいいのかよく分からないけど、

「何で〝上〟から降りてくるんだよ!?」

　パッと気になったのはそこだった。

「え？　オレやリッカと一いつ緒しよに、このフロアから、落とし穴に落ちたよな？　もうとっくに帰ってたってこと!?」

　確認するオレ。

　すると四人は苦く笑しようする。痛いところをつかれた、といわんばかりに。

「そ、それおれらにいわせんのかよ……」

「お、鬼おにの所業ですわ……」

　ディアとアナがスネたように口を尖とがらせる。

「逃にげたんだよ。おれらはな」

　そしてディアが、白状するようにオレにいった。

「え？　に、逃げた？」

「ええ。穴が開いて、宙に投げ出され、自由落下が始まるまで……○コンマ数秒、時間がありましたでしょう？」

　バツが悪そうにアナ。

　いや……ごめん……そんなのオレは全く感知できなかったけど……。

「その間に……臆おく病びような私わたくし達は全員、即そく座ざに反応し。おのおののやり方で近くの壁かべや天井に取り付き……反射的にハードモード突とつ入にゆうを回かい避ひしてしまったんですわ」

　悔くやしそうにいうアナ。

「ほんと情けねぇよな……」

　と、ディア。

「ええ。リュクスと、そして勇者学校のルッカ？　でさえ、本当は回避できたというのに、瞬しゆん時じにどちらが自分にとって結果的にプラスになるか考え……判断し……あえてハードモードに落下していったというのに……臆病な自分をこんなに歯がゆいと思ったのはあの時が初めてでしたわ」

　本気で悔くいるようにいう、アナ。

　うん……勿もち論ろん、こっちはわざとじゃなかったんだけどね!?　どんだけ苦労したか!?　そもそもお前らのほうが万倍凄いわ……もはや人間じゃないよ、その反応力！

「その後、一瞬遅おくれて、君達の真意に気付き後を追おうとしたが……時既すでに遅おそしだったんだ」

「すぐに穴が閉じてしまってな」

　続けたのはルナルとウルフ。

「じゃあ、お前らもともと落下してなかったのか……！」

　リッカ、良かったな。オレは気を失ったリッカをチラッと見て思った。

　リッカ、あの四人を危険に巻き込んだことかなり後こう悔かいしてたし……リッカ、この四人、そもそも、自由落下すらしてなかったよ……。

「その後、なんとか下に降りる方法を探さぐっていたんだが、この階の床ゆかは頑がん強きようで硬く、どうにもならなくてな」

「だから、もう、君達に置いていかれた自分達の情けなさを嚙み締しめながら、泣きたい思いで一度地上に戻もどることにしたんだ」

　ウルフとルナルがいう。

「ほほう」

　本当に泣きたい思いしてたの、絶対オレ達だけどね……！　ウルフが続けた。

「そしたら、地下一○階から地下九階に上がった直後、突とつ然ぜん地下一〇階への階段が閉へい鎖さされてな」

「即座に理解したよ。二人が帰ってきて、最後の最後、かつてあったというボス戦に突入した……つまり、また、僕らは置いていかれたってことをね……！」

「そしたら、声が聞こえた。〝オレは世界一の遊び人になるんだ……！〟ってな」

　不敵な笑みと共にディア。

「さすがに火ぃついたぜ。で、これ以上、先に進まれたくねぇって思った」

「そしたら、全員、全力以上の力が出てな」

「まさに計算外の出来事だったよ」

「地下九階の床も、一○階の床と同じくらい硬かったんですけど、ようやく破ることができましたわ」

　オレに先んじるように、ドラゴンバスターのほうを見ながらいってくる四人。

　そして四人はいうのである。

「というわけで、リュクス！　悪ぃけどこいつは譲ゆずってもらうぜ！　余よ裕ゆうぶっこいてダラダラ遊んでた罰ばつだと思えよな！」

「そうだ。俺は身体からだの……そしてヴォルケインの火ほ照てりがおさまらんのだ」

「これ以上獲かく得とく経験値の独り占めは絶対にさせない」

「そうですわ。リュクスは十分マスタークラスなんですからもういいでしょう!?」

　四人はいってくるが、

「い、いや、待って！」

　譲るとか、じゃなくて！

「そんなこといってる場合か!?　相手誰だれかわかってんのか!?」

　ドラゴンバスター。国を滅ほろぼしかねない力を持つ、禁断の訓練兵器。

　何人仲間が増えたところで、全員でやらなきゃいけないだろ!?

「相手？」

「あ、あのですね、リュクス」

「さすがの僕らもそれくらいわかっているさ……」

　しかしディア達は、呆あきれたように即そく答とうしてきた。え？

「ドラゴンバスターだろう」

「降りてきた時、瓦礫の隙すき間まから、一いつ瞬しゆん見えたからね」

　平然と、ウルフとルナル。

「え……えぇ？」

　オレはその四人の答えっぷりに困こん惑わくした。

　ドラゴンバスターって知ってて……何でそこまで余裕たっぷりなの、コイツら……？

　ギギギギギ……！

　その時だった。そうこうしてる間にドラゴンバスターが瓦礫から這はい出し、そして──

　カッ！

　四方八方に閃せん光こうを放ち、自身の周囲の瓦礫を完全に吹ふき飛ばした。

「き、来たぞ！」

　思わず後退するオレ。

　しかし後退しているのは、──オレだけだった。

「おっしゃ、あれはおれの獲え物ものだからな！　まずはおれにやらせろお前ら！」

「馬ば鹿かいうな。ヴォルケイン様もお怒いかりになるぞ」

「まぁまぁ、ここは公平にいきませんこと？」

「だね。早い者勝ち……合理的に、そういこうじゃないか」

　四人は軽くそういうと、バシュッ！

　ほとんど消えたとしか思えない動きで踏ふみ出し、ドラゴンバスターに跳とびかかる。

「お、おい！」

　慌あわてて止めようと思ったオレだったが──。

「……え？」

　すぐ、足が止まった。

　そこから目の前で繰くり広げられた光景。

　そこにあった光景が──

　誰も全く予想しえない……一方的なものだったから。
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「おぉぅりゃぁぁ！」

　ドラゴンバスターの尻尾しつぽをガシッと摑つかむと──ありえないことだが──それをそのまま思い切り振ふり回し、

「どっせぇぇぇぇ！」

　そのまま、近所の子にふざけてやるようにジャイアントスイングさせているのは、オレより少し身長の低い少女……ディア・ベナード。

「……………………。え？」

「やれやれ、品が無いな……」

　左手で本を支え、右手で眼鏡を押おさえながら、その上にトンッ、と降り立ったのはルナルだ。

「力任せなんて原始的過ぎるよ……。力なんて不要だ。ましてや機械なんて、要するに数字の集合体。力学を良く理解して、ツボを押さえれば、赤ん坊ぼうでも破は壊かいできるっていうのに」

　そのまま、自身が乗っていたドラゴンバスターの胴どうをポンッと押すルナル。

　するとその瞬しゆん間かん、バッキャァァ！

　ドラゴンバスターの身体がそこから真っ二つに爆算……いや爆散した。

　は……はぁ!?

　この世のものとも思えないその光景に、啞あ然ぜんとしていると、

「見よ、狼ろう剣けんヴォルケイン！　の重さを利用し鍛きたえあげた脚きやく力りよくと腕わん力りよくから繰り出される、圧あつ倒とう的な拳けん打だの嵐あらしを!!」

　真っ二つになり、飛んでいったほうの上半身にウルフが追いつき、

「オオオオオオ！」

　ガガガガ！　そのまま、目にも留まらぬ速さで乱打を繰り出し、ドラゴンバスターの身体をどんどんどんどん木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしていく。

　凄すごい！　凄いけど！　お前この場面でもヴォルケイン使わないの!?　フィジカルの強さ、そこまでヴォルケイン関係ないだろ!?　火照ってたんじゃないの!?　それこそヴォルケイン様怒おこらないの!?

「あー良かったですわ、一いつ般ぱん家庭に生まれて」

　そして最後にホッとしたようにいっているのはアナ。

「一般家庭なら、誰でも、いざという時の備えに、呼べば来てくれる、王家に伝わる三種の神器──アポロンの盾たて、ゼウスの槍やり、ネプチューンの鎧よろい──みたいなもの、持ってますものね」

　そういうと、喋しやべってる途と中ちゆうのアナの下に、キランッ、キランッ──！　どこからともなく黄金の盾、槍、鎧が高速で飛来し、ガシャンッ、ガシャン、まるで見えない執しつ事じがそれを身に纏まとわせるように、勝手に次々アナの身体に装着されていった。はああ!?

「ビーナスの冠かんむりは元々装備してますしね。一般人のたしなみとして」

「どこが一般人だよ!?　てかそんな凄そうな王おう冠かんだったの!?　全然ベレー帽ぼうじゃないじゃん!?」

「さぁ行きましょっか」

　アナは無視し、軽くいうと、二つに分かれたほうの下半身──つまりまだディアに尻尾を摑まれたまま、振り回されてるほうに、踊おどるように身を翻ひるがえし着地し、

「一般家庭一子相伝奥おう義ぎ……【ロイヤル・ストリーム】！」

　四つの装備を共鳴させ、そのまま槍を足下に突つき立てる。その瞬間、眩まばゆい光が広がり……ドォォォンンッ！
















　ドラゴンバスターの下半身が木っ端微塵に爆散した。

「えぇ……!?」

　てか……一般家庭なのか……ロイヤルなのか……どっちなんだよ……。

「ギ……ギ……！」

　それでも、まだ、ディアが摑んでいた尻尾の部分が残っていた。そこだけが、力を振り絞しぼるように、獲とれたての魚のように抵てい抗こうし、そしてディアの腕うでから脱だつ走そうした。

「あ、こら、待ちやがれ！　あいつはおれがもらう！　手ぇだすんじゃねぇぞ!?」

「ふざけるな！　ヴォルケイン様はまだまだ獲え物ものを所しよ望もうだ」

「ちょっと、はしたないですわよ、これだから一般人は！　あ、間ま違ちがえた」

「まぁまぁ、ここは公平に合理的に、僕の獲物でいいじゃないか」

　そして最後に残ったその尻尾を追い、ドラゴンバスターと、というより、クラスメートと必死の抗こう争そうを繰り広げる四人。

「どん……だけ強いんだよ」

　オレは圧倒されるしかなかった。ドラゴンバスター……眼中に、無し？

　リッカですら……勇者学校筆頭特待生で、しかも、一分間だけ強化されるっていう禁じ手を使ったリッカですら、到とう底ていこのレベルには達してなかった。

　こいつらって……一体何……？

「ウソ……でしょ」

　その時だった。傍かたわらから声。

　見る。リッカが半身を起こし……ちょっと頭を押さえながら、呆ぼう然ぜんと目の前の光景を見守っていた。

「リッカ！　気がついたのか!?」

「うん……てか、起きられなかっただけで気ぃ失ってはなかったし……。あ痛たた……」

　腰こしを押さえながらリッカ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、大丈夫大丈夫。これ、怪け我がじゃなく、ほとんどトールハンマー・イリュージョンの反動だから」

「あ、そ、そういうこと？」

　ってことは、リッカも、そこまで重じゆう傷しようじゃないのかもしれない。良かった。

「それより、これ、どうなってんのよ……!?」

　目の前の光景を呆然と見ながらリッカ。

「こいつら……どんだけ強いのよ!?」

　ちょっと困惑するような声でリッカ。

「は？」

　その言葉に、オレも困惑した。

「え？　ど、どういうこと？　だってリッカは、あの四人の強さ知ってたから、勇者学校にスカウトしようと思ったんだろ？」

「そ、そーよ」

　リッカは少し億おつ劫くうそうに頷うなずき、

「私は実際に四人の強さも見たことあるし、四人の強さは正確に把は握あくしてる……つもりだった。なのに、明らかに、その時の四人より……今の四人のほうが強い……！」

　そこでリッカは、悲鳴のような声をあげる。え？

「一番違ちがうのは、闘たたかい方。前はこんなんじゃなかった。まだ普ふ通つう……まだまともな冒ぼう険けん者候補生予備軍だったはずなのに……。

　まさかこの四人……遊び人学校に入って、さらに強くなってるとでもいうの……!?」

　絶句するようにリッカ。

　は？　遊び人学校に行って……強くなってる!?

「だぁクソ、あいつらふざけやがって！」

　その時だった。ちょうど乱らん闘とうの結果軽く弾はじきだされたような格好になったディアが、ズザァァ……こっちに倒たおれこんできた。

「あ、ディ、ディア！」

　いいチャンスである。

　こうなったら本人に聞くしかないだろう。

「なんかさ、このリッカが、お前らが、入学前より遥はるかに強くなってるっていってるんだけど……それってどういうことか、分かる？　い、いくらなんでもありえないよな!?」

「は？　分かるっていうか……」

　ディアは首を傾かしげ、

「つか、まぁ。そうなる為ために……つまり、前より強くなる為に遊び人学校来てるから。そうなってなきゃ困るんだけどよ」

「はぁ……!?　な、なんでよ!?」

　納得いかないように、リッカがディアに詰つめ寄よった。

「何で遊び人学校に行ったら強くなるのよ!?　普通、強くなる為に行くっていったら勇者学校とか戦士学校とか武道家学校とか……」

「いや、そりゃ、筋力や魔ま力りよくは上がるかもしんねぇけど……そっちじゃ、そもそも、こんな自由に戦わせてくれねーだろ」

　ディアはこともなげにいうのだった。

「勇者学校や武道家学校で、ありにしてもらえるか？　ドラゴンバスターとの決戦の時、喧けん嘩か殺法みたいなジャイアントスイングで戦ったり、ツボ押して戦ったり、伝説の剣けん使わずに戦ったり、伝説の武器呼んで戦ったり……」

「そ、それは……」

　オレとリッカは、同時に声をあげて顔を見合わせた。

　確かに……こんな闘い方の冒険者……中々想像できない。

　百歩譲ゆずって、ディアやアナはともかく、いい剣持ってるのに使わないウルフや、計算で戦うルナルみたいな戦せん闘とうスタイルを受け入れてくれそうな冒険者職はどこにもなさそうだった。

「だから、おれらは、遊び人学校来たんだよ」

　そしてディアはいう。

「おれらは、もう、普通のやり方じゃ、これ以上強くなれねぇくらい変に完成しちまってる。型からはみ出さねぇともう成長できねぇ段階に達してるんだ。

　だから普通の冒険者学校には入りたくなかった。他の勇者学校にはマニュアルがある。そしてそれに沿って成長することを強要される。けど遊び人学校は別だ」

　ディアは前方を見み据すえ、

「他の学校と違い、あの学校は、どんな人間、どんな生徒の個性も許容する」

　グルグル肩かたを回しながら、

「常識に囚とらわれない人間であるほど、評価される。だからこそおれは遊び人学校に入った。で、そこで、色々常識とは何か、非常識とは何か、学んだ。

　だからこそ、おれらは、強くなってるはずだ。実際……ここまで自由に戦えてるのは、おれらも生まれて初めてだしな。今までなんだかんだ型やら常識的な戦い方やら枷かせがあったし」

「そんな……！」

　ショックを受けた様に呟つぶやいたのはリッカだ。

「入学前のあれが全力じゃなかった……!?　あれで枷をはめられてたっていうの……!?」

「そ、そうだったのか……！」

　オレも、静かに衝しよう撃げきを受けていた。

　そうか。

　こいつら、なんとなく、本人達のキャラクターのイメージで、ノリで遊び人学校来ただけなのかと思ってたけど……ちゃんと、色々考えて、遊び人学校来てたのか……！

「まぁ、だから、リュクスはすげぇってどうしてもなっちまうんだけどな」

　さらにディアはいった。

「え？　オレ？」

「ああ。そうはいっても、やっぱ、おれら、どっか杓しやく子し定じよう規ぎっつーか……型にはまる傾けい向こうにあるからなぁ」

　悔くやしそうにいい、

「ナンパっつったら近い年ねん齢れいの異性に声をかける。カジノっつったらギャンブルする。どうしても、そういう型にはまったこと考えちまう。けどリュクスは違う。今回もそうだけど……お前は全く型にはまらねぇ」

　オレを見ながら、

「カジノじゃギャンブルしねぇし、ナンパじゃ幼児大量動員。その度、あぁ、おれもまだまだだなって思うし……そうやって、自分の中の殻から、バリバリと打ち壊こわしてんのさ」

「な、なるほどね……」

　そうやって説明されると、一応、オレがやたら持ち上げられる展開になる筋は通ってる気はした。まぁ勿もち論ろん、それも、買い被かぶってる結果なんだけど。

「つーわけで、もういい？　おれ、最後の尻尾しつぽ、やっつけて自分の手て柄がらにしてぇし」

「あ、う、うん、」

「ド、ドウゾ」

「じゃなー」

　そう言い残すと、ディアは軽い足取りでドラゴンバスター尻尾争そう奪だつ戦に参戦、結果、うまくタイミングを摑つかんだのか、尻尾は結局ディアが粉ふん砕さい。

「おっしゃあ！　おれが一番粉砕したし……ってことは、この四人の中で一番リュクスに近いの、おれだよな!?」

「何をいっている、そこには、倒し方の芸術点なども加味されるべきだろう」

「そうですわ、だいたいこんな倒せて当たり前の敵、多く倒したからってなんなんですの？」

「全くだ、くだらない。というわけで今回は合理的に、ノーカンということで」

「なんなんだよお前ら!?　卑ひ怯きようすぎんだろ!?　殺す！」

　というわけで、取っ組み合いの喧嘩を開始する四人。

　こうして、オレの人生最大の敵、ドラゴンバスター戦はけっこうオマケのような扱あつかいで、四人にあっさり処理されてしまった……。えぇぇ……!?
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　戦いは、終わった！

　最初にドラゴンバスターと戦ったのはリッカ、そのドラゴンバスターを倒したのはディア達、つまりオレは何もしてないけど……。まぁ終わり良ければ全て良し、これも遊び人の大事な資質ってことで自分を納なつ得とくさせよう、うん……。

「んじゃ、帰るか」

　と、オレ。

　ディアが尻尾を拳こぶしで爆散させた瞬しゆん間かん、戦いは終わったと認定されたらしく、閉ざされていた下のフロアと上のフロアへの扉とびらは開かれているのでいつでも帰れる状態になっていた。

「そだな。つか、ぼちぼち帰らねぇと、日ぃ暮れて退学になっちまうし」

　頭の後ろで手を組みながらいうのはディア。あ、そっか……そういやそんな条件設定だったっけ？　だとしても、ちょっとは大目に見て欲しいよな……。こっちは超ちよう上級者コースみたいなのに送り込まれてしかもドラゴンバスターとまで戦わされてるんだから……！

「あ、でも、ちょっと待ってくださいな」

　と、口を開いたのはアナ。

「それより、大事なことを忘れてましたわ。リュクス。さっき、貴方あなた、ハードモードダンジョンに飛び込む前、私わたくし達に何か話そうとしてませんでしたか？　なんか所属する学校がどうとか？」

「あ……？」

　そ、そうだった……。

　口に出してなければ何もなかったことに出来たかもしれないけど……けっこう大声で、しかもちゃんと注目促うながして、もうみんなにいいかけてしまっていた……。

　みんな、勇者学校に転校したほうがいいって。

「そ、それは…………」

　オレはうまく答えられない。

　ハッキリいって……あの時のオレと、今のオレでは……考えは、変わっていた……。

　ドラゴンバスターと対たい峙じしていた時。オレは、自分の中の本音に気づいてしまったのだ。

（これから、オレはもっと凄くなるんだ。どんどん凄くなって……あの四人の買い被かぶるイメージに追いつくような……本物の筆頭特待生に……あの四人が本気で追いかけるようなライバルになるんだ……！）

　オレが、何な故ぜ、リッカからの、どの角度から見ても正しいと思える誘さそいに即そく答とうできなかったのか……これが答えだった。

　オレは、ちょっと、この学校生活が……この状じよう況きようが……楽しくなり始めていたんだ。

　遊び人学校に通うことが。

　そして、あの四人にやたら買い被られて……やけに変なハードルを課せられて、そんな中で、なんだかんだプロの遊び人を目指す……今の生活が。

　それは、あの時……リッカと二人で、スケルトンから逃にげる時、遊び人スキルが思った以上に役立ったことで、いよいよ決定的になった。

　遊び人学校、凄いじゃないか！　って。

　今まで以上に、本気で、プロの遊び人を目指したくなった。

　だから、それに気づいた今……オレは、もうリッカの引き抜ぬきを、積極的に手伝うことは出来なくなった。

　オレも、ディア達と、この学校で競きそいたい。

　オレも、ディア達に、この学校で認められたい。

　ものすごく自分勝手な心変わりかもしれない。

　けどたぶん、これが、オレが、初めからずっと抱いだいていた……そして今出せる、心の中の本心だった。

「リュクス？」

　困っていると、アナがじっとこっちの顔を覗のぞきこんでくる。

「え？　あぁ、うん」

「どうしたんですの？　確か、私達が所属する学校の話でしたわよね？」

「う、うん、まぁそうなんだけど……実は……」

　こうなったら……リッカにどれだけ怒おこられてもいい……やっぱり、この四人含ふくめて、本当のこというしかないのか……。

　覚かく悟ごを決め、口を開くオレ。

　そのオレの言葉を遮さえぎったのは──

　毎度御お馴な染じみの、あの音だった！
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　ゴゴゴゴゴゴゴゴ……！

　地じ響ひびきと共にオレ達の耳に届いたのは、そんな音。

「「「「「「またぁ!?」」」」」」

　思わずいってしまうオレ達。

　このダンジョン、何回こういう予期せぬ振しん動どうにオレ達巻き込んでくるんだよ!?

「ちょっと待って」

　そこで、ハッとしたように天てん井じようを見上げながらいったのはリッカだった。

「やばいかも」

「何だよやばいって」

「今回は何？　超ちよう々ちようハードモード突とつ入にゆうとかか？」

　オレはちょっとウンザリする気持ちで聞いた。

　もう、このパターンにも麻ま痺ひしてきた。どうせ大変なこと起きるけど、まぁ、なんとかなるだろ!?

　しかし、そんな投げやりな気持ちでいていい状況とは、少し違ちがったらしい。

「馬ば鹿か、違うわよ！　この振動……もしかして。これ、この〝はじまりの洞どう窟くつ〟ごと崩ほう落らくしようとしてるんじゃないの!?」

「は!?」

「崩落!?」

　さすがに全員の顔色が変わった。

　その瞬間、まるでそんなオレ達のリアクションに応えるように、

　ゴゴゴゴゴゴゴ……！

　振動のボリュームが立ってられないほどになり。

　パラパラ……パラパラ……天井から、不ふ吉きつに小石が舞まい降おりてくる。

「な、なんでだよ!?」

　血相を変えてリッカに聞くのはディア。

「なんでダンジョンごと崩落するってんだ!?」

「だって見てよ、このダンジョンの傷み具合！」

　リッカは周囲を見み渡わたすように、

「あのドラゴンバスターにどれだけあの閃せん光こう撃うたれたと思ってんのよ！　床ゆかにも壁かべにも天井にも……相当ダメージあるわよ」

「た、確かに……」

　納得するしかなかった。

　結局、一度も直ちよく撃げきしなかったし、ディア達が来てからは、結果的に楽勝みたいに思えたけど……あのドラゴンバスター、相当縦じゆう横おう無む尽じんにあの破は壊かい光線みたいなのを撃ちまくっていた。見ると、オレ達のいるフロアは、まだフロアとして成立してるのが不思議なくらい、荒こう廃はいしていた。

「あと、あんた達が、派手な演出的な感じで上から大穴開けて出てきたし……」

　上空の一番大きな穴を見ながらリッカ。

「どうなのルナル・フェイエル。建築物の力学的に考えて、あんな穴が一つのフロアに生まれたら、洞窟の構造自体にも影えい響きようあるんじゃないの？」

「普ふ通つうに考えて、致ち命めい的なダメージになるだろうね」

　眼鏡を押し上げルナルは平然といった。

「「「「「オイッ！」」」」」

　全員から総ツッコミが入る。

「だ、だって仕方が無いだろう、こう、ムードに吞のまれて……時として人間は理り屈くつ通りには動かないものさ」

「何名言風に言ってごまかそうとしてんのよ!?　まぁとにかく、そういうことよ！　あんた達のせいだけじゃないけど、この洞窟は、いつ崩落してもおかしくないっていってんの！」

　学校に来た当時の、感じの良いムードをかなぐり捨ててリッカはいう。

「「「「あれ？」」」」

　その瞬間だった。四人がちょっと目を大きく見開いた。

「あれ？　お前もしかして……リッカ・ラトビア？」

　今いま更さら気づいたようにいうのはディア。

「「はぁ!?」」

　オレとリッカが同時に叫さけんだ。

「な、何いってんのよ!?」

「そ、そうだよ、自己紹しよう介かいされてからどんだけ経たってると思ってんだ……」

　てかお前ら、聞いても知らないっていってたじゃん。

「いやー、ワリワリ。あんまりイメージ変わってたんで。なぁ？」

　困ったように、ディア。

「あ、あぁ。リッカ・ラトビア。〝狂犬アポカリプス〟〝お山の大将マウンテンジエネラル〟〝鬼女デーモンガール〟数あま多たの二つ名をほしいままにしてた頃ころのお前とはかなり変わったな……」

　困こん惑わくしたようにいったのはウルフ。

「え？」

　思わずリッカを見ながらオレ。

「なんか物ぶつ騒そうな二つ名いっぱいついてますけど……」

「む、昔のことよ！　勇者学校行ったらそれくらい変わるに決まってんでしょ!?　〝お山の大将マウンテンジエネラル〟なんて二つ名の勇者、この世にいていいはずないでしょ!?　つか私が嫌いやなのよ!?」

　照れまくった表情でリッカ。確かに、ディア達の〝千年に一度の突風ミレニアム・テンペスト〟とか〝歩く自信喪失させ機ボーン・アイデンテイテイ〟に比べたら相当ダサいな……。

「いや、だとしたら、見事なものだね。凄い演技力だったよ、マーベラス！」

　本気で感心したようにパチパチ拍はく手しゆしながらルナル。

「えぇ、ですわね。久しぶりー、元気でしたの？　リッカ。またお茶行きません？」

　凄いフレンドリーにアナ。

　なんなんだよそれ……リッカ、向こうは自分なんか認識してないっていってたけど、普通に四人に覚えられてるじゃん!?　この四人、珍ちん獣じゆうみたいなもんだから、名前とかじゃなく、他の部分で自分以外の個体判断してるんだろうな……。

「じゃなくて、とーにーかーく！」

　自分をいじられる流れを吹ふき飛ばしたいように、リッカが照れまくった表情で怒ど鳴なり散らした。

「それどころじゃないっていってんの！　ホ・ウ・ラ・ク！」

　その言葉に、全員が我われに返る。

「そ、そうだった」

「ど、どうする？」

「どうするったって……」

　その瞬しゆん間かん、いった傍そばから、

　ドォォォンンッ！

　とてつもなく大きな岩片が落下し、オレ達の脇わきに落ちた。

　さすがに、破壊したり防ぼう御ぎよしたり対処できる大きさじゃない。

　全員が顔を見合わせる。

「このままでは……」

「さすがにどうしようもねーぞ」

（マジかよ……）

　オレは頭を抱かかえた。

　こんだけがんばったのに……最後は洞窟の崩落なんて、どうにもならない自然災害みたいなのに巻き込まれてバッドエンド!?

　冒ぼう険けん者の神サマ……どんだけオレに対して意地悪なんだよ!?　あの、オレ、今日人生初ダンジョンなんですけど!?

（これは、さすがにダメか……！）

　諦あきらめかける、その時。

「キャインキャインッ！」

　場ば違ちがいに可愛かわいい声が、フロアに響ひびき渡わたった。
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「え？」

「は？」

「何!?」

　オレ達は、目を疑った。

　駆かけてきたのは、オレとリッカが、道中で遭そう遇ぐうしたあの黒い毛並みの子ドラゴンだった。あ、あいつ無事だったのか……ごめん、完全に忘れてた。そういえば、リッカが気絶した辺りから、姿が見えなかったな……。

　ただ、オレ達が驚おどろいたのは、その黒い子ドラゴンのほうではなかった。

　その後ろから。

　ズンッ、ズンッ、ズンッ、ズンッ……。

　巨きよ大だいな二本足のドラゴンが、こちらに迫せまってきたからだ。

　そのドラゴンの毛色は──眩まばゆいばかりの、金色。

　そのドラゴンの毛色に、

「ウ、ウソだろ……!?」

「あれってもしかして……」

　オレ達は顔を見合わせ──

「ゴ、ゴールデンドラゴン……!?」

　ゴールデンドラゴン──さっきもちょっと名前は出したけど。

　あらゆる攻こう撃げきを弾はじき返す黄金結界と、山一つを軽く吹き飛ばすという竜りゆう族最強の息吹ブレスで数多の冒険者パーティを壊かい滅めつさせる……とされる、初等部や中等部の魔ま王おう史の教科書に載のってるくらい有名な魔ま獣じゆう。

　生息地は謎なぞで、目もく撃げき情報も極きよく端たんに少ないから（たぶん、目撃して生きてる人が少ない）、知名度の割りに生態も謎に包まれてるけっこう伝説的な魔獣なんだけど……。

　意外にこんな近所の、しかも訓練用ダンジョンに生息してたの!?

「マジかよ……!?」

　で、オレ以上に驚いているのが、ディア達、強つわ者もの達だ。

「ありえねぇ……なんだあの闘とう気き……!?　勝てっこねぇ。あんな化け物が、この世にまだいるっていうのか……!?」

「僕の計算値を遥はるかに超こえている……！」

「!?　ヴォルケインが震ふるえている──!?」

「ヴォルケインだけじゃありませんわ……アポロンの盾たてが、ゼウスの槍やりが、ネプチューンの鎧よろいが、そしてビーナスの冠かんむりが、しきりに何かを訴うつたえている──そう、太古から続く、我が一族とあの一族との因いん縁ねんを私に伝えるように」

　ある者は青ざめ、ある者は震えながら、神こう々ごうしいまでに光輝かがやくゴールデンドラゴンを畏い怖ふの眼まな差ざしで見上げていた。ディア達がここまで震えるって……どんだけ桁けた違ちがいの存在なんだよ!?

（もう、どうやったら生きて帰れるんだよこのダンジョン……）

　さすがに全ての希望を失い、ガクッとその場に両りよう膝ひざをつくオレ、だったが……

（ん？）

　その時だった。

　妙みようなことに、オレは気づいた。

「あれ？」

　ガバッと顔を上げる。

　その先にある、絶望の象しよう徴ちよう、ゴールデンドラゴン……。

　その顔つきに、

（あれ？　なんかオレ……あいつに……会ったことある……？）

　それは絶対にありえないこと。断言できる。オレは今までの人生で、ゴールデンドラゴンと遭遇したことは一度もなかった。なのに、今、目の前に君臨してるゴールデンドラゴンには、何故か、変に見覚えがあるような……!?

（…………くそ、こうなったら……！）

　今からオレがやろうとしてることが成功する可能性は、ほとんどゼロだろう。

　自殺行こう為いに等しい。

　けど、どんな時も、常識を疑うのが遊び人……！

（オレは、世界一の遊び人になるんだろ……!?）

　自分で自分に言い聞かせる。

（だったら、誰だれよりも、大きな賭かけに勝てなきゃダメだろ……！）

　オレは覚かく悟ごを決め、立ち尽つくすディア達の前に飛び出し──一人でゴールデンドラゴンと対たい峙じした！

「なっ……リュクス!?」

「何をするつもりだ!?」

　全員が驚きよう愕がくする中、オレは精せい一いつ杯ぱい息を吸い込み……手を差し出し……絶ぜつ叫きようする。

「お手！！！！」

　見覚えはない。確信もない。けど……オレは、さっき過よぎった直感を信じ、超ちよう・一か八か、かつて自分がこのドラゴンを餌え付づけしていたことがある可能性に賭けた！

　普ふ通つうに考えて、オレが過去にゴールデンドラゴンを餌付けしていた可能性なんて万に一つも無い……！

　けど、オレには、自分を欠けつ陥かん品呼ばわりして自分を責めていた頃ころ……そして冒ぼう険けん者学校入学試験でも、無む駄だに魔ま獣じゆうを餌付けし、助けたり可愛がったりしてきた過去があった……！

　もしかしたら、このゴールデンドラゴンが、その頃助けた一いつ匹ぴきである可能性は完全にゼロではないはず……！

「なっ……何ィ!?」

　そのオレの行動に、オレ以外全員が耳を疑うように絶叫。

「な、何やってんだリュクス！」

「馬ば鹿かはやめろ！」

「そうですわ、いくらリュクスといえど出来る事と出来ない事が……」

「もはや事態は個人でどうにかできるレベルを超こえているんだ！」

「そ、そうよ！　もう、遊び人が凄すごいことは十分分かったから！　だからお願い、無茶しないで！」

（くっ……！）

　懇こん願がんするように叫さけんでくる五人の声に、押し殺そうとしていた恐きよう怖ふがまた顔を出しかけるが──どのみちもう遅おそかった。ゴールデンドラゴンはその巨きよ体たいが生む影かげで、オレの周りを暗くする距きよ離りにまで到とう達たつ。

「グァァァアァ！」

　そして咆ほう哮こうし、その場で天高く右の前足を振ふりかざした！

（く、くそ……やっぱダメか……!?）

　その圧あつ倒とう的な威い圧あつ感かんに、思わず目を閉じかける。

　──しかしその時だった。

「お、おい、あれ見ろ！」

「ウソだろ……!?」

　オレの耳じ朶だを打つ、ディア達の驚おどろきの声。

（え……？）

　その声に、恐おそる恐る瞼まぶたを開くオレ。

　その瞬しゆん間かんオレの目に飛び込んできたのは、

「クゥ～～ン」

「え……えぇっ!?」

　全く予想していなかった、意外な事態だった──！
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　ペロッ、ペロッ……。

　まるっきり子犬のような、甘え声と共に、オレの頰ほおを巨きよ大だいな舌で舐なめるゴールデンドラゴン──。

「クゥ～～ン」

（…………え？）

　頰をベチャベチャに濡ぬらされながら、その自分の置かれている状じよう況きように、──オレは頭が真っ白になった。

（……え？　何……これ？　お手っていったのに頰舐められてるってことは……やっぱ作戦失敗？　今から食べられるから、身とか清められてんの？）

　が、そんな困こん惑わくと裏腹に──オレの脳裏には、ある記き憶おくが蘇よみがえっていた。

　かつて、オレには、こんな風に芸の真似事みたいなことをして遊んでた魔獣の友達がいた。

　その友達は、オレの〝お手〟には、絶対に一度では従わなかった。その友達は……一度目の〝お手〟には、こんな風に、わざと従わず、オレの頰を舐めてきてオレを笑わせるやつだった。

　その友達の名は、そう──ポチ。

　一○年前。森で出会い、よく遊び、そしていつの間にかいなくなっていた、あの黄色い毛並みの竜りゆう。

「え？」

　そして、ハッとなるオレ。

　まさかと思って、目の前の、ゴールデンドラゴンを見てみると──。

　そこにあったのは、最さい凶きよう最悪の魔獣、ゴールデンドラゴン──には違ちがいないけど。

　ちょっと下がり気味の眉まゆ。優しげな瞳ひとみ。ともすれば微笑ほほえんでいるようにも見える、孤を描えがいた口元──。

　そしてオレの頰を懸けん命めいに舐める仕草。

　端はし々ばしが、何故か……何故か、一○年前、よく遊んでいたポチにそっくりだった……！

「え？　まさか……もしかして……」

　ありえない。そんなこと絶対ありえない。

　でもオレは、一応聞いた。

「もしかして……。もしかして……。

　お前……ポチ？」

　我ながら、マヌケな質問だと思う。

　しかし、その瞬間だった。

「クゥン！」

　それに応えるように、今度こそ、ゴールデンドラゴンが、オレの手に〝お手〟！

「なっ……え……どわぁ!?」

　さらにそのまま──もう抑えられないように、オレにのしかかってくる！　そんな、オレの腹に必死に鼻先をこすりつけてくるそのゴールデンドラゴンの姿に……。
















「え……えぇ!?」

　一気にオレは理解してしまった。

　根こん拠きよは何もない。証明しろっていわれても困る。けど何故だか一いつ瞬しゆんで確信できてしまった。

　間ま違ちがいない。この最凶最悪の魔獣、ゴールデンドラゴン──ポチだ。

「え……えぇぇぇぇえ!?」

　え？　って事は……オレが一○年前……毎日遊んでたあのポチは……ゴールデンドラゴンの子供だったの!?

　しかも、なんでこんなところに!?

　しかし、次々浮うかんでくるそのオレの驚きは、ポチに中断された。

　ゴゴゴゴ……！

　いよいよ末期的になり、次々頭上から巨大な瓦が礫れきが落下してくる中、

「クゥーン！」

　ポチが、いきなり、オレの目の前で、自分の背中に乗れ──といわんばかりにオレに向かって背を投げ出してきた。

（え？　あ……そ、そうか!?）

　その行為に、昔むかし取とった杵きね柄づかなのかなんなのか、以心伝心でオレはハッとなる。

　あらゆる攻こう撃げきを弾はじき返す黄金結界と、山一つを軽く吹ふき飛ばすという竜族最強の息吹ブレス。

　ポチなら……ゴールデンドラゴンの力なら……

　この状況からでも、地上に帰れるかもしれない!?

　我ながら無茶苦茶な脱だつ出しゆつ手段である。うまくいく確率はそんなに高くないかもしれない。

　けど、こうなったら、もういっちょ……超・一か八かに賭けるしかない！

「み、みんな、聞け！」

　オレは五人に向かって叫んだ。

「ポチに……このゴールデンドラゴンに地上まで連れていってもらう！　だからみんなポチの背中に乗れ！」

「なっ……」

「はぁ!?」

　いきなりいわれた五人は、当然、何いってんだコイツ!?　といったような表情を浮かべるが、

「い、いいから……オレを信じろ！　遊び人学校筆頭特待生リュクス・ドーファンがいうんだぞ！　間違いがあるはずないだろ!?」

　もう議論してる暇ひまはなかった。オレは雨のように降り注ぐ瓦礫の中、他の五人を無理やりポチの背中に追いやり、脱出準備に取り掛かかった──！
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「行くぞぉ！」

　そこからはあっという間だった。

　オレ達は全員ポチの背中に摑まり……崩くずれゆく〝はじまりの洞どう窟くつ〟から飛び立とうとする！

「お、おいぃ、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「さすがに理解が追いつかんぞ!?」

　取り乱すオレ以外の一同。

「大丈夫……こいつはオレの友達だから！　安心して摑まってろ！」

「クゥン！」

　人ひと懐なつっこい声で頷うなずくポチ。

　あれから幾いくつか確認して、ますます確信した。

　やっぱりそうだった……オレの直感は正しかった。

　ゴールデンドラゴンは、ポチだった。

　ポチ……あれからずっとこんなところにいたんかい！

　ちなみに、あのもう一匹ぴきいた、黒い毛並みの子ドラゴン。

　まさかと思って汚よごれた毛を布でぬぐってみると……そこから出てきたのは、かつて出会った時のポチとそっくりな、黄色い毛並み。

　つまり、こいつは、どうも……ポチの娘むすめか息子むすこらしい。

　ゴールデンドラゴンって、子供の頃ころは金っていうより黄色い毛並みなんだな……初めて知った。間ま違ちがいなく、魔獣史に残る発見しちゃったよ……。

「なんて奴やつだ……！」

　そんな状況に、ウチのクラスの面々は勿論、衝しよう撃げきを受けているようだった。

「人類史上初じゃねーか？　戦わずしてお手でゴールデンドラゴン倒たおす……いや、手なずけて、しかもダンジョン脱出に使おうとする奴は…………」

「しかも早さつ速そくポチ呼ばわり……！　黄金竜も奴やつの前では子犬同然というわけか」

「君の行こう為いは数字では証明できないことばかりだ……計算とか確率とかいってる自分が馬ば鹿からしくなってくるよ。僕ももう勉強なんてやめようかな」

「これぞ本当の英えい雄ゆうの姿なんですわね。もはや堂々たる王の風格。本当にこの国を統すべるべきなのは、こういう人間なのかもしれませんわ……」

　超ちよう感動したようにいってる遊び人学校特待生四人。うん……このモードの時の四人には、何をいっても無む駄だだろう。

　そしてディア達だけじゃなく、リッカも相当カルチャーショックを受けてるようだった。

「どういうことなのよ……!?　遊び人って極めればそこまでになれるの？　私が間違ってたの？　最強の職業は勇者でなく遊び人……!?　世代ナンバーワンは私でもディア達でもなくこの男……リュクス・ドーファンだっていうの……!?」

「う、うん……」

　もう、どっから訂てい正せいしたらいいか分からないくらい買い被かぶられてるが、訂正してる時間はなさそうだった。

　洞窟の崩ほう落らくがどんどん加速している！

「ポチ……頼たのむ！　行ってくれ！」

「グァァァァァァァ！」

　ドラゴンらしい咆ほう哮こうで応える、ポチ！

　その瞬しゆん間かん、ポチは翼つばさをはためかせ──

　オレ達を乗せたまま、地上に向かって飛ひ翔しようした！




　そこからは一いつ瞬しゆんだった──！

　結局崩落する前に洞窟を飛び出すことは叶かなわず──生き埋うめになりかけたところをポチの黄金結界と、息吹ブレスで強きよう行こう突とつ破ぱするような形になったけど……。

　全身を金色の結界で包んだまま、もの凄すごい速度でポチは地上に向かって上じよう昇しよう！

　最後に岩がん盤ばんも突き破やぶって、

　ゴパァッ！

　あっという間に、地上へ到とう達たつ！

　そしてそのままの勢いで大空へ舞まい上がり……

　オレ達は、無事、足下に元〝はじまりの洞窟〟だった場所が見える場所まで到達していた！

「お……おおお！」

　思わず歓かん声せいをあげるオレ達！

「た、助かった……！」

「なんて奴だ……ゴールデンドラゴン！」

　呆あきれたようにポチを見る面々。

「いや、ほんと、凄いよね」

　自分で従えといてなんだけど、オレはビックリした。

　ポチ、お前、こんな凄い奴だったのか……！

「ん？」

　その時だった。

　オレは、ふと気づく。

「ん……!?」

　ポチの長い金色の毛に……何やら、色々ゴミが絡からみ付いてるんだけど。その中に、一つだけ、何個も同じような物がくっついていた。

　それは、いわゆる人間がサンドイッチなんかを入れておくようなバスケットだった。

「なんだこれ？」

　なんとなくそれを手に取るオレ。

「あ。それ冒ぼう険けん堂どうのハムサンドのバスケットじゃん」

　隣となりにいたリッカがいう。

「ぼ、冒険堂？」

「そうよ、知らない？　昔からプロ冒険者が冒険出る時だいたい持っていく、ルスキニアの有名な店。そういや、いつからか、初心者冒険者は、冒険堂のハムサンド持って〝はじまりの洞窟〟行けば、幸運に恵めぐまれるっていわれてたっけ」

　思い出したようにいう、リッカ。

「……え？」

「なんか、ほら、あのオーブ置いてあった祭さい壇だんあったじゃん？　あそこにハムサンド置くと、その後の冒険が、運に恵まれるってジンクスがここ一〇年くらいで出来たのよ」

「…………。ん？」

　ん？　ん？

　ここ一〇年？　それってつまり……。

「ポチ、お前もしかして……ハムサンドあるから……あの洞窟に住んでたのか？」

　初心者冒険者が多く訪れる〝はじまりの洞窟〟。そこにはみんなハムサンドを持って集まる。

　しかも初心者冒険者は、魔ま獣じゆうとの遭そう遇ぐうに慌あわてたりして、よく荷物を落としていったりする。つまり〝はじまりの洞窟〟にはよくハムサンド落ちてる。ポチ、それに気づく。あの洞窟気に入る。

　その後、どうなったのかまでは知らないけど……ポチはあの管理者用階段を知って、誰だれも来ない封ふう印いんされてたダンジョンのスペースに行き、子供産んだり、あそこで幸せに暮らしてた……！

（マジかよ……）

　オレは脱だつ力りよくして地面に崩れ落ちた。

（けっこうトラウマになるくらい悲しい別れだったんだけど……こんな近くで……そんなお気楽生活送ってたの？　……ポチ？）

　ま、まぁ、でも、良かった。

　もしかしたら、何か、冒険者に討とう伐ばつされたのかもしれないと思ってたし。こんなに立派になって。しかもオレのこと、覚えててくれてるし……。




　その後、とりあえずオレ達は、一いつ旦たん、元々乗ってきた馬車の下へ、ポチに降ろしてもらった。

　ポチには、なんとか事情を説明して、とりあえず近くの森に潜ひそんでてもらうようにした。

　このまま王都にゴールデンドラゴン飛来したらたぶんパニックになるだろうしな。

　まぁこの辺あんまり人来ないだろうし……（〝はじまりの洞窟〟ももうないしね）、おとなしくしてくれたら大丈夫だろう。

「じゃ、じゃあな、ポチ。それから、ポチジュニア。またハムサンド持って遊びに来るわ」

　オレは二匹ひきにひとまずの別れを告げる。

「ガァァ！」

　ポチ達は、どれだけ良い子なのか。

　あっさり頷うなずくと、少し名残なごり惜おしそうにしながら、けどキチンと、森に向かって飛び立っていった……。




「さ……んじゃ、帰りましょっか」

　というわけで、残るはオレ達である。

　基本的にオレ達の冒険は終わった。

　オレとリッカが超上級者コースに落ちてからは、かなり時間くっちゃって、だいぶ日も傾かたむいてるけど、王都までは馬車ですぐだし、制限時間は心配ないだろう。

　でも、一つだけ、オレには問題が残っていた。

　何が残っているのか？

　それは、オレとリッカの問題だ。

「あ、あのさ。リッカ。その前に……ちょっといいかな」

　だからオレは、馬車に乗り込む前。ちょっと離はなれた場所にリッカを手招きし、話をすることにした。

　ディア達は、いかにオレがゴールデンドラゴンを手なずけた事が凄いかで盛り上がっていて聞いてない。好都合……！

「何よ」

　なんか、ぶすっとした表情で来るリッカ。こいつ、初対面の頃の面おも影かげどこにもないな……。

「は、話があるんだ」

　帰る前に、オレにはつけておかなければならないケジメがある。

「その……ディア達の、引き抜ぬきの手伝いのことなんだけど…………」

　さっきは中ちゆう途と半はん端ぱに終わったけど……。いつかはいうことなんだから、今、ちゃんといっておかなくちゃいけない。

「オレ、決めた。答えだした。オレ……できれば……その、手伝いは……」

　意を決して、もうリッカの引き抜きは手伝えない──それを伝えようとする、オレ。

「……もういいわよ」

　が。

　その瞬間だった。

　意外な展開。

　リッカがそっぽを向くようにして、そう吐はき捨てたのだ。

「……え？」

「もういいっていってんの！」

　さらにいってくる。

「今回はおとなしく帰る！　それだけのこと、あんたらに見せつけられたからね！」

　そして悔くやしそうにそういってくるのだった。

「え……えぇ!?」

　オレは困こん惑わくした。

「い、いいの？」

「よくないわよ！　でも……仕方ないじゃない！　遊び人、全く役立たずかと思ったら、意外に役に立つし」

　憤ふん慨がいするようにいい、さらに、

「あの四人は、遊び人学校に行った結果、より強くなってるし。

　しかも中には〝お手〟でゴールデンドラゴン従える奴やつもいるし!?　こんなの見せられたら、そりゃ頭ごなしに遊び人学校なんて無駄だから転校しろなんていえないでしょ!?　あの四人が成長するなら、私にとっても望ましいことなんだし」

　腕うで組ぐみしてふんぞり返るようにリッカはそういった。な、なるほど、確かにそれはそうか……!?

「それにまぁ……あんたには個人的に借りもあるし」

　さらに、ボソボソと、リッカは続けた。

「え？」

「それも、二回」

　悔しそうに、

「スケルトンの時と……ほら、ドラゴンバスターの時。私が、気絶はしてなかったけど、動けなかった時……あんた、死んでたまるか、とかいって。私とあの子ドラゴン、抱だきかかえて守ろうとしてたでしょ……」

　ちょっと赤面しながらリッカ。

「あ……あー、う、うん……」

　そ、そうか、あの時気絶してなかったってことは、その辺も全部見られてたってことか……恥はずっ！

「まぁその辺も踏ふまえて、今回はおとなしく引き下がるっていってんの。……その代わり……あの言葉、絶対曲げないでよ」

　そしてリッカは最後にいってきた。

「世界一の遊び人になるんでしょ」

　リッカはオレに問う。

「私の代わりにあの四人と張り合おうっていうなら、それくらいのことやってくれる奴じゃなきゃ全然物足りないんだからね？」

「わ、わ、わ……わかった！」

　責任重大だし、ちょっと緊きん張ちようするけど、オレは頷うなずく。

　そしてオレは、少しでもリッカに安心してもらう為ため……そしてこの決意がしぼまないうちに……とディア達四人を呼んだ。

「み、みんな！」

「？　なんだ？」

　ゾロゾロやってくる遊び人学校特待生の四人。

　ディア・ベナード。

　ルナル・フェイエル。

　ウルフ・ゼーフント。

　アナ・ナトラ。

「遊び人学校筆頭特待生として、みんなに大事な話がある！」

　改めて切り出すオレ。

「は？」

「ほう」

「珍めずらしいですわね」

「だとしたら、答えは勿もち論ろんＯＫだけどね。僕達は、リュクスからのアドバイスなら、何でも聞き入れる覚かく悟ごだ！」

　あの時と同じ答えを返してくる四人。その四人に……オレはいった。

「話ってのは、所属する学校のこと──じゃなくて、まぁつまり、オレと、お前らの関係性の話だ！」

「あん？」

「関係性？」

　さすがに四人にとっても意外だったのだろう、全員怪け訝げんな表情になっている。

「そうだ！　オレも、今日から……この学校で……本気でプロの遊び人を……いや、世界一の遊び人を目指す！」

　高らかに四人に宣言する。

「だ、だからその……今日からお前らは、オレのライバルだ！」

　オレは絶ぜつ叫きようするように叫さけんだ。

「オレは絶対お前らに負けないぞ！　だからお前らも、しっかりオレについてこい！　それで、誰だれが世界一になれるか……勝負だ！　分かったな！」

　ゼェ、ゼェ、最後のほうは、ちょっと息切れしながら、オレはなんとかいいたいことはいい切った。

　今の、運と偶ぐう然ぜんだらけでなんとかしてるオレに、ほんとはこんなこという資格なんかないんだけど……でも、今はこれでいいんだ。

　いつか本気でこれを口にしても恥ずかしくない立派な遊び人になろう。

　そして……それに対しての四人の反応は、冷静に考えれば、そりゃそうなるよなって反応だった。

「え？　い、いや、今いま更さら何いってんだ、リュクス？」

「こ、こっちはとっくにそのつもりだったんだが……ハッ!?　まさか、眼中になかったのか？」

「確かに僕達は入学後リュクスの足下にも及およんでいなかったからね……」

「このまま貴方に負けることに慣れきった負け犬のような存在になるな──リュクスはそういいたかったんですわね!?」

　四人は顔を見合わせ、慌あわてだし、そしていうのだった。

「わ、わかりましたわ！　これからこっちも死力を尽つくします！」

「さすが筆頭特待生、締しめるところは締めるというわけだ」

「身が引き締まる想いだよ」

「これからもよろしく頼たのむぜ……リュクス！」

　なんか勝手な解かい釈しやくで自然と燃え上がるアナ、ウルフ、ルナル、ディア。

　なんか違ちがうんだけど……ま、まぁいっか。

　一応、オレの伝えたいことは伝わってるんだし。　今のオレにいえるのは、どのみちこれが精せい一いつ杯ぱいだしな。

「う、うん。よろしく。んじゃ、そろそろ行くか……」

　オレ達は馬車に乗り込み、移動を開始する。

　オレ達の居場所、遊び人学校へ向けて──！










　　　終章







「うっぷ……さて、今日は、借金取りと仲良くなる方法を学んでもらう」

　というわけで、遊び人学校での日常が返って来た。

　王都の少しうらぶれた、繁はん華か街がいの裏の区画に当たるような場所。

　リッカとの合同授業から一週間ほどが経たったある日の朝、ステフはオレ達クラス一同をそこに引いん率そつし、そう言い放った。

「冒ぼう険けんは綺き麗れい事だけじゃ済まねぇ。いざという時には、そういう裏の世界の住人の力を借りることも必要だ。

　つーわけで、今からこの区画のどこの金貸し屋でも良い。そこ行って借金取り──まぁまだその時点じゃただの従業員であって借金取りじゃねぇけど。ともかくそういう人間と顔なじみになって、プライベートでメシ食う関係になってこい」

　相変わらず、到とう底てい冒険者学校の授業とは思えないノルマをオレ達に課してくるステフ。金貸し屋と仲良くなる授業ってどんな授業だよ!?

　はあ。まぁでもやるしかない。

　もう本気で遊び人志すって決めたし。

　世界一の遊び人になるってリッカやディア達にタンカ切った手前もある。

　なんとか喰くらいついていって、徐じよ々じよに実力つけていくしかない──！

「制限時間は三日、ノルマは一人。ノルマ不達成のペナルティは、一いつ般ぱん生は腕うで立たて千回、特待生は退学な。んじゃ行って来い……！」

　気楽にいってくれるステフ。

「ヒャッハー！」

「よ、よし……！」

　それに応じ、オレ達は裏街に向かって飛び出していった。




「さて、どこの店に入るか……！」

　走り出してすぐ、店を吟ぎん味みし始めるオレ。今回は段々本格的な授業になってきたということなのか、制限時間は三日あるけど、どうせオレの場合、最初はケチョンケチョンにやられるのは目に見えてる（ナンパの時と一いつ緒しよで）──。

　だからできるだけ早いうちから、数をこなして経験を積まないと……！

　というわけで必死に周囲のリサーチを始めるオレだったが、

「しっかし、リュクスも大変だよな」

　その瞬しゆん間かん、周囲から声。見ると、オレの周りにディア、ルナル、ウルフ、アナが、ヒマそうにあくびしながら集まってきていた。

「い、いや、お前ら、えらい余よ裕ゆうだな……？」

「あん？　おれら、もう、メシの約束取り付けてきたもん」

　さらりというディア。

「はぁ!?」

「そこの店で、ちょっと店長痛めつけたらサクッと了りよう承しようしてくれたぜ？　まだあんま腹減ってねぇから、昼飯にしてもらったけどよ」

「僕もだ。経費を見直して売り上げが三倍になる計算式を教えたら、食事をおごってもらえることになってね」

「ヴォルケインには、違い法ほう営業をしてる金貸しを見破る力もあるんでな。そこへ行き、バラされたくなければ飯奢おごれといえば話は簡単だったよ」

「私は、何な故ぜか、店に入った瞬間、食事でもなんでもオゴるからこんなところに来ないでください、と泣きつかれましたわ。貴方あなたに来られると後がややこしいとかなんとかいわれて……ほんと私って運がいいみたいですわ」

　一瞬で任務を終了し、リラックスした表情でいう面々。なんて奴やつらだ……！

　オレは頭を抱かかえる。

（オレ、これから、こんなバケモノ達と競せって勝たないといけないのか……！）

　考えれば考えるほど険しい道のりに思えた。

　しかも……。

「最近、他ほかの冒険者学校から、合同授業の申し込み半はん端ぱねぇんだろ？」

　不安に思っていると、ちょうどディアが、オレが抱えているもう一つの不安に対し指し摘てきしてきた。う……そ、それは……！

「ほとんどがリュクス見たさというではないか」

「まぁ遅おそかれ早かれ、こうなる運命だとは私は思っていましたけれどね」

「ああ、リュクスの巨きよ大だいな才能、どのみち隠かくし通せるものじゃなかったからね」

　さらにそれにウルフ、アナ、ルナルも頷うなずいている。

「いや、それは、ステフやリッカのせいも多分にあるんだけどね……!?」

　オレは恨うらみっぽくごちる。

　先日の合同授業の後、オレを取り巻く環かん境きようが、少しだけ変わってしまった。

　オレ達が、合同授業で〝はじまりの洞どう窟くつ〟を崩ほう落らくさせたこと、そこの超ちよう上級者コースを制せい覇はし、さらにオレがゴールデンドラゴンを一いつ蹴しゆう？　したことは、すぐさまニュースになり、オレ達はあれからしばらく〝超・期待の新星現る〟みたいな感じで、新聞記者に追いかけられっぱなしだった。

　その時、事情がよく分からず、さらに二日酔よいで頭が回ってなかったステフが記者に問い詰つめられ、

「え？　リュクスがゴールデンドラゴンを手てなずけた？　その理由？　ま、まぁ……古来、最高の遊び人ってのは、モンスターに好かれちまうってことになってる。遊び人の本領発揮したってことだな」

　と、なんか適当に説明したり。

　さらに、現冒険者候補生ランキング一位で、全冒険者候補生の頂点に立つ存在であるリッカが、しきりにオレ達──遊び人という職業や、ゴールデンドラゴンを手なずけたオレを持ち上げるような発言をしたので、事態はますますエスカレート。

「遊び人って何？」

「リュクス・ドーファンって何者？」

　結果、戦士学校に武道家学校、魔ま法ほう使つかい学校に僧そう侶りよ学校といった他の学校から〝お手並み拝見〟的な合同授業の誘さそいがめちゃくちゃ殺到してしまったのだ……！

　しかも合同授業といっても、向こうはどうも〝他流試合〟みたいなことを望んでるらしく、一緒にパーティを組むというより、正面から競い合って遊び人の実力を見み極きわめたいと思っているらしい……！

　マジでとんでもない事態になってきてるんですけど……！　まだ、ポチをどこで飼うかとか、そういうことも何も決まって無いのに……！

　結果、遊び人学校の筆頭特待生であるオレは、記者の取材を受けたり、ステフに強ごう引いんに連れて行かれて他の冒険者学校の使者と合同授業にかんしての打ち合わせをさせられたり、授業以外のところでもめちゃくちゃ忙いそがしい日々を送るハメになっていた。

「ハァ……」

　忘れたかった現実をディアに掘ほり起こされ、オレはガックリ肩かたを落とす。

　よ、予想以上に大変だ……遊び人世界一への道。

（こんな大変な毎日だと……ほんと、自己嫌けん悪おしてるヒマもないな……！）

　うらぶれた金貸し屋だらけの路地裏からほんの少しだけ見える、朝のルスキニアの空を見ながらオレは思う。

　そう、この学校に来る前は、日々自己否定してるだけの毎日だった。

　こんな時代に、魔ま獣じゆうを殺せない、魔獣を可愛かわいく思えてしまうなんていう自分に、毎日ウンザリしてた。

　けどこの学校はそれを許さない。

　変な奴なのに、全然そんなこと気にせず、ただ我わが道を行くクラスメートばっかりだし……。

　担任も校長も授業内容も他人がどうとか他の冒険者学校がどうとか全然気にしてないし。

　なんか他人と自分を比べるって思想自体なくなっちゃうよな……。

　そういう意味では、この学校に入る前に抱いだいてた、──そして、ディア達四人に会った時に抱いた、あの目標にちょっとは近づいてんのかなぁ……？




（どれだけ自分の事が好きだったら、こんな風に自分を肯こう定ていできるんだろ……？）




　ディア達に会った時、オレはそう思った。

　そしてこうも思った。




（あんな風に自分を肯定して生きられたら、きっと、気持ちいいんだろうなぁ……）




　自分を肯定できる人間になる──。

　漠ばく然ぜんとしてるし、相当縁えん遠どおい目標だと思ってたけど。

　なんかこの一ヶ月で、結果的に、オレ、少しずつ、そっちに歩み寄れたような……？

（もしかしたら──自分の活いかし方なんて、案外、自分が一番よくわからないもんなのかもな……）

　この一ヶ月のことを振ふり返ると、そんな風にも思えた。

　ずっと自分のことを欠けつ陥かん品だと思ってたのに、遊び人学校を受験してみたら、そこではオレは結果的に筆頭特待生になった。

　それからもずっと勘かん違ちがいされてるだけと思ってたけど、この一ヶ月は、案外なんとかなった。

　ある場所では欠陥品だけど、ある場所では筆頭特待生。

　自分で自分の活かし方を決め付けず、行き詰づまったら全然違う価値観の世界に飛び込めば何か変わるかもってこと……？

（そういう意味では……それ教えてくれた遊び人学校に、そしてこの生活に、やっぱ感謝すべき…………なのか？）

「おい、何ボーッと空みあげてんだよ」

　とか思ってると、怪け訝げんなディアの声に現実へ引き戻もどされた。

「んなことより、そろそろ、お前の借金取り篭ろう絡らくのやり方、おれ達に参考までに見せてくれよ！」

　挑ちよう戦せん的な瞳ひとみをより赤く燃え上がらせ、オレに迫せまってくるディア。

「そうですわ！　リュクスのことですから、ほんとはもうとっくに攻こう略りやくできるのに、少しでも私達にその背中を見せようとこうして待っててくれたんでしょう？」

　自身の考えを微み塵じんも疑わない、高貴さと優ゆう雅がさが共存するまっすぐな眼まな差ざしをオレに向けながらアナ。

「その器うつわの大きさ、まさに筆頭特待生……というわけか」

　修しゆ羅ら場ばを潜くぐった人間だけがかもし出せる、包容力を感じさせる声でウルフ。

「リュクス、僕も認めるよ。数学的に考えて、君こそが僕らの世代のナンバーワンだ」

　眼鏡めがねを押し上げ、〝リュクス・ドーファン観察記vol.1〟というノートに何やら走り書きしながらいってくるルナル。

　なんか勝手に期待に満ちた瞳でオレをやんややんやと称たたえてくる一同。

　……うん。オレは思った。

（感謝とか、後だ！）

　そんなことより、オレは今目の前にある危機──世界一の遊び人になる為ため、こいつらの本当のライバルになる為、そしてもっともっと自分を肯定できる人間になる為──この状じよう況きようをどうにかしなければ！

「じゃ、じゃあ、ちょっとここで待ってて！」

　なんか、どっかに、借金取りと仲良くなる為にうまく力を貸してくれそうな魔獣いないかな……！　こういう時、結局オレが頼たよれるのは、やっぱり魔獣の力を借りれるっていう、かつて自分が否定した自分しかいない。

　そう思えるくらい、オレはこの学校で、自分を肯定できるようになっていた。

「ちょっと準備してくるから！」

　どこかにいる魔獣に向かって街を走り出すオレ。

　遊び人リュクス・ドーファン。

　オレの非常識で、意外で、うさんくさい、けど何故か全員大真面目な、遊び人学校での遊び人を目指す生活は、こうしてまだまだ続きそうである──！


【ＥＮＤ】












　　　あとがき







　お久しぶりです、もしくははじめまして。

　大だい楽らく絢けん太たです。

　というわけで、新シリーズ開始です。

　今回は、けっこう久しぶりにまっとう？　な長編です。

　ここ二シリーズくらい、連作短編モノやったんで、フォームチェンジにけっこう時間かかりました……。

　まぁおかげでなかなか力のこもった一作になってるかと思いますので、楽しんでいただければ幸いです。




　しかし、前シリーズから約二年か……。

　その間に変わったことといえば……本当に、何もありません。

　家。変わってない。

　家族にも別に変化はないし。

　車。買ってない。ていうか免めん許きよ持ってない。

　週四回くらい、文ぶん房ぼう具ぐ売るバイト行ってる生活環かん境きようも変わらん……。

　バイト先では相変わらずどんくさいことばっかりやってて、迷めい惑わくかけてばっかりなのも変わってません……。

　この前も、もはや、あまりにもどんくさい失敗した後、店長にヒアリングされまして。

「…………なるほど。これは珍めずらしいくらい、一○○％中一○○％、大楽さんが悪い失敗だね」

　もはや感心したような表情で、そう吐はき捨てられる始し末まつです。




　やってるゲームも、全然変わってない。

　去年やったゲームは、ＷｉｉのバーチャルコンソールでダウンロードしたＳＦＣの『メタルマックス２』とＳＦＣの『聖せい剣けん伝説２』か……。

　もはやこれに至っては、小学生の頃ころから変わってないやん……!!

　けど、なんか好きなんですよね、ＳＦＣのゲーム……。

　あれくらいの、立体的じゃない、アニメっぽくて平面的な世界をちくちく動かしてるのが一番楽しいんで、ついついそっちやってしまう……！

　同期のラノベ作家の瀬せ尾おつかささんが、富士見の忘年会で当てたＰＳ４を以前頂いたので、それ使って今年はなんか新しいゲームにも挑ちよう戦せんしてみたいと思います。

　まずはスパロボ……かな。




　あとは……担当さんと二ヶ月に一回、ドラゴンマガジンでやってるコラム『大楽絢太の死ぬ気で萌もえます!!』の取材で、秋葉原のメイド喫きつ茶さに行くスタイルとかも変わってないです。

　まぁでもこれにかんしては、やっぱり、やってて良かったかな……。

　これのおかげで、二ヶ月に一回、強制的に直に会って作品について詰つめる時間があるので、多少執しつ筆ぴつの進みは良くなったような。

　一番おぼえてるのは、去年の暮れですかね。

　取材終わりで、食事もして駅に向かう途と中ちゆう、まだ作品の完成度五○％くらいの状じよう況きようで、

「そういえば、大楽さん、もう発売日決めましたから。来年の三月です！　絵師さんも決定しました！　こっから死ぬ気でやってください！」

　と、目に見えて、戦況が最終盤ばんにさしかかったことを告げられた日。

　なんかあのあたりから、俄が然ぜん頭が回りだした記き憶おくがあります。




　というわけで、ほんと、驚おどろくほど執筆以外何もなかった二年でした……（笑）。

　まぁ集中してたってことですね、うん。たぶん。

　私も多少落ち着いたんでしょうか。

　前はあとがきで、急に『今年はお笑い芸人の学校に行ってみました』みたいなこと書いてましたからね……。

　あ、でも、今回の作品は、ある種、そこに近い内容ではあるのか……。相変わらず、何が活きてくるかわかりませんね、この職業……。




　さて、そんな近況報告してる間に、ページ数もリミットに近づいてきたので、謝しや辞じを。

　まず、当然担当Ｒさん。ありがとうございます！

　一体二人で何回キャッチボールしたでしょうねぇ……。

　あと、この世で僕とＲさんしか見てないアナザーバージョン、どれだけあるでしょう……！

　途中でひたすらみんなでスクワットしてるだけのバージョンとか……！

　いつも冷静な指し摘てきありがとうございます（例・これ、遊び人関係なくないですか!?　とか）。今後もよろしくお願いします。




　そして絵師さんのイセ川ガワヤスタカさん。

　素晴らしいイラストをありがとうございます……！

　色々迷った時も、イセ川さんのキャララフを見たりすると、キャラが自然に動いてなんとかなったりしたことが多々ありました……！

　今作も、絵からフィードバックした部分が多数あります。

　今後もよろしくお願いします。




　あと、今回は、本のデザインを野の中なか愛あいさんがやってくださってるとのことで……！

　野中さんとは『ＢＩＧ‐４』の時、一度やっていただいてるので安心してお任せできます。またご一いつ緒しよできて嬉うれしいです。がんばります。




　そしてなんといっても読者のみなさま……！　待っていてくださった方は、本当にお待たせしました……！　またがんばります。はじめましての方は、お手にとって下さってありがとうございます……！　続きも盛り上げていけるようがんばります。

　以上かな。

　告知としては、この本と同時に発売されている、ドラゴンマガジン５月号に、この作品の書き下ろし読みきり──本編では書ききれなかった、『食い逃にげ』の授業にかんして──がガッツリ載のっております。

　なかなか楽しく書けておりますので、そちらもよければ、ご一読ください。




　それでは、またお会いできるのを楽しみにしております（できれば、二巻で）。








大楽絢太










大楽絢太

●だいらくけんた



２００５年デビュー。

以降、主人公が武器屋の店員、ひきこもり、四天王の一員、コンビニ店員と微妙に王道から外れたものを書く。そこで今回こそは王道を行こうと七転八倒したんですが、結果出来上がった主人公『遊び人学校の生徒』……。まためっちゃ変化球……。けど芯は熱い王道物語のつもりです。新シリーズ、どうぞよろしくお願いします。
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カバーデザイン／野中愛










王おう立りつ遊あそび人にん学がつ校こうの優ゆう等とう生せい
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大だい楽らく絢けん太た
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